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 ࡵࡌࡣ

 

 弘前市教育委員会࡛ࠊࡣᖹ成㸰㸰ᖺ㸯㸰᭶策定ࡓࡋ弘前市教育振興基本計画㸦以ୗ

毎ᖺ度点検及び評価ࠊい࡚ࡘ組ྲྀࡓࡋ実施ࡁ基࡙㸧ࠋいう教育振興基本計画ࠖࠕ

 ࠋࡓࡋまࡾせ࡚まいࡉ反映ࡋ見直ࡢ施策ࠊࡋ

地域ࠊࡋ対応変化࡞ࡁ大ࡢ社会経済環境ࡣ弘前市ࠊᖹ成㸰㸴ᖺ㸳᭶ࠊ中࡞うࡼࡢࡇ

弘前市ࠕ࡚ࡋ最ୖ位計画࡞ࡓ新ࡢࡾࡃ地域࡙ࠊࡵࡓࡿࡍ成長・発展を実現࡞持⥆的ࡢ

経営計画 㸦ࠖ以ୗࠕ経営計画ࠖいうࠋ㸧を策定ࡋ全࡚ࡢ施策を体系化ࡋまࠋࡓࡋ 

い࡚ࡋ連動経営計画ࡢࡇࡀ教育振興基本計画ࠊࡣ弘前市教育委員会࡛ࠊࡅをཷࢀࡇ 

 ࠊ形࡛ࡿ整合性を教育関連政策ࡢ等ࡾࡃ人࡙ࡢ経営計画ࠊࡽࡇࡿあࡀ必要ࡿ

ᖹ成㸰㸴ᖺ㸴᭶教育振興基本計画を新ࡓ策定ࠊࡋそࡢ計画期間ࡶ経営計画同様ࠊ

ᖹ成㸰㸴ᖺ度ࡽᖹ成㸰９ᖺ度ま࡛ࡢ㸲ᖺ間ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋ 

ࡘ進捗状況ࡢそࠊࡈ施策ࡢ㸰㸱ࡓࡋ教育振興基本計画࡛体系化ࠊࡣ報告書ࡢࡇ 

い࡚教育委員会全体࡛点検及び評価を実施ࠊࡋそࡢ結果ࡘい࡚学識経験者ࡢ意見を 

付࡚ࡋまࡾ࠾࡚ࡵまࠋࡍ 

 地方教育行政ࡢ組織及び運営関ࡿࡍ法ᚊ基࡙ࠊࡁ本報告書を議会提出ࡿࡍ

ࢀࡉ信頼皆様ࡢ市民ࠊࡋࡓ説明責任を果ࡢ皆様へࡢ市民ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ公表ࠊࡶ

 ࠋࡍまࡾまい࡚ࡋ教育行政を推進ࡿ

 まࠊࡓ教育振興基本計画を効果的ࡘ効率的推進ࡢࡇࠊࡵࡓࡿࡍ度ࡢ点検及び評価

まࢀࡇࠕ㸧ࠖࡿ㸦創ࡿࡃࡘい自分をࡋ新ࡾࡼࠕࡍ目指ࡀ弘前市ࠊせࡉ反映結果を施策ࡢ

㸧ࠖࡄ㸦紡ࡄࡴࡘ心を心ࠕ㸧ࠖࡄ㸦繋ࡄ࡞ࡘをࡽࢀࡇ࡚ࡋそࠊ今࡛ 教育ࡢ実現   

向ࠊࡅ⥅⥆的࡞改善を図࡚ࡗまいࡾまࠋࡍ 

ࡓࡿࡍ連携・協力体制を構築ࡿࡅ࠾教育分野ࠊࡣ意見ࡿࡍ対点検及び評価ࠊ࠾࡞ 

ࡓࡋ依頼弘前大学教育学部ࠊࡓࡋ協定ࠖを締結ࡿࡍ関連携ࠕᖹ成㸰㸲ᖺ㸯᭶ࠊࡵ

ࡋ生改善ࡢ今ᚋࠊࡣ意見ࡓいࡔࡓいࡽ大学ࡿࡍ᭷専門的知識を豊富ࠋࡍ࡛ࡢࡶ

࡚まいࡾまࠊ࡛ࡢࡍ市民ࡢ皆様ࡾࡼࡢ一層ࡈࡢ理解ࡈ協力を࠾願いいࡋࡓまࠋࡍ 

  

地方教育行政ࡢ組織及び運営関ࡿࡍ法ᚊ㸦抄㸧 

 

㸦教育関ࡿࡍ事務ࡢ管理及び執行ࡢ状況ࡢ点検及び評価等㸧 

第㸰㸴条 教育委員会ࠊࡣ毎ᖺࠊそࡢ権限属ࡿࡍ事務㸦前条第㸯項ࡢ規定ࡾࡼ教育長

委任ࡓࢀࡉ事務そࡢ他教育長ࡢ権限属ࡿࡍ事務㸦同条第㸲項ࡢ規定ࡾࡼ事務局職員等

ࠊい࡚点検及び評価を行いࡘ状況ࡢ管理及び執行ࡢ㸧ࠋࡴ㸧を含ࠋࡴ事務を含ࡓࢀࡉ委任

そࡢ結果関ࡿࡍ報告書を作成ࢀࡇࠊࡋを議会提出ࠊࡶࡿࡍ公表ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

 ࠋい࡞

㸰 教育委員会ࠊࡣ前項ࡢ点検及び評価を行う当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ教育関ࡋ学識経験を᭷ࡿࡍ

者ࡢ知見ࡢ活用を図ࠋࡿࡍࡢࡶࡿ 
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㸯 ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育委員会ࡢ活動状況 

 

㸦㸯㸧教育委員㸦ᖹ成 28ᖺ 4月 1日～ᖹ成 29ᖺ 3月 31日㸧 

役 職 名 氏  名 就任ᖺ月日 任   期 

委 員 長 九 戸 ┾ 樹 Ｈ26.5.20 Ｈ26.5.20～Ｈ30.5.19 

委 員 長 

職務代行者 
前 ⏣ 幸 子 

Ｈ23.5.20 

H27.5.20再任 
Ｈ27.5.20～Ｈ31.5.19 

委   員 土 居 ┿ 理 Ｈ24.5.20 Ｈ24.5.20～Ｈ28.5.19 

委   員 一 戸 ⏤ 佳 Ｈ25.5.20 Ｈ25.5.20～Ｈ29.5.19 

委   員 澤 ⏣ 美 彦 Ｈ28.5.20 Ｈ28.5.20～Ｈ32.5.19 

教 育 長 佐 々 木  健 Ｈ26.5.20 Ｈ26.5.20～Ｈ30.5.19 

  

㸦㸰㸧教育委員会会議ࡢ開催状況㸦ᖹ成 28ᖺ 4月 1日～ᖹ成 29ᖺ 3月 31日㸧 

会 議 開催日 議案件数 報告件数 そࡢ他 

ᖹ成 28ᖺ 第 㸴 回 H28. 4. 7 㸰 㸱 㸮 

第 㸵 回 H28. 4.27 㸯 㸯 㸮 

第 㸶 回 H28. 5.12 㸰 㸯 㸮 

第 㸷 回 H28. 5.20 㸯 㸯 㸯 

第 10 回 H28. 6. 6 㸱 㸮 㸮 

第 11回 H28. 7.15 㸯 㸮 㸮 

第 12回 H28. 7.27 㸱 㸮 㸮 

第 13回 H28. 8.29 㸰 㸮 㸮 

第 14回 H28. 9.21 㸱 㸮 㸮 

第 15回 H28.10.26 㸳 㸮 㸮 

第 16回 H28.11. 7 㸰 㸰 㸮 

第 17回 H28.12.16 㸱 㸱 㸮 
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会 議 開催日 議案件数 報告件数 そࡢ他 

ᖹ成 29ᖺ 第㸯回 H29. 1.25 㸱 㸮 㸮 

第㸰回 H29. 2.16 㸱 㸮 㸮 

第㸱回 H29. 3.15 㸯 㸮 㸮 

第㸲回 H29. 3.29 㸱 㸮 㸮 

合   計 㸱㸶件 㸯㸯件 㸯件 

※そࡢ他ࠊࡣ組織会ࠋ 

 

 

 

㸦㸱㸧教育委員会審議案件 

開催日 内        容 審議結果 

H28. 4. 7 

議案第 15号 教育㈈産ࡢ取得申出ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 16号 
史跡津軽氏城跡堀越城跡整備指ᑟ委員会委員ࡢ委

嘱ࡘい࡚ 
原案可決 

H28. 4.27 議案第 17号 
弘前市いࡵࡌ防Ṇ等対策審議会委員ࡢ委嘱ࡘい

࡚ 
原案可決 

H28. 5.12 

議案第 18号 教育㈈産ࡢ取得申出ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 19号 弘前市指定文㈈ࡢ指定解除ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 5.20 議案第 20号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育費補ṇ予算案対ࡿࡍ意見申出

 い࡚ࡘ

原案可決 

H28. 6. 6 

議案第 21号 ࡦろさき教育創生市民会議委員ࡢ委嘱ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 22号 弘前市学校給食審議会委員ࡢ委嘱ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 23号 教育㈈産ࡢ取得申出ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 7.15 議案第 24号 弘前市奨学金貸与者ࡢ決定ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 7.27 

議案第 25号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育費補ṇ予算案対ࡿࡍ意見申

出ࡘい࡚ 
原案可決 

議案第 26号 弘前市社会教育委員ࡢ委嘱ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 27号 弘前市立図書館協議会委員ࡢ任命ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 8.29 

議案第 28号 
弘前市立ᑠ࣭中学校ࡢ通学区域関ࡿࡍ規則ࡢ一

部を改ṇࡿࡍ規則案 
原案可決 

議案第 29号 弘前市指定文㈈ࡢ指定解除ࡘい࡚ 原案可決 
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開催日 内        容 審議結果 

H28. 9.21 

議案第 30号 教育㈈産ࡢ取得申出ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 31号 弘前市立博物館協議会委員ࡢ任命ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 32号 弘前市文㈈審議委員ࡢ委嘱ࡘい࡚ 原案可決 

H28.10.26 

議案第 33号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育関ࡿࡍ務ࡢ管理ཬࡧ執行ࡢ

状況ࡢ点検ཬࡧ評価報告書ࡘい࡚ 
原案可決 

議案第 34号 教育㈈産ࡢ取得申出ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 35号 弘前市指定文㈈ࡢ指定ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 36号 
弘前市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員

 い࡚ࡘ委嘱ࡢ
原案可決 

議案第 37号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育費補ṇ予算案対ࡿࡍ意見申

出ࡘい࡚ 
原案可決 

H28.11. 7 

議案第 38号 指定管理者ࡢ指定ࡘい࡚ 原案可決 

議案第 39号 指定管理者ࡢ指定ࡘい࡚ 原案可決 

～いࡵࡌや虐待࡞ࡢいまち࡙くࡾを目指࡚ࡋ～ 

H28.12.16 

議案第 40号 
弘前市立郷土文学館運営委員会委員ࡢ委嘱ࡘ

い࡚ 
原案可決 

議案第 41号 
ᖹ成㸰㸷ᖺ度教育費予算案対ࡿࡍ意見申出

 い࡚ࡘ
原案可決 

議案第 42号 職員ࡢ懲戒ࡘい࡚ 原案可決 

H29. 1.25 

議案第㸯号 弘前市教育振興基金条例ࡢ一部を改ṇࡿࡍ条例案 原案可決 

議案第㸰号 
弘前市立公民館管理運営規則ࡢ一部を改ṇࡿࡍ規

則案 
原案可決 

議案第㸱号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育費補ṇ予算案対ࡿࡍ意見申出

 い࡚ࡘ
原案可決 

H29. 2.16 

議案第㸲号 県費㈇担教職員係ࡿ異動内申ࡘい࡚ 原案可決 

議案第㸳号 県費㈇担教職員ࡢ懲戒処分ࡢ内申ࡘい࡚ 原案可決 

議案第㸴号 県費㈇担教職員ࡢ懲戒処分ࡢ内申ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 3.15 議案第㸵号 教育委員会管理職員係ࡿ人異動ࡘい࡚ 原案可決 

H28. 3.29 

議案第㸶号 
弘前市立図書館管理運営規則等ࡢ一部を改ṇࡿࡍ

規則案 
原案可決 

議案第㸷号 
弘前市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員ࡢ

委嘱ࡘい࡚ 
原案可決 

議案第 10号 
ᖹ成㸰㸶ᖺ度教育費補ṇ予算案対ࡿࡍ意見申出

 い࡚ࡘ
原案可決 

    



4 

 

㸦㸲㸧教育委員会会議以外ࡢ活動状況 

ᖺ 月 活     動     内     容 

ᖹ成28ᖺ4月 あいさࡘ運動ࠊこࡤをかけ࡚見守ࡿ運動  

大成ᑠ学校㸦1人出席㸧ࠊ西ᑠ学校㸦1人出席㸧 

裾野ᑠ学校入学式㸦4人出席㸧 

ᑠ･中学校長会議㸦5人出席㸧 

東都市教育長協議会定期総会㸦1人出席㸧 

さくࡽまࡾࡘ開会式㸦2人出席㸧 

5月 市長教育委員会ࡢ情報交換会㸦2人出席㸧 

6月 教育委員会一般質問打合せ㸦5人出席㸧 

ᖹ成28ᖺ第2回市議会定例会本会議㸦延べ12人出席㸧 

学校訪問㸦高杉ᑠ学校ࠊ辰中学校ࠊフࣞンドシップ࣮ࣝムࠊこࡢࡤ教室5ࠊ

人出席㸧 

学校訪問㸦相馬ᑠ学校ࠊ相馬中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦裾野ᑠ学校ࠊ裾野中学校4ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦新和ᑠ学校ࠊ三和ᑠ学校ࠊ文京ᑠ学校4ࠊ人出席㸧 

7月 青森県市町村教育委員会連絡協議会定期総会ཬࡧ研修会㸦3人出席㸧 

旧弘前偕行社保存修理委員会㸦1人出席㸧 

自得ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

三和ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

新和ᑠ学校創立110周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

学校訪問㸦石川中学校ࠊ石川ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦大和沢ᑠ学校ࠊ千ᖺᑠ学校ࠊ朝陽ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦青柳ᑠ学校ࠊᑠ沢ᑠ学校ࠊ第四中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦百沢ᑠ学校ࠊ常盤野ᑠ中学校ࠊ岩木ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦船沢中学校ࠊ船沢ᑠ学校ࠊᑠᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦西ᑠ学校ࠊ城西ᑠ学校ࠊ第三中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦東目屋ᑠ学校ࠊ東目屋中学校ࠊ桔梗野ᑠ学校4ࠊ人出席㸧 

8月 弘前ࡡぷたまࡾࡘ㸦審査員࡚ࡋ延べ2人出席㸧 

あいさࡘ運動ࠊこࡤをかけ࡚見守ࡿ運動 

福村ᑠ学校㸦1人出席㸧ࠊ和徳ᑠ学校㸦1人出席㸧 

市長教育委員会ࡢ情報交換会㸦2人出席㸧 

ᖹ成28ᖺ第3回市議会定例会本会議㸦2人出席㸧 

教育委員会一般質問打合せ㸦5人出席㸧 

9月 ᖹ成28ᖺ第3回市議会定例会本会議㸦延べ10人出席㸧 
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ᖺ 月 活     動     内     容 

10月 青森県都市教育長協議会㸦1人出席㸧 

東都市教育長協議会㸦1人出席㸧 

総合教育会議㸦4人出席㸧 

豊⏣ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

ᑠ沢ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

第五中学校創立50周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

福村ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

学校訪問㸦福村ᑠ学校ࠊ大成ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦堀越ᑠ学校ࠊ時敏ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦三省ᑠ学校ࠊ自得ᑠ学校ࠊ新和ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦城東ᑠ学校ࠊᑠ学校3ࠊ人出席㸧 

11月 学校訪問㸦第三大成ᑠ学校ࠊ第五中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦豊⏣ᑠ学校ࠊ南中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦松原ᑠ学校ࠊ附属特別支援学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦東ᑠ学校ࠊ東中学校4ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦致遠ᑠ学校ࠊ和徳ᑠ学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦第一中学校4ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦附属ᑠ学校ࠊ附属中学校ࠊ津軽中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦第中学校5ࠊ人出席㸧 

学校訪問㸦第一養護学校ࠊ第養護学校4ࠊ人出席㸧 

裾野ᑠ学校開校࣭校舎落成記念式典㸦3人出席㸧 

千ᖺᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦2人出席㸧 

青柳ᑠ学校創立140周ᖺ記念式典㸦1人出席㸧 

ᖹ成28ᖺ第4回市議会定例会本会議㸦2人出席㸧 

教育委員会一般質問打合せ㸦4人出席㸧 

12月 ᖹ成28ᖺ第4回市議会定例会本会議㸦延べ10人出席㸧 

弘前子ࡶ議会㸦2人出席㸧 

ᖹ成28ᖺ1月 十歳ࡢ祭典㸦4人出席㸧 

2月 ᖹ成29ᖺ第1回市議会定例会本会議㸦延べ6人出席㸧 

市長教育委員会ࡢ情報交換会㸦2人出席㸧 

教育委員会一般質問打合せ㸦5人出席㸧 

3月 ᖹ成29ᖺ第1回市議会定例会本会議㸦延べ6人出席㸧 

中学校卒業式㸦延べ2人出席㸧 

ᑠ学校卒業式㸦延べ6人出席㸧 
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㸰 教育委員会ࡿࡅ࠾事務ࡢ点検及び評価 

 

 㸦㸯㸧弘前市教育振興ᇶ本計画 

 

弘前市ࡢ教育ࡀ目指す姿ࢆ実現すࠊࡣࡵࡓࡿ学校ࠊ家庭ࠊ地域ࡀ࡞共通理解

 ᖹ成㸰㸰ᖺࠋ大ษ࡛すࡀࡇࡴ組ࡾ社会全体࡛ྲྀࠊ連携・協働し相互࡛ࡶࡢ

㸯㸰᭶策定しࡓ夢実現弘前教育プランࠕ弘前市教育振興ᇶ本計画 ࠊྲྀࡣい࡚࠾ࠖ

組全࡚࠾い࡚ࡢࡇ考え方ࢆ重視しࠊ総合的ࡘ計画的ࡾྲྀ込ࡴべࡁ施策ࡘい

ᇶࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡶࡿࡵ定ࢆᇶ本方向ࡢࡘ㸲ࡵࡓࡿすࡽ明ࢆ方向性ࡢࡑࠊ࡚

本方向ࢆ具体化すࡢࡵࡓࡿ目標ࢆ掲ࠊࡆ教育ࡢ推進努࡚ࡵまいࡾましࠋࡓ 

ᖹ成㸰㸴ᖺ㸳᭶ࠊ弘前市ࠊࡀ市ࡢ新࡞ࡓ最上位計画࡛あࡿ弘前市経営計画ࢆ策定

しࠊࡅཷࢆࡇࡓ同ᖺ㸴᭶ࡢࡇࠊ弘前市経営計画ࡢ整合性ࢆ図ࠊࡵࡓࡿ計画期間

 ࠋࡓしましࡓ策定いࢆ弘前市教育振興ᇶ本計画ࡓ新ࠊ前倒ししࢆ

ࡿゆࡽあࠕࡀ一人一人ࠊࡶい࡚࡚ࡗ࡞異ࡀ方ࡁ生ࠊ考え方ࠊࡣ弘前市ࠊま࡛ࢀࡇ

可能性ࡓࡗࡶࢆ固᭷ࡢ存在࡛あࢆࠖࡇࡿ認ࡵ合いࠊ個集団ࢆ大ษしࡓ教育ࢆ

行ࡁ࡚ࡗましࡢࡑࠋࡓ人ࡽしい輝ࢆࡁ放ちࠊࡽࡀ࡞調和しࡓ社会ࢆ創ࡾ出しࠊ弘前

 ࠋࡓましࡁ育࡚࡚ࢆ芽ࡢ学びࠊᇵいࢆ教育風土ࠖࠕࡢ

弘前市教育振興ᇶ本計画࠾い࡚ࠊࡣ先人ࡓちࡀ築ࠊࡁ脈々ࡅཷ継い࡛ࡓࡁ

 ࠊࡽࡀ࡞し大ษࢆ教育ࠖࡃ輝仲間ࠊࡁ生ࡀ個ࠕ

 ࠊ㸧ࠖ教育ࡿ㸦創ࡿࡃࡘࢆ新しい自ศࡾࡼࠕ

 ࠊ㸧ࠖ教育ࡄ㸦繋ࡄ࡞ࡘࢆࡽࢀࡇし࡚ࡑࠊ今ま࡛ࢀࡇࠕ

 㸧ࠖ教育ࡄ㸦紡ࡄࡴࡘࢆ心心ࠕ

 ࠋますࡾまい࡛ࢇ組ࡾ目指し࡚ྲྀࢆ

 

 



㸦２㸧施策の体系

䚷施策䠏䚷地域䛻根䛦䛧た文化遺産の保存䛸伝承

施策の基本方向䊣
䚷施策䠍䚷文化財の保存䛸管理

目標䠍
䚷文化財の保存䛸整備

䚷施策䠎䚷文化財の整備の推進

施策の基本方向䊢
䚷施策䠍䚷生涯学習推進体制の充実

目標䠍
䚷生涯学習の基盤整備䛸充実

学䜃合い支え合う生涯学
習活動の推進

目標䠎
䚷文化財の公開活用䛸伝承

䚷施策䠎䚷文化財を活用䛧た学習等の充実

郷土弘前を愛䛧䚸自然や
歴史・文化財を守䜛心の
醸成

䚷施策䠍䚷文化財情報の公開・発信の充実

䚷施策䠎䚷就学等の支援

目標䠎
䚷学習機会の充実䛸コミュニティ
䚷䛵䛟䜚の推進 䚷施策䠎䚷市民の自主的䛺学習活動の支援䛸協働䛻

            䜘䜛コミュニティ䛵䛟䜚

䚷施策䠎䚷社会教育施設等の整備䛸効果的䛺運営

䚷施策䠍䚷生涯学習社会を目指す多様䛺学習機会の
            創出䛸提供

目標䠎
䚷教員の資質の向上

学䜃䛸育ちの環境の充実

䚷施策䠎䚷教育課題の解決を目指す研究活動の推進

䚷施策䠍䚷学習意欲を引䛝出す学䜃の環境の確保

目標䠍
䚷連携・協働䛻䜘䜛学䜃の保障

䚷施策䠎䚷共生社会䛻向䛡た教育基盤の確立

施策の基本方向䊡
䚷施策䠍䚷指導力を高䜑䚸自己目標を実現す䜛教員の育成

䚷施策䠍䚷学校・家庭・地域䛜共䛻支え䜛環境䛵䛟䜚

目標䠏
䚷良好䛺教育環境の確保

弘前市䛜目指す教育
䚷䛂䜘䜚新䛧い自分を䛴䛟䜛䠄創䜛䠅䛃教育
䚷䛂こ䜜ま䛷䛸今䚸そ䛧䛶こ䜜䛛䜙を䛴䛺䛠䠄繋䛠䠅䛃教育
䚷䛂心䛸心を䛴䜐䛠䠄紡䛠䠅䛃教育

䚷施策䠍䚷豊䛛䛺心を育成す䜛教育活動の充実

䚷施策䠍䚷生䛝䜛力を育䜐地域活動の支援
目標䠏
䚷夢を抱䛝未来を䜂䜙䛟青少年の
䚷育成

䚷施策䠎䚷豊䛛䛺情操䛸夢を育䜐事業の展開

社会を生䛝抜䛝䚸未来を
䛴䛟䜛弘前䛳子の育成

目標䠎
䚷確䛛䛺学力の定着䛸向上

䚷施策䠎䚷学力の向上䛻向䛡た取組の推進

䚷施策䠏䚷時代䛻対応す䜛教育の推進

目標䠍
䚷豊䛛䛺心䛸健や䛛䛺体の育成

䚷施策䠎䚷健や䛛䛺体を育成す䜛教育活動の充実

施策の基本方向䊠
䚷施策䠍䚷䜘䛟わ䛛䜛授業䛵䛟䜚の推進

  ７



䠄䠏䠅各施策の点検及び評価

䚾基本方向シート䚿

ୖ昇

ྲྀ得ᖺᗘ H25 H26 H27 H28

全国学力䞉学習状況調査䜰ン䜿䞊䝖䛷䛾䛂䠍
䛭う思う䛃䛂䠎䚷䛹䛱䜙䛛䛸言え䜀䛭う思う䛃䛾合
計割合

䐟学校䛻行䛟䛾䛿楽䛧䛔䛸思䛔䜎䛩䛛䚹

䐠㞴䛧䛔䛣䛸䛷䜒失敗䜢恐䜜䛺䛔䛷挑戦䛧
䛶䛔䜎䛩䛛䚹

䐡自ศ䛻䛿䜘䛔䛸䛣䜝䛜䛒䜛䛸思䛔䜎䛩䛛䚹

䐟
ᑠ

83.2%

中
78.1%

䐠
ᑠ

75.5%

中
63.9%

䐡
ᑠ

72.5%

中
69.1%

䐟
ᑠ

82.8%

中
78.9%

䐠
ᑠ

76.9%

中
67.1%

䐡
ᑠ

74.7%

中
64.5%

䐟
ᑠ

86.6%

中
81.0%

䐠
ᑠ

79.1%

中
66.8%

䐡
ᑠ

75.7%

中
63.3%

䐟
ᑠ

82.7%

中
79.4%

䐠
ᑠ

75.7%

中
70.2%

䐡
ᑠ

75.5%

中
68.2%

施策䛾ᇶᮏ方向䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成

䚷弘前ᕷ䛾子䛹䜒䛯䛱䛜個性豊䛛䛻䚸自立䛧䛶社会䛷生䛝䜛䛯䜑䛾力䛾源䛸䛺䜛豊䛛䛺心䛸健や
䛛䛺体䜢育成䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᇶ礎的䞉ᇶᮏ的䛺知識䞉ᢏ能䛾習得䛸䛭䜜䜙䜢活用䛩䜛䛯䜑䛻必要䛺
思考力䞉ุ断力䞉表現力䞉䝁䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン能力ཬ䜃主体的䛻学習䛩䜛意欲や望䜎䛧䛔学習習
័䛾育成䜢図䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸確䛛䛺学力䛾ᐃ着䛸向ୖ䜢目指䛧䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸国㝿や情報䛾進展䛸䛔䛳䛯大䛝䛺社会変䛻ᑐ応䛷䛝䜛人ᮦ䛾育成䚸地域全体䛷
子䛹䜒䜢育䛶䜛組䜏䛵䛟䜚䚸豊䛛䛺情操䜢育䜐䛯䜑䛾業䛾展開䜢図䜚䜎䛩䚹

指䚷䚷䚷䚷標

指標䛾動向

ᇶ準値 㻴㻞㻢ᖺᗘ 㻴㻞㻣ᖺᗘ 㻴㻞㻤ᖺᗘ 㻴㻞㻥ᖺᗘ 方向性
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

目標値䛿㻥㻤㻚㻜％䛸設ᐃ䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸全国ᖹ均䜘䜚ᑠ学校㻝㻚㻝䝫䜲ン䝖䚸中学校㻝㻚㻞
䝫䜲ン䝖ୖ回䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹
䠄䠤㻞㻤全国䠖ᑠ学校䠒ᖺ生㻥㻢㻚㻢％䚷中学校䠏ᖺ生㻥㻟㻚㻢％䠅

H26 H27 H28H25

評
䚷
価

H28

成
果

䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮䛻䛿䚸ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛Ⓩ校生䛾約㻟㻜％䛜通室䛧䚸䛭䛾う䛱約㻢㻜％䛜再Ⓩ校䠄部
ศⓏ校䜢含䜐䠅䛻⮳䜚䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸高校進学䜢含䜑䜛䛸䚸約㻣㻜％䛜㞟団生活䜈䛸復ᖐ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹䛣䜜
䛿୍人୍人䛻寄䜚添䛳䛯教育相談䞉支援体ไ䛾充実䛾成果䛷䛒䜛䛸思わ䜜䜎䛩䚹

課
㢟

Ⓩ校䛻⮳䜛背ᬒや原因䛜多様且䛴複雑䛩䜛中䛷䚸ᑐ応䛩䜛教育指ᑟ員䛾㈇担䛜大䛝䛟䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹教
育指ᑟ員や担当䛩䜛指ᑟ主䛾人員増や時間的䛺㈇担軽減䛜課㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
通室生数䛿大幅䛻増え䛶䛔䜎䛩䛜䚸Ⓩ校児童生徒数䜒増え䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙通室率䛿微減䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
Ⓩ校䛾状態䛛䜙学校䛻復ᖐ䛩䜛自立支援䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸Ⓩ校䜢出䛥䛺䛔学校䛵䛟䜚䜢目指䛧䛶䛔䛛䛺䛡䜜䜀
䛺䜚䜎䛫䜣䚹

H29


中
評
価

現在䚸䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮䛷䛿䚸教育指ᑟ員䛻䜘䜛Ⓩ校児童生徒䜈䛾通室䛻䜘䜛適応指ᑟ䜢行䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䛭䛾ෆ容䛿教育相談䞉教科䛾学習䞉創作活動䞉調理実習䞉社会見学等䜢行䛳䛶䛚䜚䚸児童生徒䛾実態や課㢟䜢
最大限䛻考慮䛧䛶ᰂ軟䛻ᑐ応䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛭䛾䛯䜑䚸個ู指ᑟ䜢ᇶᮏ䛸䛧䛯支援䛩䜛教育指ᑟ員䛾㈇担䛿大䛝
䛟䚸ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ䛛䜙䛿教育指ᑟ員䜢㻝ྡ増員䛧䚸通室生୍人୍人䛻寄䜚添䛳䛯支援䜢⥅⥆䛧䛶䛔䜎䛩䚹
Ⓩ校䜢出䛥䛺䛔学校䛵䛟䜚䛻䛴䛔䛶䛿䚸国䛛䜙┴䜢通䛨䛶委ク䛥䜜䛶䛔䜛䛂魅力䛒䜛学校䛵䛟䜚調査研究業䛃
䜢ᕷෆ全部䛾学校䛻展開䛧䚸調査研究䛧䛶䛔䜛䛸䛣䜝䛷䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

Ⓩ校児童生徒数䛿┴や全国䛾調査䛸ྠ䛨䜘う䛻増ຍ傾向䛻䛒䜚䜎䛩䛜䚸Ⓩ校䛾子䛹䜒䛯䛱䛜人䛸䛾㛵わ䜚
䜢通䛧䛶少䛧䛪䛴元気䛸自信䜢ྲྀ䜚戻䛩場ᡤ䛸䛧䛶䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮䠄適応指ᑟ教室䠅䜈䛾通室率䛿ᖺ々高
䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸全国学力䞉学習状況調査䛻䛚䛡䜛䛂䛔䛨䜑䛿䛹䜣䛺䛣䛸䛜䛒䛳䛶䜒䛔䛡䛺䛔䛸思う䛃䛸回答䛧
䛯弘前ᕷ䛾子䛹䜒䛯䛱䛾意識䛿高䛔状態䜢維持䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸全国的䛻䛿䛔䛨䜑䛻䜘䜚子䛹䜒䛯䛱䛜命䜢⤯䛴
䛺䛹深刻䛺社会現象䛻䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹㔜要性䛜高䜎䛳䛶䛔䜛䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮䜢Ⓩ校ᑐ策䛾ཷ䛡皿䛸䛧䛶
十ศ䛻活用䛩䜛䛣䛸䛸䚸䛔䛨䜑や虐待䛾䛺䛔䜂䛸䛵䛟䜚䜢推進䛩䜛䛯䜑䛻学校䞉家庭䞉地域䛜୍体䛸䛺䜚䚸幼䞉ᑠ䞉
中䛾連携䜢図䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䛂䛭う思う䛃䛂䛹䛱䜙䛛䛸䛔え䜀䛭う
思う䛃䛾割合

通室䛻䛴䛺䛢䛯児童生徒÷
Ⓩ校児童生徒×㻝㻜㻜

通室生䛜増え䛯䜒䛾䛾䚸Ⓩ校児童生徒数䜒増え䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸通室率䛿前ᖺ
ᗘ䛻比䜉微減䛸䛺䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹
䠄通室生㻛Ⓩ校児童生徒䚷䠤㻞㻢䠖㻟㻜㻛㻝㻟㻜人䚷䚷䠤㻞㻣䠖㻠㻠㻛㻝㻟㻤人䚷䠤㻞㻤䠖㻠㻝㻛㻝㻡㻡人䠅

指
䚷
標

ྡ
称

全国学力䞉学習状況調査䛻䛚䛡
䜛䛂䛔䛨䜑䛿䛹䜣䛺理⏤䛜䛒䛳䛶
䜒䛔䛡䛺䛔䛣䛸䛰䛸思䛔䜎䛩䛛䛃
䛾割合

-

ᑠ学校
95.7%

中学校
94.5%

ᑠ学校
97.2%

中学校
93.0%

ᑠ学校
㻥㻤㻚㻟％

中学校
㻥㻠㻚㻡％

ᑠ学校
㻥㻣㻚㻣％

中学校
 㻥㻠㻚㻤％

指
䚷
標

目標値

ᑠ学校
98.0%

中学校
98.0%

-

33.3%

H24 H25 H26 H27 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

教育相談䛻䜘䜚Ⓩ校児童生徒
䛾う䛱䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮䠄適
応指ᑟ教室䠅通室䛻䛴䛺䛢䛯割
合

19.7% 26.2% 23.1% 31.9%

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

26.5%

施䚷策 1 豊䛛䛺心䜢育成䛩䜛教育活動䛾充実

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷幼児期䛛䜙䛾豊䛛䛺情操や規範意識䚸命䜢大ษ䛻䛩䜛心䚸䛥䜙䛻自ศ䛾大ษ䛥䛸䛸䜒䛻䛾人䛾大ษ䛥䜢ㄆ䜑䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䜛心䛸態ᗘ䜢育䜏䚸望䜎䛧䛔人間㛵ಀ䜢育成䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸子䛹䜒୍人୍人䛜主体的䛻ุ断䛧䛶行動䛧䚸積極的䛻自
己䛾良䛥䜢伸䜀䛧䛶䛔䛡䜛䜘う䛻䛧䜎䛩䚹䛭䛾䛯䜑䛻䚸子䛹䜒䛾居場ᡤ䜢保㞀䛧䚸信頼㛵ಀ䜢ᇶ┙䛸䛧䛯生徒指ᑟ䜢展開
䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸୍人୍人䛻寄䜚添䛳䛯学校ෆ外䛾教育相談体ไ䛾充実䜢図䜚䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 1 豊䛛䛺心䛸健や䛛䛺体䛾育成
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

弘前ᕷ教育䝣䜵䝇䝔䜱
䝞䝹業

子䛹䜒䛯䛱䛜学校䛷学䜣䛰成
果䚸特色䛒䜛活動䚸学校自៏
䛺䛹䜢子䛹䜒䛯䛱䛜主体䛸
䛺䛳䛶作成䛧䛯䝟䝛䝹展示䛾
䜋䛛学習成果䛾Ⓨ表

○ᕷෆᑠ䞉中学校等䛾䝟䝛
䝹展示㻡㻢校
○広報⣬紹㻡㻣校
○䜻䝱䝷䜽䝍䞊紹㻝㻤体
○䝇䝔䞊䝆Ⓨ表㻠校
䞉堀越ᑠ学校吹奏楽部
䞉岩木ᑠ学校吹奏楽団
䞉朝陽ᑠ学校୕味線䜽䝷䝤
䞉第中学校保健委員会

䚷ᬑ段目䛻䛩䜛機会䛜少䛺䛔
子䛹䜒㐩䛾教育活動䛾Ⓨ表
䛿䚸来場䛧䛯ᕷ民䛻䛿䛸䛶䜒
好評䛷䛒䛳䛯䚹
䚷䜎䛯䚸会場䜢教育䝉ン䝍䞊
䛛䜙䝠䝻䝻䛻移䛧䚸開催期間䜒
㻝᪥䛛䜙㻠᪥間䛻延長䛧䛯䛾
䛷䚸䜘䜚多䛟䛾ᕷ民䜈学校䛾
活動や教育委員会䛾ྲྀ組䜢
紹䛩䜛機会䛸䛺䛳䛯䚹

500

䚾教育ᨻ策課䚿

弘前⚾立幼稚園連合
会研修業費補ຓ金 弘前⚾立幼稚園連合会䛜実

施䛩䜛研修業䛻要䛩䜛経
費䛻ᑐ䛧補ຓ

○弘前⚾立幼稚園連合会研
䚷修業費補ຓ金䛾交付
䚷交付ඛ䠖弘前⚾立幼稚園連
䚷䚷䚷䚷䚷䚷合会

䚷様々䛺䜹䝔䝂䝸䞊䛾研修䜢
企⏬䛧䛶教員䛾資質向ୖ䛜
図䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹中央講師䜢
招聘䛧䚸視㔝䜢広䛢䚸䜘䜚充
実䛧䛯研究活動䜢行う䛣䛸䛜
䛷䛝䛶䛔䜎䛩䚹

300

䚾学校指ᑟ課䚿

䛂子䛹䜒䛾笑㢦䜢広䛢䜛
弘前ᕷ民条例䛃啓Ⓨ
業

䚷䛂子䛹䜒䛾笑㢦䜢広䛢䜛弘
前ᕷ民条例～䛔䛨䜑や虐待
䛾䛺䛔䜎䛱䛵䛟䜚䜢目指䛧䛶
～䛃䜢啓Ⓨ䛩䜛䛯䜑䚸䛒䛔䛥
䛴㐠動䜢実施䛩䜛䜋䛛䚸
䝣䜷䞊䝷䝮䜢開催

○䛒䛔䛥䛴㐠動䛾実施
  䞉実施時期䞉回数䠖㻠䞉㻤䞉㻝᭶
䠏回
䚷䞉実施場ᡤ䠖各ᑠ䞉中学校門
前䞉通学路等
䚷䞉参ຍ者䠖約㻠㻘㻜㻜㻜人
○弘前ᕷ教育䝣䜵䝇䝔䜱䝞䝹
業䛻参ຍ

  学校中心䚸学校㛵ಀ者中
心䛾活動䛸䛺䜚䚸䛔䛨䜑や虐
待䜢起䛣䛥䛫䛺䛔街䛵䛟䜚䛾
ᕷ民㐠動䛸䛺䛳䛶䛔䛺䛔現状
䛜䛒䜚䜎䛩䚹
 䛔䛨䜑や虐待䜢起䛣䛥䛫䛺䛔
街䛵䛟䜚䛸䛺䜛䜘う䛻䚸学校中
心䚸学校㛵ಀ者中心䛾活動
䛻留䜎䜛䛣䛸䛺䛟䚸広䛔ᕷ民㐠
動䛸䛺䜛䜘う䚸ḟ期計⏬䛻䛚
䛔䛶䜒活動䛾䛒䜚方䜢検討
䛧䚸業䜢進䜑䛶䛔䛟必要䛜
䛒䜚䜎䛩䚹

874

䚾学校指ᑟ課䚿

䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮
䚷ᕷෆᑠ䞉中学校䛻在籍䛧䚸
㞟団生活䛻困㞴䜢感䛨䛶䛔
䜛䚸又䛿Ⓩ校傾向䛻䛒䜛児
童生徒䛻䛴䛔䛶䚸㞟団生活
䜈䛾復ᖐ䛻向䛡䛯支援䜢行う
ྲྀ組䜢実施

○教育指ᑟ員䛻䜘䜛Ⓩ校
傾向䛾児童生徒䛻ᑐ䛧䛶䚸
通室䛻䜘䜛㞟団生活䜈䛾適
応指ᑟ
○教育相談䞉教科䛾学習䞉創
作活動䞉調理実習䞉社会見学
䛾実施
䚽Ⓩ校䛻㛵䛩䜛例研修
会
䚽ᑠ䞉中学校Ⓩ校䛾約
㻞㻡％䛜通室

䚷ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛
Ⓩ校生䛾約㻟㻜％䛜通室䛧䚸
䛭䛾う䛱約㻢㻜％䛜再Ⓩ校䠄部
ศⓏ校䜢含䜐䠅䛻⮳䛳䛶䛔䜎
䛩䚹䜎䛯䚸高校進学䜢含䜑䜛
䛸䚸約㻣㻜％䛜㞟団生活䜈䛸復
ᖐ䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷通室生数䛜ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ௨
降増ຍ䛧䛶䛔䜛䛯䜑䚸ᖹ成㻞㻥
ᖺᗘ䛛䜙教育指ᑟ員䜢㻝ྡ増
員䛧䚸通室生୍人୍人䛻寄䜚
添䛳䛯支援䜢⥅⥆䛧䛶䛔䜎
䛩䚹

14,262

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

心䛾教室相談員配置業 䚷生徒䛾ᝎ䜏相談䞉ヰ䛧相手䛸䛺䜛䜋䛛䚸地域ཬ䜃䝣䝺ン䝗
䝅䝑䝥䝹䞊䝮䛸学校䛾連携䜢ಁ進䛩䜛䛂心䛾教室相談員䛃䜢
全ᕷ立中学校䛻配置

8,244

䚾学校指ᑟ課䚿

䛂子䛹䜒ᝎ䜏相談䛃業
䚷䛔䛨䜑やⓏ校䚸学習䛻㛵䛩䜛䛣䛸や人間㛵ಀ䛺䛹䛻䛴
䛔䛶ᝎ䜐児童生徒䛻ᑐ䛧䛶健全䛺成長䛸問㢟䛾᪩期解決
䜢図䜛䛯䜑䛻䚸電ヰ䛷䛾相談窓ཱྀ䜢開設䚹䜎䛯䚸䛂䛣䛹䜒ᝎ
䜏相談電ヰ䛃䛻䛴䛔䛶䛾䜹䞊䝗や䝫䝇䝍䞊䜢作成䛧䚸児童生
徒や保護者䛻周知䜢図䜛ྲྀ組䜢実施

100

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

合宿䛻䜘䜛Ⓩ校䞉問㢟行動等改善䝥䝻䜾䝷䝮業 䚷䝣䝺ン䝗䝅䝑䝥䝹䞊䝮通学生等䛜䚸岩木青少ᖺ䝇䝫䞊䝒䝉
ン䝍䞊䛻合宿䛧䛺䛜䜙䚸規則的䛺生活䜢㏦䜛䝥䝻䜾䝷䝮䜢実
施

294

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

生徒指ᑟ支援業 䚷ᑠ䞉中学校䛾生徒指ᑟ面䛻㛵わ䜛諸問㢟䛾᪩期解決䜢目
指䛧䛶䚸教員経験者や䜹䜴ン䝉䝷䞊䛾資᱁等䜢᭷䛩䜛人ᮦ
䜢㞠用䛧䚸学校䛷䛾教育活動全般䜢支援䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝛䝑
䝖䝟䝖䝻䞊䝹䜢実施

1,442

䚾学校指ᑟ課䚿

情報䝰䝷䝹等啓Ⓨ業 䚷䝛䝑䝖䜢䛧䛯䝖䝷䝤䝹䛾ᮍ然防Ṇや᪩期Ⓨ見䞉ᑐ応䜢図
䜛䛯䜑䚸䝛䝑䝖䝟䝖䝻䞊䝹䜢実施䛩䜛䜋䛛䚸担当者会議䜢開
催

128

䚾学校指ᑟ課䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

弘前地༊ᑠ学校生徒指ᑟ連絡༠議会補ຓ金䚸弘
前地༊中学校生徒指ᑟ連絡༠議会補ຓ金 䚷ᑠ䞉中学校教員䛾生徒指ᑟ研究ཬ䜃充実䛾䛯䜑䛾組⧊

活動䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ
100

䚾学校指ᑟ課䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

目標値䜢㻡㻜㻚㻜％䛸䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸目標値䜘䜚㻞㻣㻚㻤䝫䜲ン䝖ୗ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

H26 H27 H28H24

評
䚷
価

H28

成
果

䚷当ヱ施策䛷実施䛧䛶䛔䜛健康教育や㐠動䛻ಀ䜛ྲྀ䜚組䜏䛿䚸成果䜢᪩急䛻求䜑䜛䛣䛸䛿困㞴䛷䛒䜚䚸⥅⥆的
䛻実施䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚成果䛜現䜜䜛䜒䛾䛸考え䜎䛩䚹
䚷䛭䛾中䛷䚸児童生徒䛾朝食摂ྲྀ率䛿䚸ᑠ学校䛷䛿ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛻ⱝᖸ減少䛧䜎䛧䛯䛜䚸過去䛾状況䜢踏䜎え䜛
䛸ᖺ々ୖ昇傾向䛻䛒䜚䜎䛩䚹䛣䛾䜘う䛻䚸栄養教諭等䛻䜘䜛食䛻㛵䛩䜛指ᑟや食育䛺䛹䚸⥅⥆的䛺ྲྀ䜚組䜏䛾成
果䛜着実䛻現䜜䛶䛔䛝䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷䝇䝫䞊䝒䝔䝇䝖䛾学ᖺ男女ู䛾ᖹ均値䛜全国ᖹ均䜢ୖ回䜛割合䛜పୗ傾向䛻䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ᑠ学校䛷䛿䚸㐠動䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䜛子䛹䜒䛾グ録䛻伸䜃䛜䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸授業䛾工ኵや環境䛾整備等䛻䜘䜚䚸
㐠動䛩䜛場や機会䛜少䛺䛔子䛹䜒䛯䛱䛜㐠動䛻ྲྀ䜚組䜑䜛䜘う䛻䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷中学校䛷䛿䚸男女䛾持久力䛾పୗ䛜課㢟䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸䛭䛾背ᬒ䛸䛧䛶䚸生活習័䛾乱䜜䚸心䛾健康問㢟等䚸
䛥䜎䛦䜎䛺要因䛜考え䜙䜜䜎䛩䚹䛭䛾䛯䜑䚸健康教育や食育等䜢含䜑䛶総合的䛻体力䞉㐠動能力向ୖ䛻ಀ䜛ྲྀ
䜚組䜏䜢実施䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷現在䚸当ヱ施策䛻紐䛵䛟計⏬業䛿全䛶着手䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸計⏬業䛷䛒䜛健康教育推進業䛷䛿䚸ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛻作成䛧䛯各校䛾健康教育䝁䜰䜹䝸䜻ュ䝷䝮䠄学校
保健計⏬䠅䛾実施䛜䚸ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ䛛䜙全ᑠ䞉中学校䛷開始䛧䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷肥満傾向児出現率䛜全国䛸比較䛧䛶高䛟䚸㐠動䜢䛧䛺䛔児童生徒䛾割合䜒ᑠ学校䛷䛿୍᪦ప䛟䛺䜛䜒䛾䛾䚸
中学校䛛䜙ḟ第䛻高䛟䛺䛳䛶䛔䛝䜎䛩䚹生涯䜢通䛨䛶健康䜢維持䛩䜛䛯䜑䛻䛿䚸䛥䜎䛦䜎生活習័䛜影響䛩䜛䛣
䛸䛛䜙䚸子䛹䜒䛾頃䛛䜙健康䛻㛵䛩䜛ṇ䛧䛔知識䜢身䛻付䛡䜛䛸䛸䜒䛻䚸身䛻付䛡䛯知識䜢᪥常生活䛷実践䛷䛝
䜛䜘う䛻䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䝇䝫䞊䝒䝔䝇䝖䛾調査㞟計䝕䞊
䝍䛛䜙䚸ᑠ学校㻝ᖺ生～㻢学ᖺ男
女䛾㻝㻞䜾䝹䞊䝥䚸中学校䠍ᖺ生
～䠏学ᖺ男女䛾䠒䜾䝹䞊䝥合計
㻝㻤䜾䝹䞊䝥䛾ෆ全国ᖹ均䜢ୖ
回䜛䜾䝹䞊䝥䛾割合䠄%䠅

䛂全国学力䞉学習状況調査䜰ン
䜿䞊䝖䛃䛷䛾朝食摂ྲྀ率

目標値䜢ᑠ学生䛿㻥㻡㻚㻜％䚸中学生䛿㻥㻟㻚㻜％䛸䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸目標値䜘䜚ᑠ学生䛿
㻝㻚㻡䝫䜲ン䝖䚸中学生䛿㻜㻚㻥䝫䜲ン䝖ୖ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

ྡ
称

䝇䝫䞊䝒䝔䝇䝖䛾学ᖺ男女ู䛾
ᖹ均値䛜全国ᖹ均䜢ୖ回䜛割
合

72.2% 38.8% 33.3% 22.2% 22.2%

指
䚷
標

目標値

50.0%

H22

ᑠ学校
95.0%

中学校
93.0%

H22 H24 H26 H27 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

児童生徒䛾朝食摂ྲྀ率

ᑠ学校
92.5%

中学校
84.1%

ᑠ学校
91.3%

中学校
86.5%

ᑠ学校
96.5%

中学校
92.4%

ᑠ学校
97.2%

中学校
93.4%

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

ᑠ学校
96.5%

中学校
93.9%

施䚷策 2 健や䛛䛺体䜢育成䛩䜛教育活動䛾充実

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷子䛹䜒䛯䛱䛾食生活䛾乱䜜や生活習័病䛾పᖺ齢等䛜見䜙䜜䜛䛣䛸䛛䜙䚸食䛻ᑐ䛩䜛ṇ䛧䛔知識䛸望䜎䛧䛔食習័
䜢指ᑟ䛧䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸児童生徒䛻䜘䜛飲酒䞉喫煙䞉薬物乱用䛜問㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜛䜋䛛䚸性䛻㛵䛩䜛情報䛾氾濫䛻䜘䜛影響䛜༴惧䛥䜜䜛䛣
䛸䛛䜙䚸健康教育講ᗙ䜢実施䛧䚸ṇ䛧䛔知識䜢習得䛥䛫䜎䛩䚹
䚷䛥䜙䛻䚸生涯䛻わ䛯䛳䛶㐠動䛻親䛧䜐䛸䛸䜒䛻䚸健康䛷活力䛒䜛生活䜢㏦䜛䛯䜑䛻䚸学校䚸家庭䚸地域等䛸連携䛧䛯ྲྀ組
䜢推進䛧䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 1 豊䛛䛺心䛸健や䛛䛺体䛾育成
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

地域䝇䝫䞊䝒䜰䝅䝇䝍ン
䝖業 䚷ᑠ䞉中学校䛾㐠動部活動䛻

ᑐ䛩䜛外部指ᑟ者䛾派遣

○ᑠ䞉中学校㐠動部活動䜈
䚷外部指ᑟ者䛾派遣䚹䚷䠎㻜人
䚷䠏䠌回
○感ᰁ症予防䛾䛯䜑䚸外部
䚷指ᑟ者䛻ᑐ䛧Ｘ線検査䛾
䚷実施䚹
○外部指ᑟ者䛾資質向ୖ䛾
䚷䛯䜑研修会䛾開催䚹
䚷䠍回䠋ᖺ

䚷校長䛛䜙推薦䛥䜜䛯指ᑟ力
䛻優䜜䛯外部指ᑟ者䜢派遣
䛧䛶䛚䜚䚸派遣人数䜢大幅䛻
増や䛩䛣䛸䛿䚸指ᑟ䛾質䛾ప
ୗ䜢䜎䛽䛟恐䜜䛜䛒䜚䜎䛩䚹
現在䛾指ᑟ䛾質䜢維持䛩䜛
䛯䜑䛻䜒䚸現在䛾規模䛾実施
䛜必要䛷䛩䚹

918

䚾学校指ᑟ課䚿

ᑠ学校䝇䝫䞊䝒䝔䝇䝖調
査研究䚸中学校䝇䝫䞊
䝒䝔䝇䝖調査研究䠄新体
力䝔䝇䝖䛾㞟計䞉ศ析䞉
活用䠅

䚷学校体育䛾指ᑟ資料䛸䛩䜛
䛯䜑䚸ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛䝇
䝫䞊䝒䝔䝇䝖䛾㞟計調査研究
委ク䜢実施

○ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛䝇䝫䞊
䚷䝒䝔䝇䝖䛾㞟計䚸ศ析䜢䛭
䚷䜜䛮䜜委ク䚹
○ୖグ結果䜢ᇶ䛻䚸指ᑟ参
䚷考資料䛾作成䚹
○䛂学校保健䞉体育資料䛃䜈
䚷䛾掲載䛻䜘䜚䚸学校現場䛻
䚷䛚䛡䜛教育䜈䛾還元䚹

䚷経ᖺ変䛛䜙児童生徒䛾
状況䜢把握䛧䚸児童生徒䛾
Ⓨ㐩䛾段㝵䛻䛚䛡䜛䚸特ᚩ
䛻配慮䛧䛯指ᑟཬ䜃啓Ⓨ活
動䛾必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

111

䚾学校指ᑟ課䚿

䜰䝺䝹䜼䞊ᑐ応食ᥦ供
業 䚷食物䜰䝺䝹䜼䞊䛾䛒䜛児童

生徒䛻䜰䝺䝹䜼䞊䛻応䛨䛯௦
替食䜢ᥦ供

○ᑐ応者数䠖㻝㻞㻜ྡ
○ᑐ応䜰䝺䝹䝀ン䠖㻞㻞種類
○ᑐ応食ᥦ供食数䠖㻟㻘㻣㻣㻞食

䚷食物䜰䝺䝹䜼䞊䜢持䛴児童
生徒䛻ᑐ䛧学校給食䛻䛚䛔
䛶ᑐ応食䜢ᥦ供䛧䜎䛩䚹䜎
䛯䚸教員等䛻ᑐ䛧䚸食物䜰䝺
䝹䜼䞊䛻ᑐ䛧䛶䛾ṇ䛧䛔知識
䛸緊急時䛾迅㏿䛺ᑐ応䛻䛴
䛔䛶䛾研修会䜢開催䛧䛶䛚
䜚䚸必要性䛜高䛔䜒䛾䛸䛺䛳
䛶䛚䜚䜎䛩䚹

4,824

䚾学務健康課䚿

健康教育推進業

䚷ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻་師や薬
剤師䛺䛹䛾専門家䜢派遣䛧䚸
ᑠ学校高学ᖺ䛻ᑐ䛧䛶䛿䚸
飲酒䞉喫煙防Ṇ䚸中学校䠎ᖺ
生䛻ᑐ䛧䛶䛿性䛻㛵䛩䜛講
ᗙ䜢䚸䠄୍社䠅弘前ᕷ་師会
䛻業務委ク䛧䛶実施
䚷食生活改善推進員会や㛵
ಀ団体䛸䛸䜒䛻䚸国や┴䛜ᐃ
䜑䜛食育᭶間䛷䛒䜛䠒᭶䛸䠍䠍
᭶䛻開催䛥䜜䜛䛂食育䝣䜵䝇
䝔䜱䝞䝹䛃䛻参ຍ

䛆実績䛇
○健康教育指ᑟ者養成講ᗙ
䞉実施時期䞉回数䠖㻤᭶䞉㻥᭶䞉㻝
᭶䚷㻠回䠄䐟～䐢䠅
○健康教育講ᗙ䠄全ᑠ䞉中学
校䛷実施䠅
䞉開催時期䞉回数䠖㻠᭶～㻟᭶
㻡㻝回䚷参ຍ者䠖㻟㻘㻞㻟㻣人
䞉講師養成研修会䠖㻤᭶䚷㻝回
参ຍ者䠖㻟㻜人
○食育䝣䜵䝇䝔䜱䝞䝹䠄䝠䝻䝻
䛻䛚䛔䛶開催䠅
䞉開催時期䞉回数䠖㻢᭶ཬ䜃㻝㻝
᭶䛻各㻝回䚷参ຍ者䠖合計約
㻤㻜㻜人
○実社会䛸䛾接Ⅼ䜢㔜視䛧䛯
課㢟解決型学習䝥䝻䜾䝷䝮䛻
ಀ䜛実践研究
䞉岩木ᑠ学校䛻䛚䛡䜛実践研
究
䚷健康教育䝁䜰䜹䝸䜻ュ䝷䝮䛾
開Ⓨ䚸授業実践䚸長期ఇ業
中䛾㐠動習័調査䚸啓Ⓨ活
動等

䚷飲飲酒䞉喫煙䛻䜘䜛ᝏ影響
や性䛻㛵䛩䜛知識䜢得䜛䛣䛸
䛷䚸児童生徒自身䛾健康䛻
䛴䛔䛶考え䜛䛝䛳䛛䛡䛵䛟䜚䛸
䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

1,584

䚾学務健康課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

ᑠ学校連合体育大会㐠営業費補ຓ金
䚷弘前ᕷᑠ学校体育研究会䛜主催䛩䜛ᑠ学校連合体育大
会䛻要䛩䜛経費䜢補ຓ

3,000

䚾学校指ᑟ課䚿

青森┴䚸東ཬ䜃全国中学校体育大会派遣業
費補ຓ金 䚷青森┴䚸東ཬ䜃全国中学校体育大会系派遣業䛻要

䛩䜛経費䜢補ຓ
5,052

䚾学校指ᑟ課䚿

中学校体育指ᑟ強業費補ຓ金
䚷弘前ᕷ中学校長会䛜実施䛩䜛中学校体育指ᑟ強業
䛻要䛩䜛経費䜢補ຓ

1,830

䚾学校指ᑟ課䚿

学校体育㛵ಀ各種研修会
䚷学校体育䛻䛚䛡䜛衛生管理やᏳ全指ᑟ等䚸指ᑟ力向ୖ
䛾䛯䜑䛾研修䜢実施

80

䚾学校指ᑟ課䚿

弘前地༊中学校体育大会㐠営業費補ຓ金
䚷弘前地༊中学校体育連盟䛜主催䛩䜛弘前地༊中学校体
育大会㐠営業䛻要䛩䜛経費䜢補ຓ

715

䚾学校指ᑟ課䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

学校給食賄ᮦ料地元産品利用ಁ進業
䚷納入業者䛸連携䜢図䜚䚸供給時期䚸数㔞等䛻䛴䛔䛶䚸情報
䜢交䛧䛺䛜䜙䚸学校給食䜈䛾地元産品利用䜢ಁ進

䚷㻙

䚾学務健康課䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

ᑠ学㻡ᖺ生䛂勉強䛜好䛝䛰䛃
中学㻞ᖺ生䛂勉強䛜好䛝䛰䛃

䚷┴䛾㻟ᖺ䛤䛸䛾調査結果䛸比較䛩䜛䛸䚸ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ䛾ᑠ学㻡ᖺ生䛿┴㻣㻡㻚㻣％䛸ྠ
䛨䚸中学㻞ᖺ生䛿┴㻢㻣㻚㻥％䜘䜚䜒㻡㻚㻥䝫䜲ン䝖ప䛔状況䛷䛧䛯䚹各ᖺᗘ䛾児童生徒
䛻䜘䛳䛶割合䛿ୖୗ䛧䜎䛩䛜䚸中学㻞ᖺ生䛾㻡ᖺ間䛾推移䜢見䜛䛸ややୖ昇傾向
䛻䛒䜚䚸特䛻䚸英語䛿㻝㻝䝫䜲ン䝖増ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷計⏬訪問䛻䜘䜚䚸学校教育指ᑟ䛾方針䛸㔜Ⅼ䜢全教員䛻徹底䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᯈ書計⏬䛾ᥦ出䜢求䜑䜛䛣䛸䛷䚸
䜋䜌全䛶䛾授業䛻䛚䛔䛶䜑䛒䛶䛜示䛥䜜䜛䜘う䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹諸計⏬䚸表簿䜒䚸ᖺᗘ䜢㔜䛽䜛䛤䛸䛻整䛳䛶䛝䜎䛧
䛯䚹
䚷䛂弘前式䛃䠥䠟䠰活用教育推進業䛻䜘䜚䚸㻞㻤ᖺᗘ䛻全ᑠ䞉中学校䛾ᬑ通教室㻟ศ䛾㻝䛻実物投影機ཬ䜃電子黒
ᯈ機能付䝥䝻䝆䜵䜽䝍―䛜整備䛥䜜䛯䛣䛸䛷䚸䠥䠟䠰䜢活用䛧䛯授業䛵䛟䜚䛻ྲྀ䜚組䜑䜛最ప限䛾環境䛜整䛔䜎䛧
䛯䚹

課
㢟

䚷䜘䛟わ䛛䜛授業䛵䛟䜚䛾䛯䜑䛻䛿䚸䛽䜙䛔䜢明確䛻䛧䛶児童生徒䛾課㢟意識䜢高䜑䜛䛣䛸䚸䜎䛸䜑や振䜚返䜚䛜
着実䛻行わ䜜䜛䛣䛸䛺䛹䚸㐩成䛜十ศ䛺Ⅼ䛻䛴䛔䛶䚸授業者䛻ᑐ䛧䛶䜘䜚ල体的䛺指ᑟ䞉ຓ言䜢䛩䜛必要䛜䛒
䜚䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸䛂弘前式䛃䠥䠟䠰䠏Ⅼ䝉䝑䝖䛜全䛶整備䛷䛝䜛䛯䜑䛻䛿䚸多㢠䛾経費䜢要䛩䜛䜋䛛䚸教員䛾䠥䠟䠰活用䝇䜻䝹
向ୖ䜒必須䛷䛒䜚䚸ᖺᗘྲྀ䜚組䜐効果検証䛾結果䜢踏䜎え䛺䛜䜙䚸計⏬的䛺整備䜢進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䠤㻞㻥


中
評
価

現在䚸当ヱ施策䛾計⏬業䛿全䛶着手䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹計⏬訪問䛿୍学期中䛾予ᐃ䛷䛧䛯䛜䚸学校情䛻䜘䜚㻝
校䛾䜏㻤᭶䛻実施䛧䜎䛩䚹䜎䛯䚸㻵㻯䠰活用授業䛾効果測ᐃ䞉検証䜢指ᐃ校㻠校䛷実施䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䛂ḟ世௦䛾䜂
䜝䛥䛝䠥䠟䠰活用教育䝏䝱䝺ン䝆䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛃䛷䝰䝕䝹校㻟校䛻䜘䜛䝍䝤䝺䝑䝖児童㻝人㻝ྎ環境䛷䛾授業実践䛻挑
戦䛧䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷ᮏᕷ䛷䛿䚸䠥䠟䠰䜢活用䛧䛯授業䛵䛟䜚䛻ྲྀ䜚組䜑䜛最ప限䛾環境䛜整䛔䚸䠥䠟䠰䜢活用䛧䛯授業䛵䛟䜚䛜行わ䜜
䜛䜘う䛻䛺䜚䜎䛧䛯䛜䚸᪥常的䛺活用䛜行わ䜜䜛䜘う推進䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹䜎䛯䚸䛂勉強䛜好䛝䛃䛸回答䛩䜛子
䛹䜒䛾割合䛜高䛔学校䜋䛹䚸ṇ答率䛜高䛔傾向䛜䛒䜚䚸ᑠ中䜢比較䛩䜛䛸ᑠ学校䛾䜋う䛜相㛵䛜強䛟䛺䛳䛶䛔䜛
䛣䛸䛛䜙䚸子䛹䜒䛯䛱䛾興味䞉㛵心䜢高䜑䚸子䛹䜒䛯䛱自身䛜課㢟意識䜢䜒䛳䛶学習䜢進䜑䜛授業䛵䛟䜚䛻䛴䛔䛶
指ᑟ䡡ຓ言䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䠥䠟䠰活用䛾推進䛾䛯䜑䛾䝝䞊䝗面䞉ソ䝣䝖面䛾支援䛜Ḟ䛛䛫䛺䛔状況䛻䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

ᑠ㻡䚷㻤㻜㻚㻜%
中㻞䚷㻢㻜㻚㻜%

䠤㻞㻠 䠤㻞㻡 H26 H27 H28

ᑠ㻡䚷㻢㻤㻚㻥%
中㻞䚷㻢㻜㻚㻞%

ᑠ㻡䚷㻣㻜㻚㻡%
中㻞䚷㻡㻤㻚㻝%

施䚷策 1 䜘䛟わ䛛䜛授業䛵䛟䜚䛾推進

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉子䛹䜒୍人୍人䛜学䜆意欲䜢䜒䛱䚸主体的䛻確䛛䛺学力䜢身䛻付䛡䜛䛯䜑䛻䚸計⏬訪問等䜢通䛧䛶教員䛾授業䛵䛟䜚䜈
䛾指ᑟ䞉支援䜢行䛔䚸個䛻応䛨䛯学習指ᑟ䛸望䜎䛧䛔学習㞟団䛾形成ཬ䜃学習習័䛾改善䛻ດ䜑䜎䛩䚹
䞉䠥䠟䠰䛾活用䜢視Ⅼ䛸䛧䛯授業改革䞉授業䛵䛟䜚䛜求䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸䠥䠟䠰活用䛾環境整備や教員䛾指ᑟ力向ୖ䛺
䛹䜢図䜛䛯䜑䚸ඛ行研究䛸䛧䛶䝰䝕䝹校䛾児童生徒୍人䛻䝍䝤䝺䝑䝖端ᮎ୍ྎ䛸䛔う環境䛷䛾授業䛻ྲྀ䜚組䜏䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

ᑠ学㻡ᖺ生䛸中学㻞ᖺ生䛾勉強
䛜好䛝䛺児童生徒䛾割合

ᑠ㻡䚷㻣㻝㻚㻤%
中㻞䚷㻡㻤㻚㻢%

ᑠ㻡䚷㻢㻤㻚㻠%
中㻞䚷㻡㻟㻚㻞%

ᑠ㻡䚷㻣㻡㻚㻣%
中㻞䚷㻢㻞㻚㻜%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 2 確䛛䛺学力䛾ᐃ着䛸向ୖ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

䠥䠟䠰支援員派遣業
䚷学校䛻配置䛧䛶䛔䜛䝟ソ䝁ン等䛾㻵㻯T機器䛾䝖䝷䝤䝹等䜈
䛾ᑐ応䛾䛯䜑䚸学校㻵㻯T支援員䜢派遣

1,364

䚾学務健康課䚿

䠥䠟䠰活用教育研究業
䚷学校䛻䛚䛡䜛㻵㻯T䜢活用䛧䛯教育䛻䛴䛔䛶研究䛧䚸校務䛾
情報や授業䛾改善䛻資䛩䜛䛯䜑䛻䚸ᕷ立ᑠ中学校教員
䜢䜒䛳䛶研究委員会䜢組⧊䛧䚸㻵㻯T活用教育推進䛻ಀ䜛調
査研究䚸実践資料䜢作成䛧䚸㻵㻯T活用教育例研修会䛺䛹
䜢通䛧䛶研究成果䜢紹䛩䜛䛣䛸䛷䚸教員䛾資質向ୖ䜢図
䜛ྲྀ組䜢実施

6

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

社会科副ㄞᮏ作成 䚷主䛻䚸ᑠ学校䠏䞉䠐ᖺ生䛾社会科䛷行う䛣䛸䛻䛺䛳䛶䛔䜛地
域学習䛻䛚䛔䛶活用䛩䜛副ㄞᮏ䜢作成䛧䚸ᕷෆ䛾ᑠ学校㻟
ᖺ生䛻配ᕸ

694

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

䛂弘前式䛃䠥䠟䠰活用教育
推進業～個䛸㞟団䛜
生䛝䜛授業䜢目指䛧䛶
～

䚷䝰䝕䝹校䛷䛾実践研究䜢
踏䜎え䛴䛴䚸当ᕷ䛾実情䛻
合䛳䛯環境整備や教員䛾
㻵㻯T䜢活用䛧䛯指ᑟ力䛾向ୖ
䛻向䛡ྲྀ組䜐䚹
䚷䜎䛯䚸ྲྀ組䛾効果検証䜢行
䛔䛺䛜䜙䚸ḟ期学習指ᑟ要
領䜈䛾ᑐ応䛺䛹䚸䜘䜚୍層䛾
活用䛻向䛡䛶調査䛩䜛䚹
䚷䛥䜙䛻䚸児童生徒用䝍䝤䝺䝑
䝖型端ᮎ整備䛺䛹後求䜑䜙
䜜䜛環境䛻䛴䛔䛶ඛ進自治
体䛾ྲྀ組䜢参考䛻ඛ行研究
䛩䜛䚹

䞉䝰䝕䝹校㻠校ཬ䜃常┙㔝ᑠ
中学校䛻䜘䜛活用授業実践
䞉実物投影機䛚䜘䜃電子黒
ᯈ機能付䛝䝥䝻䝆䜵䜽䝍―䜢
全䛶䛾学校䛻整備䚷㻝㻣㻥䝉䝑
䝖

䚷ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛻全䛶䛾ᕷ立
ᑠ䞉中学校䛻実物投影機䛚
䜘䜃電子黒ᯈ機能付䝥䝻
䝆䜵䜽䝍―䛜整備䛥䜜䛯䛣䛸
䛷䚸䠥䠟䠰䜢活用䛧䛯授業䛵䛟
䜚䞉授業改善䛻ྲྀ䜚組䜑䜛環
境䛜最ప限整䛔䜎䛧䛯䚹୍方
䛷䚸䛂弘前式䛃䠥䠟䠰䠏Ⅼ䝉䝑䝖
䛜全䛶整備䛷䛝䜛䛯䜑䛻䛿多
㢠䛾経費䜢要䛩䜛䜋䛛䚸教員
䛾䠥䠟䠰活用䝇䜻䝹向ୖ䜒必
須䛷䛒䜚䚸ᖺᗘྲྀ䜚組䜐効
果検証䛾結果䜢踏䜎え䛺䛜
䜙䚸計⏬的䛺整備䜢進䜑䜛必
要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

15,703

䚾学校䛵䛟䜚推進課䚿

計⏬訪問
䚷教育課程䚸学習指ᑟや生
徒指ᑟ䛺䛹学校教育指ᑟ䛻
䛴䛔䛶学校䛸連携䛧䛶୍層䛾
充実䜢図䜛䛯䜑䚸計⏬的䜎䛯
䛿必要䛻応䛨䛶ᕷ立䞉中学校
䜢訪問

○ᕷ立ᑠ䞉中学校全㻡㻝校䜈
䛾訪問
䞉教育委員会䛾方針䛸㔜Ⅼ䛾
伝㐩
䞉授業参観䛸講評
䞉学校㐠営ㄝ明䛾聴ྲྀ䛸䛭䛾
講評
䞉諸表簿䛾Ⅼ検䛸結果ㄝ明
䞉指ᑟ改善䛜必要䛺教員䜈
䛾指ᑟ
䞉指ᑟ力䛜優䜜䛶䛔䜛教員䛾
Ⓨ掘

䚷計⏬的䛻全ᑠ䞉中学校䜢訪
問䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᖺᗘ䛤䛸䛾ᕷ
教育委員会䛾学校指ᑟ䛾方
針䛸㔜Ⅼ䜢全教員䛻徹底䛩
䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹
䚷䜎䛯䚸ᯈ書計⏬䛾ᥦ出䜢求
䜑䜛䛣䛸䛷䚸䜋䜌全䛶䛾授業
䛻䛚䛔䛶䜑䛒䛶䛜示䛥䜜䜛䜘
う䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹生徒指ᑟ䛾
୕機能䜢意識䛧䛯㞟団䛵䛟
䜚䚸授業䛵䛟䜚䜒意識䛥䜜䚸Ᏻ
心䛧䛶過䛤䛫䜛学⣭経営䛜
行わ䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䚷諸計⏬䚸表簿䜒䚸ᖺᗘ䜢㔜
䛽䜛䛤䛸䛻整䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹

45

䚾学校指ᑟ課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

ᕷ通過率䛿䚸全国通過率䛸比較䛧䚸䛔䛪䜜䛾ᖺ䜒䠎%～䠏%ୖ回䛳䛶䛔䜛䚹

H26 H27 H28䠤㻞㻡

評
䚷
価

H28

成
果

䚷Ｒ䠉Ｐ䠠䠟Ａ䝃䜲䜽䝹䛷組⧊的䛻検証改善䜢図䜛䛣䛸䛷全国通過率䜢常䛻Ᏻᐃ的䛻ୖ回䜛成果䛜得䜙䜜䛶䛔䜎
䛩䚹䛂標準学力検査䛃䠄R䠅䛻䜘䜛学習䛾成果䛸課㢟䛾把握䚸知能検査䛸䛾相㛵䛻䜘䜛୍人୍人䛾学習䝇䝍䜲䝹や
䜰ン䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊䛾把握䚸䛂学力向ୖ䝥䝷ン䛃䠄Ｐ䠅䛻䜘䜛自校䛾強䜏䞉弱䜏䛾把握䚸最㔜Ⅼ䛸数値目標䚸校ෆ
体ไ䞉実践ෆ容䛾計⏬䚸䛂学校訪問䛃ཬ䜃䛂学力向ୖᑐ策研修会䛃䠄䠠䠅䛻䜘䜛検査ศ析䛻ᇶ䛵䛟授業改善䚸教員
䛾指ᑟ力向ୖ䚸䛂䝥䝷ン検証報告䛃䠄䠟䠅䛻䜘䜛改善Ⅼཬ䜃ᑐ応策䛾検討䚸新ᖺᗘ䛾ྲྀ組䠄Ａ䠅䜈䛾映䛻ྲྀ䜚組
䜣䛷䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷各校䛻䛿䚸学校䛤䛸䛾標準学力検査ཬ䜃知能検査䛾ヲ細䛺ศ析資料䛾䜋䛛䚸ᕷ全体䛸各校䛸䛾比較や経ᖺ
䛾変䚸䜰ン䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊䛾人数䛜わ䛛䜛䝅䞊䝖䜢作成䚸配付䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸䛭䛾活用䛿䚸主䛻各教科指ᑟ
䛻䛚䛡䜛課㢟䛻向䛡䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹例え䜀䚸ᐃ着䛜ᝏ䛛䛳䛯༢元や領域䛻着目䛧䚸繰䜚返䛧指ᑟ䛩䜛䛺䛹䛷䛩䚹
䚷後䛿䚸児童生徒୍人୍人䛾学習状況䛜明確䛻䛺䜛特長䜢生䛛䛧䚸㞟団䜈䛾配慮䛻ຍえ䚸児童生徒୍人୍
人䜈䛾配慮䜢生䛛䛧䛯指ᑟ䛜展開䛥䜜䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷昨ᖺᗘ䜎䛷各校䛻ᥦ出䜢求䜑䛯䛂学力向ୖ䝥䝷ン䛃䜢見直䛧䚸䛂子䛹䜒䛾声䞉意識調査䛃䛻ᇶ䛵䛟䛂魅力䛒䜛学校
䛵䛟䜚䝥䝷ン䛃䜢業䛻置付䛡䜎䛧䛯䚹ᖺ䠏回䛾䛂子䛹䜒䛾声䡡意識調査䛃䜢䜒䛸䛻自校䛾強䜏䞉弱䜏䜢把握䛧䚸手
立䛶䛾Ⅼ検䛸見直䛧䜢各校䛷䠏回繰䜚返䛧䜎䛩䚹児童生徒୍人୍人䜈䛾配慮䜢生䛛䛧䛯指ᑟ䛜展開䛥䜜䚸䜰ン
䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊䛜解消䛥䜜䜛䛣䛸䛜期待䛥䜜䜎䛩䚹䠄䛂子䛹䜒䛾声䡡意識調査䛃䛾全国ᖹ均値䜢ᥦ供䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸
各校䛾㞟計䛿教育委員会䛜行䛔䜎䛩䚹䠅

改
善
ෆ
容
等

䚷ᖺᗘ䛾標準学力検査䛾結果䛷䛿䚸全䛶䛾学ᖺཬ䜃教科䛻䛚䛔䛶䚸全国ᖹ均䜢ୖ回䜚䜎䛧䛯䚹
䚷䜎䛯䚸児童生徒୍人୍人䛾学習状況䜢把握䛧䚸配慮䛧䛺䛜䜙指ᑟ䛻当䛯䜛䛣䛸䛷䚸ᖺᗘ䛿䜰ン䝎䞊䜰䝏䞊
䝞䞊䠄䠱Ａ䠅䛾割合䛜昨ᖺᗘ䛻比䜉䛶䚸ᑠ䠑䚸ᑠ䠒䚸中䠏䛷䠍%䛛䜙䠏%減少䛧䜎䛧䛯䚹持䛶䜛力䜢Ⓨ揮䛷䛝䛺䛔䛷䛔䜛
児童生徒䛜少䛧䛪䛴減少䛧䛶䛔䜛䛸言え䜎䛩䚹
䚷後䜒䚸䜰ン䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊解消䛻向䛡䛶䚸学校䛻䛚䛡䜛授業改善䛜推進䛥䜜䜛䜘う支援䜢進䜑䛶䛔䛟必要䛜
䛒䜚䜎䛩䚹

ᕷ通過率䛾全国䛻ᑐ䛩䜛割合

ᕷ通過率䛾全国䛻ᑐ䛩䜛割合 ᕷ通過率䛿䚸全国通過率䛸比較䛧䚸䛔䛪䜜䛾ᖺ䜒䠒%～䠕%ୖ回䛳䛶䛔䜛䚹

指
䚷
標

ྡ
称

標準学力検査教科ᖹ均通過率
䛸全国䛸䛾比較中㻞䚸中㻟䠄中学
校学習ෆ容］

全国比
䚷㻝㻜%

全国比
102%

全国比
102%

全国比
102%

全国比
103%

指
䚷
標

目標値

全国比
106%

䠤㻞㻠

全国比
113%

䠤㻞㻠 䠤㻞㻡 H26 H27 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

標準学力検査教科ᖹ均通過率
䛸全国䛸䛾比較䠄ᑠ㻡～中㻝䠅

全国比
108%

全国比
109%

全国比
109%

全国比
106%

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

全国比
107%

施䚷策 2 学力䛾向ୖ䛻向䛡䛯ྲྀ組䛾推進

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉標準学力検査結果ศ析䜢䜒䛸䛻䚸児童生徒䛾学力䛾状況䜢把握䛧䚸学習指ᑟୖ䛾課㢟解決䛾䛯䜑䛾授業改善や学習
習័䛾方向性䛻䛴䛔䛶研修䛧䚸各学校䛻䛚䛡䜛ศ析や学習指ᑟ䛾改善䜢支援䛧䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 2 確䛛䛺学力䛾ᐃ着䛸向ୖ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H27

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

指ᑟ主研修 䚷学校䛜抱え䜛問㢟䛻適ษ䛻ᑐ応䛧䚸学校教育指ᑟ䛾質的
向ୖ䜢図䜛䛯䜑䚸┴ෆ外䛾研修会や管ෆ教育委員会䛾指
ᑟ主㛵ಀ職員䜢ᑐ象䛸䛧䛯研修会䛻参ຍ

376

䚾学校指ᑟ課䚿

学力向ୖᑐ策業䠄標
準学力検査䞉知能検
査䠅

䚷子䛹䜒䛾学力䛾現状䜢把握
䛧䚸学習指ᑟୖ䛾課㢟䛸改善
䛾方向性䜢示䛧䚸各学校䛜指
ᑟ䛾改善䛻活用䛷䛝䜛䜘う䛻
䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸学力向ୖ䛻䜐
䛡䛯校ෆ体ไ䛵䛟䜚や指ᑟ䛾
工ኵ䜢推進

○知能検査䚸標準学力検
䚷査䚸青森┴学習状況調査
䚷ཬ䜃全国学力䞉学習状況
䚷調査䛾実施䚹䚷各䠍回䠋ᖺ

䚷当ᕷ独自䛷実施䛧䛶䛔䜛
䛂知能検査䛃ཬ䜃䛂標準学力
検査䛃䛿䚸児童生徒୍人୍人
䛾学習状況䛜把握䛷䛝䜛䜒䛾
䛷䛩䚹特䛻䚸知能䝺䝧䝹䛸各
教科偏差値䛸䛾相㛵䛻䛚䛡
䜛ศ析䛷䛿䚸児童生徒୍人
୍人䛾学習状況䜢ṇ確䛻把
握䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸各校䛷䛿䚸
䛭䜜䜢ᇶ䛻児童生徒䛾実態
䛻䛒䛳䛯指ᑟ䜢展開䛧䛶䛚䜚
䜎䛩䚹

4,705

䚾学校指ᑟ課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

ᖹ成䠎䠒ᖺᗘ䛿䚸୍᪦ୗ降䛧䜎䛧䛯䛜䚸䛭䛾後䛿ୖ昇䜢⥆䛡䚸ᖹ成䠎䠔ᖺᗘ䛿䚸䠒
䠌䠊䠌％䛻㐩䛧䚸既䛻目標値䜢ୖ回䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹

H26 H27 H28䠤㻞㻡

評
䚷
価

H28

成
果

䚷ＡL䠰䛾増員䛻䛴䛔䛶䛿各学校䛛䜙䚸子䛹䜒䛯䛱䛜ᮏ物䛾英語䛻触䜜䚸័䜜親䛧䜐機会䛜増え䛯䛸成果䜢得䛶
䛔䜎䛩䚹
䚷中学生国㝿交流学習業䜈䛾䝙䞊䝈䛿高䛟䚸ᖹ成䠎䠔ᖺᗘ䛸䠎䠕ᖺᗘ䛿䠒䠌ྡ௨ୖ䛾応募者䛜䛒䜚䚸現地生徒䛸
䛾交流や䝩䞊䝮䝇䝔䜲䜢通䛧䛶英語䛻䜘䜛䝁䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン䜢経験䛧䚸異文理解䜢高䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹

課
㢟

䚷ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ䜘䜚䚸英語担当教員䜢ᑐ象䛻講ᗙ䜢立䛱ୖ䛢䚸英語力䛾向ୖ䛻ດ䜑䛶䛔䜎䛩䛜䚸ཷ講者数䛜㻝㻜
人前後䛸少䛺䛔䛾䛜現状䛷䛩䚹ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ䛛䜙䛿䛂英語教育調査研究委員会䛃䛻䛚䛔䛶䚸䛥䜙䛺䜛指ᑟ力向ୖ
䜈䛾ྲྀ組䜢行䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ＡＬ䠰䛾䝧䞊䝇校配置䛻䛴䛔䛶䛿䚸効果䛜୍層高䜎䜛䜘う䛻䚸䝧䞊䝇校䜢ᣑ大䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷中学生国㝿交流学習業䛻䛴䛔䛶䛿䠍䠎ྡ䛾生徒䛾参ຍ䛷䛧䛯䛜䚸各中学校䛛䜙選抜䛷䛝䜛䜘う䛻派遣人数
䜢増や䛧䚸将来䛾弘前ᕷ䛾䝸䞊䝎䞊䛸䛺䜚得䜛人ᮦ䜢広䛟求䜑䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䠤㻞㻥


中
評
価

䚷現在䚸当ヱ施策䛻ᇶ䛵䛟計⏬業䛿全䛶着手䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹
䚷䠓᭶ୗ旬䛛䜙䠔᭶ୖ旬䛻䛛䛡䛶䚸ＡＬ䠰䛾入替䛜䛒䜚䜎䛩䚹ᖺᗘ䛿䠐ྡ䛾ＡＬ䠰䛜㏥任䛧䚸䠓ྡ䛾新ＡＬ䠰䛜着任
予ᐃ䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹䠦䠡䠰䝥䝻䜾䝷䝮䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛸連携䛧䚸新ＡＬ䠰䛾䝃䝫䞊䝖体ไ䜢整え䛺䛜䜙䚸䝇䝮䞊䝈
䛻移行䛷䛝䜛䜘う䛻䛧䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷ＡＬ䠰常駐ඛ行実施ᑠ学校䛻䛚䛡䜛䛂将来英語䜢使䛔䛯䛔䛸思う䛃児童䛾割合䚸中学校䛾英語䛾授業䛻䛚䛔䛶
生徒䛾英語䛻䜘䜛言語活動時間䛾割合䜢䠑䠌％௨ୖ行䛳䛶䛔䜛教員䛾割合䛿䚸㡰調䛻推移䛧䛶䛿䛔䜛䜒䛾䛾䚸
ᑠ学校䛻䛚䛔䛶ḟ期学習指ᑟ要領䛜ᖹ成䠏䠎ᖺᗘ䛻完全実施䛥䜜䜛䛸䚸授業時間数䛜䚸現在䛾䠓䠌時間䠄䠑䞉䠒ᖺ
生䠅䛛䜙䠎䠍䠌時間䠄䠏～䠒ᖺ生䠅䛸大幅䛻増え䜛䛣䛸䛛䜙䚸英語䛻親䛧䜏英語䛜好䛝䛺児童生徒䛜増え䜛୍方䚸英
語䜢ⱞ手䛸䛩䜛児童生徒䜒出䛶䛟䜛䛸考え䜙䜜䜎䛩䚹䜎䛯䚸中学校䛻䛚䛔䛶ḟ期学習指ᑟ要領䛜ᖹ成䠏䠏ᖺᗘ䛻
完全実施䛥䜜䜛䛸䚸互䛔䛾考えや気持䛱䛺䛹䜢英語䛷伝え合う䚸ᑐヰ的䛺言語活動䛜䜎䛷௨ୖ䛻㔜視䛥䜜䜎
䛩䚹

䛂英語教育実施状況調査䛃㻠᭶
䠄ᕷ独自調査䠅䛸㻝㻝᭶䠄国調査䠅
䛷ྲྀ得

㻭LT常駐ඛ行実施ᑠ学校䛻䛚
䛡䜛䜰ン䜿䞊䝖調査

目標値䜢䠕䠌％䛸設ᐃ䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸既䛻ୖ回䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

ྡ
称

 英語䛾授業䛻䛚䛔䛶䚸生徒䛾
英語䛻䜘䜛言語活動時間䛾割
合䜢㻡㻜％௨ୖ行䛳䛶䛔䜛教員䛾
割合䠄中学校䠅

- 21.88% 15.00% 35.71% 60.00%

指
䚷
標

目標値

50.00%

90.00%

H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

㻭LT常駐ඛ行実施ᑠ学校䛻䛚
䛡䜛䚸将来英語䜢使䛔䛯䛔䛸思う
児童䛾割合

- - - -

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

100%

施䚷策 3 時௦䛻ᑐ応䛩䜛教育䛾推進

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉子䛹䜒䛯䛱䛜䚸将来䛾夢䛸希望䜢抱䛝䚸社会䛾中䛷自ศ䜙䛧䛔生䛝方䜢見䛔䛰䛩䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䚸国㝿や情報䛾進
展䛺䛹䛾社会䛾変やᢏ術革新等䛻ᑐ応䛷䛝䜛教育䛾充実䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域䛾特色䜢生䛛䛧䛯教育活動䜢展開䛧䜎
䛩䚹䜎䛯䚸ḟ期学習指ᑟ要領䛾改ṇ案䛻示䛥䜜䜛ᑠ学校㻟䞉㻠ᖺ生䛛䜙䛾外国語活動䛾実施䚸㻡䞉㻢ᖺ生䛾外国語活動䛾教
科䛻向䛡䚸㻭LT䜢増員䛧ඛ行研究䛾ྲྀ䜚組䜏䜢ᣑ充䛧䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 2 確䛛䛺学力䛾ᐃ着䛸向ୖ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

外国語活動支援員派
遣業

䚷ᑠ学校䠑䞉䠒ᖺ生䛾外国語
活動䜢滑䛻進䜑䜛䛯䜑䚸各
校䛛䜙䛾要望䛻応䛨䛶外国
語活動支援員䜢派遣

○文部科学省䛜外国語䛾教
科䛻伴䛳䛶打䛱出䛧䛯㻡䞉㻢
ᖺ生䛾専科教員䛻䜘䜛指ᑟ
䛻㛵䛩䜛ඛ行調査研究䛸䛧
䛶䚸指ᑟ案䛾共通実施䛸
支援員䛾䜰䝗䝞䜲䝄䞊的役
割䜈䛾移行研究実施䚹

䚷ᖹ成䠏䠎ᖺ䛾ᑠ学校外国語
活動教科䛻伴䛳䛶䚸䛂書䛟䛃
䛂ㄞ䜐䛃䛾指ᑟ䛜ຍわ䜚䜎䛩䚹
英語䜢教え䜛教育䜢ཷ䛡䛶䛔
䛺䛔ᑠ学校教員䜈䛾支援䛿
更䛻必要䛸䛺䜚䜎䛩䚹

7,780

䚾学校指ᑟ課䚿

わ䛟わ䛟科学実験業

䚷理科䛾授業䛻䛚䛡䜛実験
ᢏ術や指ᑟ法䛻䛴䛔䛶༟越
䛧䛯講師䜢ᑠ学校䛻派遣䛧䚸
授業䛻䛚䛡䜛観察䞉実験活動
䜢中心䛻授業䜢行う䛣䛸䛷教
員䛾資質向ୖ䜢図䜚䛺䛜䜙䚸
児童䛾理科䛾学習䜈䛾興
味䞉㛵心䜢高䜑䜛ྲྀ組䜢実施

○特ู講師䛻䜘䜛授業
䚷䞉実施時期䞉回数䠖㻥᭶～㻝㻞
᭶䚷㻝㻜回
䚷䞉実施場ᡤ䠖ᕷ立ᑠ学校
䚷䞉参ຍ者䠖児童㻠㻣㻤人
䚽教ᮦ等䛾環境整備
䚷䚷理科実験用䜺䝇䝁ン䝻㻝㻜
ྎ

䚷児童䛜特ู講師䛻䜘䜛質䛾
高䛔授業䜢体験䛷䛝䜛機会䜢
増や䛧䛯䛣䛸䛷䚸ᕷෆ児童䛾
理科䜈䛾興味䞉㛵心䜢高䜑䜛
䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛯䜑䚸後䜒⥅
⥆䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷䛩䚹

385

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

中学生国㝿交流学習
業 䚷中学生䜢ᾏ外䛻派遣䛧䚸現

地䛾生徒䛸䛾交流会や䝩䞊
䝮䝇䝔䜲䛺䛹䛾国㝿交流学習
䜢実施

○中学生䛾ᾏ外派遣䠄英語
䛜公用語䛾国䠅
䚷䞉派遣時期䠖夏期ఇ業中
䚷䞉派遣ඛ䠖䝅ン䜺䝫䞊䝹
䚷䞉派遣人数䠖㻝㻞人
䚷䞉ෆ容䠖英語漬䛡体験ཬ䜃
䝩䞊䝮䝇䝔䜲
○報告書䛾作成䞉配ᕸ

䚷英語䜢実㝿䛾意思疎通䛾
䝒䞊䝹䛸䛧䛶使う経験䛸英語
䜢䛩䜉䛶英語䛷学䜆䛸䛔う体
験䛿䚸௨後䛾英語学習䜈䛾
意欲付䛡䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛔䜎
䛩䚹䜎䛯䚸弘前䛥䛟䜙䜎䛴䜚英
語䝪䝷ン䝔䜱䜰䛷䛿䚸外国䛛
䜙䛾観ග客䛻㐨案ෆ䜢䛩䜛䛣
䛸䜢通䛨䛶䚸英語䜢使う䛣䛸䜈
䛾自信䜢୍層強䛟䜒䛱䜎䛧
䛯䚹

2,984

䚾学校指ᑟ課䚿

英語教育推進業
䚷ᑠ学校外国語活動䛾䠏䞉䠐
ᖺ生䛛䜙䛾実施や䠑䞉䠒ᖺ生
䛷䛾教科䚸䛥䜙䛻中学校英
語䛾授業䜢英語䛷行う䛸䛔う
動䛝䛻ᑐ応䛩䜉䛟䚸弘前ᕷ䛾
求䜑䜛英語教育䛾方向性䜢
᥈䜚䛺䛜䜙ඛ行研究䠄䜹䝸䜻ュ
䝷䝮䞉ඛ進校視察䠅䜢実施

䞉研究調査䛾実施
䞉英語教育調査研究校英検
㻵㻵㻮㻭ཷ検支援䠄ᖺ䠎回䛾検証
䝔䝇䝖䠅
䞉㻭LT䛾䝧䞊䝇校䠄䠔人䠅ཬ䜃
ᑠ学校専門䞉中学校専門䠄各
䠍人䠅配置
䞉ＡＬ䠰䠍ྡ増員䛻䜘䜛ᑠ学校
䛷䛾常駐ඛ行実施䠄䠍校䠅
䞉ඛ進校視察䠄東京方面䠖䠏
ྡ䠅
䞉指ᑟ者研修会ཬ䜃講ᗙ䛾
実施  䠄各㻝回䠋ᖺ䠅
䞉公開授業講師謝金䞉交通費
䠄弘前大学講師䠅
䞉英語䝟ワ䞊䜰䝑䝥業
䚷䜲ン䜾䝸䝑䝅ュ䜻䝱ン䝥䠄ᑠ学
生䠏䠒人䚸中学生䠐人䠅
䚷英検㻵㻵㻮㻭ཷ検支援䠄中学校
䠏ᖺ生䠍䠌䠏䠎人䠅

䚷公開授業䜢ᑠ学校䞉中学校
䛭䜜䛮䜜㻝校䛷実施䛧䚸༠議
会䛻䛚䛔䛶ヰ䛧合䛔䜢深䜑䜛
䛣䛸䛷䚸英語担当教員䛾授業
䛵䛟䜚䜈䛾意識䛜高䜎䛳䛶䛔
䜎䛩䚹䜎䛯䚸ＡＬ䠰䛾増員䠄ᖹ
成䠎䠒ᖺᗘ䠓ྡ䛛䜙ᖹ成䠎䠕ᖺ
ᗘ䠍䠐ྡ䠅䛻䜘䜚䚸ＡＬ䠰派遣䛾
䝧䞊䝇校䜒増え䛶䛚䜚䚸䛭䜜
䜙䛾学校䛻䛚䛔䛶䛿䚸授業䛰
䛡䛷䛺䛟䚸䛭䛾䛾活動䠄行
䞉部活動等䠅䛷䛾触䜜合䛔
䛜増え䚸校ෆ䛷英語䜢使う必
然性䜢䜒䛯䜙䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛥䜙
䛻䚸䜲ン䜾䝸䝑䝅ュ䜻䝱ン䝥䛷
䛿䚸ᑠ学生䛜英語劇䛾創作
䜢通䛨䛶英語䛻័䜜親䛧䜐䛣
䛸䛷䚸英語䛾学習意欲䛜向ୖ
䛧䛶䛔䜎䛩䚹

49,907

䚾学校指ᑟ課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

䝥䝷䝛䝍䝸䜴䝮学習投影 䚷園児や児童生徒䛾学習䜈䛾興味䞉㛵心䜢高䜑䜛䛯䜑䚸学
校䠄園䠅䛷指ᑟ䛜困㞴䛺理科䛾ኳ体䛾学習䛻䛴䛔䛶䚸䝥䝷
䝛䝍䝸䜴䝮䜢活用䛧䛯活動䜢行うྲྀ組䜢実施

14

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

弘前子䛹䜒議会 䚷ᕷෆᑠ䞉中学校䛾児童生徒䛜夢䜢持䛳䛶ᮍ来䜢ᥥ䛝䚸䛭
䛾思䛔䜢各校䛾௦表者䛜持䛱寄䜚䚸弘前ᕷ議会議場䛷ヰ䛧
合䛔䜢行う䛣䛸䜢通䛨䛶䚸ḟ௦䜢担う人ᮦ䜢育成䛩䜛ྲྀ組䜢
実施

119

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

学校㐠営要㡯作成 䚷各学校䚸㛵ಀ機㛵䛾指ᑟ資料等䛸䛩䜛䛣䛸䜢目的䛻䚸ᑠ䞉
中学校䛾教員目標䚸経営䛾主Ⅼཬ䜃特色等䜢㞟録䛧䛯冊
子䜢作成䛧䚸ᕷ㻴㻼等䛻公開䛩䜛䛸䛸䜒䛻㛵ಀ機㛵等䜈配ᕸ

-

䚾学校指ᑟ課䚿

全国ᑠ䞉中学校教育䛾動向調査研究委ク 䚷ᮏᕷ学校教育䛾振興䛻資䛩䜛䛯䜑䚸┴外研究ඛ進校や
研究大会等䜈䛾参ຍ䜢通䛧䛶国䛾教育行ᨻ䛾動向や全国
䛾ඛ進的研究例䛺䛹䛾調査䜢行䛔䚸成果䜢༳ๅ物䛸䛧䛶
各校䛻配ᕸ

140

䚾学校指ᑟ課䚿

理科観察実験支援業 䚷ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛理科䛾観察䞉実験活動䛾充実䜢図䜛
䛯䜑䚸設備䛾準備䚸調整䜢行う補ຓ員䠄観察実験䜰䝅䝇䝍ン
䝖䠅䜢派遣

1,719

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

弘前ᕷ少ᖺ少女Ⓨ明䜽䝷䝤業費補ຓ金 䚷ᕷෆᑠ䞉中学校児童生徒䛻䚸科学䛻親䛧䜏学䜆䛣䛸䛜䛷䛝
䜛体験的活動䛾場䜢ᥦ供䛧䚸科学的思想䛻ᇶ䛵䛟創造的能
力䛾育成䛸豊䛛䛺人間形成䜢目指䛩䛯䜑䛾学習会䚸各種
Ⓨ明展䜈䛾応募や䝁ン䝔䝇䝖䛻参ຍ䛩䜛ྲྀ組䜢実施

100

䚾学校指ᑟ課䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

外国人児童生徒䚸ᖐ国子女䛻ᑐ䛩䜛᪥ᮏ語指ᑟ
支援業 䚷外国人児童生徒やᖐ国子女䛜Ᏻ心䛧䛯学校生活䜢㏦䜛

䛯䜑䛾環境䛵䛟䜚䛸䛧䛶䚸᪥ᮏ語指ᑟ支援員䜢配置
2,789

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

過去䛾状況䛛䜙㻝䝫䜲ン䝖పୗ䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸計⏬策ᐃ時䜘䜚㻝䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧䛶䛔
䜎䛩䚹

H26 H27 H28H25

評
䚷
価

H28

成
果

䚷䛂子䛹䜒会活動推進業䛃䛷䛿䚸地域䛾子䛹䜒䛾活動䛻積極的䛻㛵わ䜛ఫ民䛾ྲྀ䜚組䜏䛜生䜎䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䛂弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭䠄実行委員会䠅支援業䛃䛷䛿䚸地域䛾育成㛵ಀ者䛸連携䜢図䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸子䛹䜒䛜ᖺ
間䜢通䛧䛶活動䛷䛝䜛環境䛵䛟䜚䜢進䜑䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸䛣䜜䜙䛾業䛻参ຍ䛧䛯子䛹䜒䛿䚸異ᖺ齢䛾仲間䛸䛾社
会性䜢高䜑䚸力䜢合わ䛫䛶目的䜢㐩成䛩䜛䛣䛸䛷䚸自信䜢獲得䛧䜎䛩䚹

課
㢟

䚷業䛾ᐃ員䛻ᑐ䛩䜛参ຍ率䛿㻣割程ᗘ䛻留䜎䜛結果䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸参ຍ者䜰ン䜿䞊䝖䛷䛿䚸ᑠ䞉中䞉高
校生䛜自䜙希望䛧䛶参ຍ䛩䜛割合䛿㻟㻡%䚸家族䛾ಁ䛧䛜㻠㻡%䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸児童生徒䛜参ຍ䜢希望䛧䛶䜒䚸保護
者䛾理解䛜䛺䛡䜜䜀参ຍ䛻⮳䜙䛺䛔状況䛜う䛛䛜え䜎䛩䚹
䚷䛣䛾䛣䛸䛛䜙䚸業䛾周知䛾㝿䛻䛿䚸保護者䛜䚸子䛹䜒䛯䛱䛜業䛻参ຍ䛩䜛䛣䛸䛷䛹䛾䜘う䛺成長䛜期待䛷䛝
䜛䛾䛛䚸ල体的䛻䜲䝯䞊䝆䛷䛝䜛䜘う䛻心掛䛡䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷現在䚸当ヱ施策䛾配ୗ䛻置付䛡䜙䜜䛯計⏬業䛿䚸䛩䜉䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬通䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷募㞟ᐃ員䛾㻡割程ᗘ䛻留䜎䛳䛶䛔䛯子䛹䜒ᑐ象䛾業䛿䚸保護者䛜䛂子䛹䜒䛿䛣䛾業䛻参ຍ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸
䛹䜣䛺䛣䛸䛜成長䛷䛝䜛䛾䛛䛃䜢䜘䜚ල体的䛻䜲䝯䞊䝆䛷䛝䜛䜘う周知方法䜢見直䛧䚸結果㻣割程ᗘ䛻䜎䛷ୖ昇䛧䛶
䛔䜎䛩䚹
䚷社会教育䛷䛾子䛹䜒㐩䛾学䜃䛿䚸共通䛩䜛活動䛾中䛷者䛸䛾㛵ಀ性䜢ㄆ識䛧䚸䝁䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン䝇䜻䝹や
共通䛾目的㐩成䜈䛾行動䛺䛹䜢通䛧䛶䚸自ศや者䜢高䜑合う䛣䛸䛻䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸様々䛺子䛹䜒㐩䛜多数㞟え
䜛䜘う䛺業䛾ＰＲ䜢積極的䛻行う䛣䛸䛜極䜑䛶㔜要䛷䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷弘前ᕷ䛷䛿䚸地域社会䛺䛹䛷䝪䝷ン䝔䜱䜰活動䛻参ຍ䛧䛯䛣䛸䛜䛒䜛児童䞉生徒䛾割合䛿䚸全国ᖹ均ཬ䜃青森
┴ᖹ均䜢ୖ回䛳䛶䛔䜛୍方䛷䚸地域䛾行䜈䛾参ຍ䛻䛴䛔䛶䛿全国ᖹ均䜢ややୗ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹児童䞉生徒
䛻䛚䛡䜛䝪䝷ン䝔䜱䜰活動䛜活Ⓨ䛷䛒䜛䜒䛾䛾䚸地域䛸䛾㛵わ䜚䛸䛿必䛪䛧䜒結䜃䛴䛔䛶䛔䛺䛔現状䛜う䛛䛜え䜎
䛩䚹
䚷䜎䛯䚸ᐃ性ศ析䛷䛿䚸子䛹䜒䜢ྲྀ䜚巻䛟生活環境䜢深䛟ศ析䛩䜛䛣䛸䚸䜎䛯䚸子䛹䜒䜢⥅⥆的䛻育成業䛻参ຍ
䛥䛫䛶䛔䛟䛣䛸䛜㔜要䛷䛒䜛䛸䛾意見䜒䛒䜚䚸地域䛻䛚䛔䛶青少ᖺ䜢育成䛩䜛䛯䜑䛻䛿総合的䛻業䜢進䜑䛶行
䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

全国学力䞉学習状況調査

地域経営䜰ン䜿䞊䝖
過去䛾状況䛛䜙㻜㻚㻝䝫䜲ン䝖పୗ䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸計⏬策ᐃ時䜘䜚㻣㻚㻢䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧
䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

ྡ
称

地域䛾行䛻参ຍ䛧䛶䛔䜛子䛹
䜒䛾割合䠄ᑠ学生䠅

61.8% 55.9% 60.4% 57.1% 56.9%

指
䚷
標

目標値

63.9%

H22

33.4%

H22 H25 H26 H27 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

青少ᖺ䛾健全育成活動䛻参ຍ
䛧䛯䛣䛸䛜䛒䜛ᕷ民䛾割合

20.3% 19.4% 23.7% 27.1%

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

27.0%

施䚷策 1 生䛝䜛力䜢育䜐地域活動䛾支援

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷学校䞉家庭䞉地域䛜連携䛧䛶䚸子䛹䜒䛜社会䛾中䛷積極的䛻生䛝䜛自覚䜢高䜑䜛組䜏䜢形成䛩䜛䛯䜑䛻䚸地域䛻䛚䛔
䛶青少ᖺ䜢育成䛩䜛䛯䜑䛾ྲྀ組や各種団体䛾活動䜢支援䛧䚸子䛹䜒䛯䛱䛜地域䛻見Ᏺ䜙䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛜実感䛷䛝䜛䜘う䚸
䜎䛯䚸地域ఫ民䛻䛸䛳䛶䜒子䛹䜒䛯䛱䜢育䛶䛶䛔䜛䛣䛸䛜見え䜛ྲྀ組䜢進䜑䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 3 夢䜢抱䛝ᮍ来䜢䜂䜙䛟青少ᖺ䛾育成
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

弘前ᕷ少ᖺ教育指ᑟ
員派遣業

䚷地域少ᖺ団体等䜢育成指
ᑟ䛧䚸少ᖺ䛾健全䛺成長䜢図
䜛䛯䜑䛻䚸地域少ᖺ団体等
䛾求䜑䛻応䛨䛶弘前ᕷ少ᖺ
教育指ᑟ員䜢派遣

○指ᑟ員䛾派遣
䚷䞉派遣業件数䠖㻞㻢件
䚷䞉派遣人数䠖延䜉㻝㻢㻜人

䚷地域少ᖺ団体等䜢育成指
ᑟ䛧䚸少ᖺ䛾健全䛺成長䜢図
䜛䛯䜑䛻䚸地域少ᖺ団体等
䛾求䜑䛻応䛨䛶䚸引䛝⥆䛝ᕷ
少ᖺ教育指ᑟ員䜢派遣䛧䜎
䛩䚹

781

䚾生涯学習課䚿

弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭
䠄実行委員会䠅支援
業

䚷䛂弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭䛃䛾企
⏬䞉立案や当᪥䛾㐠営等䜢
行う䚸弘前ᕷෆ䛾中高生䛷構
成䛥䜜䜛弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭
実行委員会䜢支援

○委員募㞟䚸祭周知䠄広報
等䠅
○子䛹䜒䛾祭䠄㻝㻝᭶㻟᪥䠅
 䞉開催場ᡤ䠖弘前文䝉ン
䝍䞊
 䞉参ຍ者䠖約㻥㻜㻜人
○実行委員会
 䞉実行委員䠖㻝㻡人䠄୍般公
募䠅
 䞉会議回数䠖㻞㻠回䠄㻠᭶～㻝㻜
᭶䠅
○䜅䜚䛛え䜚交流会

䚷施策䛾ྲྀ䜚組䜏䜢全ᕷ䛾䜶
䝸䜰䛷行う業䛷䛒䜚䚸後䜒
子䛹䜒䛾祭䛾目的䜢㐩成
䛷䛝䜛䜘う意欲䛾䛒䜛子䛹䜒㐩
䜢支援䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜必要䛷
䛩䚹

0

䚾生涯学習課中央公民館䚿

子䛹䜒会䝸䞊䝎䞊養成
業

䚷ᕷෆ䛾ᑠ中学生䚸高校生䜢
ᑐ象䛻䚸異䛺䜛ᖺ௦䛾子䛹䜒
㐩䛸䛾交流や子䛹䜒会活動
䛾ᇶᮏ的䛺知識䛾習得䜢目
的䛸䛧䛯宿泊研修䜢実施

○ᑐ象者䠖㻟㻟人
 䚷䠄ᑠ学生㻞㻡䚸中学生㻟䚸高
校生㻡䠅
○業概要
 䞉期間䠖㻡᭶～㻞᭶
 䞉ෆ容䠖宿泊体験学習䠄梵珠
少ᖺ自然䛾家䠅䚸弘前公園᥈
検䚸交流会䛾企⏬実施䚸 䜹
䝹䝍大会䚸䝺䜽䝸䜶䞊䝅ョン活
動等
全㻝㻜回䛻延䜉㻞㻥㻢人䛜参ຍ

䚷ᮏ業䛿䚸弘前ᕷ䞉ኴ⏣ᕷ
青少ᖺ交流業䛾ᑐ象者䞉
業期間䛜㔜複䛩䜛䛯䜑䚸
隔ᖺ䛷実施䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䠎䠔ᖺᗘ䛿䚸䛣䜜䜎䛷宿泊体
験学習䜢中心䛸䛧䛯䝥䝻䜾䝷
䝮䜢䚸恒例䛾宿泊体験学習
䛾䜋䛛䚸᭶䠍回程ᗘ䚸計䠍䠌回
䛾⥅⥆䛧䛯業䜢展開䛧䚸ᖺ
間䜢通䛧䛶䝺䜽䝸䜶䞊䝅ョン䝇
䜻䝹䛾習得等䚸䝸䞊䝎䞊養成
䜢行䛔䜎䛧䛯䚹

359

䚾生涯学習課中央公民館䚿

子䛹䜒会活動推進業
䚷地域䛷䛾青少ᖺ䜢育成䛩䜛
組䜏䛵䛟䜚䜢進䜑䜛䛯䜑䚸
地域ఫ民䛜行う子䛹䜒会活動
䛾活性䛻資䛩䜛業䛻ᑐ
䛧補ຓ

○補ຓ金䛾交付
 䞉業募㞟䛾通知䠄広報等䠅
 䞉業審査会䠖 㻝回
 䞉業申請件数䠖 㻣件
 䞉補ຓ金交付件数䠖 㻢件

䚷規模䛿大䛝䛟䛒䜚䜎䛫䜣䛜䚸
地域䛾大人䛜子䛹䜒㐩䛾䛯
䜑䛻活動䛷䛝䜛組䜏䛵䛟䜚
䛻寄䛧䛶䛔䜛䛯䜑業䜢⥅
⥆䛧䛶実施䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷
䛩䚹

283

䚾生涯学習課中央公民館䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

新春子䛹䜒会親ษ䜹䝹䝍大会㐠営支援 䚷子䛹䜒会参会䛸ᑠ䛥䛺親ษ㐠動䛜共催䛩䜛䜹䝹䝍大会
䜢通䛨䛶子䛹䜒䛯䛱䛾交流䛸思䛔や䜚䛾心䜢育䛶䜛活動䜢支
援

-

䚾生涯学習課中央公民館䚿

弘前ᕷ相馬子䛹䜒会育成༠議会業費補ຓ金 䚷相馬子䛹䜒会育成༠議会䛜行う䚸相馬地域䛻䛚䛡䜛青少
ᖺ䛾健全育成䜢目的䛸䛧䛯子䛹䜒会活動䛻ಀ䜛費用䛾୍部
䜢補ຓ

180

䚾生涯学習課䚿

弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭共催㈇担金 䚷弘前ᕷෆ䛾中高生䛷構成䛥䜜䜛弘前ᕷ子䛹䜒䛾祭実行
委員会䛜䚸企⏬䞉立案や当᪥䛾㐠営等䜢行う䛂弘前ᕷ子䛹䜒
䛾祭］䛻ᑐ䛩䜛共催㈇担金

958

䚾生涯学習課䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

弘前ᕷ䜺䞊䝹䝇䜹䜴䝖弘前地༊༠議会業費補ຓ
金 䚷䜺䞊䝹䝇䜹䜴䝖弘前地༊༠議会䛜行う䚸指ᑟ者䛾養成や

啓Ⓨ活動等䜢目的䛸䛧䛯活動䛻ಀ䜛費用䛾୍部䜢補ຓ
100

䚾生涯学習課䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

全国学力学習状況調査 前ᖺ䛸比較䛧䚸㻞㻚㻟䝫䜲ン䝖増ຍ䛧目標䛾㻣㻡㻚㻜%䜢㐩成䛧䜎䛧䛯䚹

H28

成
果

文䞉芸術ศ㔝䛾底ୖ䛢䚸䜎䛯䛿ศ㔝人ཱྀ䛾〈㔝䜢広䛢䜛䜰䞊䝔䜱䝇䝖体験や演劇ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥䛺䛹䛾機会䜢
ᥦ供䛧䚸子䛹䜒䛯䛱䛾興味䛸㛵心䜢高䜑䜛䛣䛸䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸数ᖺඛ䜢見据え䛯ㄞ書推進䛻資䛩䜛
䝤䝑䜽䝇䝍䞊䝖業䛻䜘䛳䛶䚸子䛹䜒䛾䜏䛺䜙䛪保護者䛜ᮏ䛻親䛧䜐䛝䛳䛛䛡䛵䛟䜚䛻䜒䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
中学生×་師交流䝥䝻䜾䝷䝮䛻䛚䛔䛶䛿䚸子䛹䜒䛾夢実現䛾後押䛧䛸䛺䜛ල体的䛺業䛷䚸高䛔満足ᗘ䛜示䛥
䜜䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷子䛹䜒䛯䛱䛾興味䞉㛵心䜢引䛝出䛩䜘う䛺工ኵ䜢䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䜘䜚多䛟䛾ศ㔝䛻䛚䛡䜛体験活動䛾機会䜢ᥦ供
䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷䛩䚹
䚷䜎䛯䚸子䛹䜒䛯䛱䛾参ຍ䜢ಁ䛩䛯䜑䛻䛿䚸保護者䛾理解䛜深䜎䜛䜘䛺う䛺ྲྀ䜚組䜏䛜必要䛷䛩䚹

H29


中
評
価

䜰䞊䝔䜱䝇䝖体験ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥業䛷䛿䚸参ຍ者䛾希望や多彩䛺経験䜢ྍ能䛸䛩䜛䜘う༢ᖺᗘ䛾業䛸䛔う視Ⅼ
䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸複数回足䜢㐠䜣䛷䜒䜙え䜛䜘う魅力䛒䜛䜒䛾䛻䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛸䛧䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸中学生×་師交流
䝥䝻䜾䝷䝮䛷䛿䚸希望䛧䛯生徒䛜䜒䜜䛺䛟参ຍྍ能䛸䛺䜛䜘うཷ入䜜側䛸༠議䛩䜛予ᐃ䛷䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

子䛹䜒㐩䛾社会䜢生䛝抜䛟力䜢育䜐䛯䜑䚸様々䛺体験活動やㄞ書活動䛾推進䜢通䛨䛶䚸䛭䛾ᇶ礎䛸䛺䜛力䜢身
䛻付䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䛻䛧䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸身䛻付䛡䛯力䜢䚸更䛻社会䛻主体的䛻㛵わ䜜䜛力䜈䛸変え䜛䛯䜑
䛻䛿䚸䛄学校䞉家庭䞉地域䛾༠働䛅䛸䛔う視Ⅼ䜢持䛳䛯ୖ䛷䚸活動䜢充実䛥䛫䛶行䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

75.0%

H22 H25 H26 H27 H28

72.7% 75.0%

施䚷策 2 豊䛛䛺情操䛸夢䜢育䜐業䛾展開

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

子䛹䜒䛯䛱䛜様々䛺䜒䛾や柄䛻素直䛻感動䛷䛝䜛豊䛛䛺情操䛸䚸伸䜃や䛛䛺創造性䚸䛺䜚䛯䛔自ศ䛻近䛵䛟䛯䜑䛾䝏䝱
䝺ン䝆精⚄䜢育䜏䜎䛩䚹䛣䛾䛯䜑䛻䚸ᇶ礎䛸䛺䜛䛂考え䜛力䛃䚸䛂感䛨䜛力䛃䚸䛂表現䛩䜛力䛃等䜢育䛶䜛様々䛺芸術䛻触䜜䜛
ྲྀ組やㄞ書活動䜢推進䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸自然体験や異ᖺ齢㞟団䛷䛾交流活動䚸䜎䛯郷土䛂弘前䛃䜢学䜆䛺䛹䛾魅力䛒䜛
業䜢展開䛧䚸子䛹䜒䛯䛱䛜自ศ䛾ᮍ来䜢設計䛷䛝䜛人䛸䛧䛶成長䛩䜛䜘う支援䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

将来䛾夢や目標䜢持䛳䛶䛔䜛中
学生䛾割合

76.0% 73.7% 73.4%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊠 社会䜢生䛝抜䛝䚸ᮍ来䜢䛴䛟䜛弘前䛳子䛾育成䚷

目䚷標 3 夢䜢抱䛝ᮍ来䜢䜂䜙䛟青少ᖺ䛾育成
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

中学生×་師交流䝥䝻
䜾䝷䝮

䚷夢᥈䛧䞉夢実現䜈䛾応援䛸
䛧䛶䚸་療職䜈䛾興味や㛵
心䜢高䜑䜛䛯䜑䚸་師ཬ䜃་
学生䛸䛾交流会䜢開催

○実施᪥程
䚷䠤㻞㻤ᖺ㻣᭶㻟㻝᪥䚸㻤᭶㻤᪥䚸
㻞㻜᪥
䞉実施ෆ容
䚷་師ཬ䜃་学生䛸䛾交流
  弘前大学䜸䞊䝥ン䜻䝱ン䝟
䝇参ຍ䛻䜘䜛実習体験
䞉参ຍ者
䚷ᕷෆ中学生㻞㻜ྡ䛆実績䛇

䚷募㞟ᐃ員㻞㻜ྡ䛻ᑐ䛧過去㻟
ᖺ間䛩䜉䛶䛷ᐃ員䜢超え䜛
申䛧込䜏䛜䛒䜚䚸中学生䛾興
味䛾䛒䜛ศ㔝䛻䛴䛔䛶䛾
業䜢実施䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧
䛯䚹䜰ン䜿䞊䝖調査䛷䜒䛂䛥䜙
䛻་療䛻興味䜢持䛳䛯䛃䛂䚸
や䜛䜉䛝䛣䛸䛜解䛳䛯䛃䛺䛹参
ຍ者䛿自ศ䛾夢実現䜈向䛡
䛶䛾想䛔䜢強䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝
䜎䛧䛯䚹

39

䚾学校䛵䛟䜚推進課䚿

児童劇観劇教室
䚷ᕷෆᑠ学校児童䠄㻟ᖺ生～㻠
ᖺ生䠅䜢ᑐ象䛻優䜜䛯舞ྎ
芸術䜢鑑賞䛧䛶䜒䜙䛔䚸豊䛛
䛺情操䜢養う機会䜢ᥦ供䠄公
演数䠖㻟᪥間㻢䝇䝔䞊䝆䠅

○児童劇䛾鑑賞
䚷䞉実施時期䞉回数䠖㻝㻝᭶
                    䚷䠍回䠄䠒公演䠅
䚷䞉実施場ᡤ䠖岩木文䝉ン
䝍䞊
䚷䞉参ຍ児童数䠖約㻞㻘㻣㻞㻤ྡ
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄ᕷෆᑠ学校䠏
～䠐ᖺ生䠅

䚷優䜜䛯舞ྎ芸術䜢鑑賞䛩
䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸児童䛾豊䛛䛺情
操䜢育䜏䚸㐨ᚨ的䚸芸術的価
値観䜢高䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䚸学
校䛛䜙䜒⥅⥆䛜望䜎䜜䛶䛔䜎
䛩䚹

7,495

䚾生涯学習課䚿

䝤䝑䜽䝇䝍䞊䝖業

䚷乳幼児期䛛䜙ㄞ書䛻親䛧䜑
䜛環境䜢䛴䛟䜛䛯䜑䚸䝠䝻䝻䝇
䜽䜶䜰䛂䛣䛹䜒⤮ᮏ䛾森䛃䛷䚸㻜
ṓ児䛾保護者䛻⤮ᮏ䜢配ᕸ
䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸保護者等䛾䛯
䜑䛾ㄞ䜏聞䛛䛫講習会䜢実
施

䞉業案ෆ䝏䝷䝅䛾配ᕸ
㻝㻘㻟㻠㻢人
䞉䝤䝑䜽䝇䝍䞊䝖䞉䝟䝑䜽䛾引
䠄見込䠅䚷㻝㻘㻜㻣㻢人
䠄㻴㻞㻥㻚㻢᭶時Ⅼ実績䚷㻤㻝㻠人䠅
䞉䝤䝑䜽䝇䝍䞊䝖䛚䛿䛺䛧会䛾
実施
㻝㻞回

䚷ᮏ業䛻䜘䜛保護者䜈䛾
䝤䝑䜽䝇䝍䞊䝖䞉䝟䝑䜽引率
䛿䚸ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ䛜約㻤㻠%䚸ᖹ
成㻞㻣ᖺᗘ䛜約㻤㻝%䛸䚸䛔䛪䜜
䜒高䛔数値䛷推移䛧䛶䛔䜎
䛩䚹

1,924

䚾弘前図書館䚿

䜰䞊䝔䜱䝇䝖体験ワ䞊䜽
䝅ョ䝑䝥業

䚷ᕷෆ文芸術団体䛻䜘䜛体
験䝁䞊䝘䞊䜢出展䛧䚸子䛹䜒
䛯䛱䛜自⏤䛻文芸術䜢体
験出来䜛ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥䜢実
施

○ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥
䚷䞉実施時期䞉回数䠖䠓᭶䚷䠍回
䚷䞉実施場ᡤ䠖総合学習䝉ン
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䝍䞊
䚷䞉参ຍ者䠖㻝㻘㻡㻜㻝人

䚷䚷参ຍ者数䛜微増䛸䛺䛳䛶
䛔䜛䛣䛸䚸䜎䛯来場者䜰ン
䜿䞊䝖䛻䛚䛔䛶䚸䛂文芸術
䛻興味䜢持䛳䛯䛃䛸回答䛧䛯
方䛾割合䛜ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ䛾
㻤㻝％䛛䜙ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛿㻥㻟％
䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸䜘䜚多䛟
䛾子䛹䜒䛯䛱䛜文芸術䛻
触䜜䚸興味䞉㛵心䜢高䜑䛶䛔
䜎䛩䚹

516

䚾生涯学習課䚿

演劇ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥業

䚷䛂児童劇観劇教室䛃䠄ᕷෆᑠ
学校ᑐ象業䠅䜢鑑賞䛩䜛䛸
䛸䜒䛻䚸公演䛻出演䛧䛶䛔䜛
劇団員等䛻䜘䜛演ᢏ䛻㛵䛩
䜛指ᑟ䚸照明䚸音響等䛾舞ྎ
䛵䛟䜚䛻㛵䛩䜛指ᑟ䛺䛹䜢
ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥形式䛷実施

○ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥
䚷䞉実施時期䞉回数䠖㻝㻝᭶
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠍回
䚷䞉実施場ᡤ䠖岩木文䝉ン
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䝍䞊
䚷䞉参ຍ者䠖㻡㻠人䠄弘前ᕷ中
䚷䚷䚷䚷䚷䚷学校文連盟ຍ
䚷䚷䚷䚷䚷䚷盟䛾演劇部員等䠅

䚷劇団䛾俳優䛛䜙䛾指ᑟや䚸
ᕷෆ䛾校䛾生徒䛸䛾交流
䜢持䛶䜛機会䛷䛒䜚䚸生徒や
教諭䛛䜙䜒好評䛷䛩䚹
䚷䜎䛯䚸生徒䛜主体䛸䛺䜚朗
ㄞ劇䛺䛹䜢ྲྀ䜚入䜜䛯ワ䞊䜽
䝅ョ䝑䝥䛸䛧䛶䛚䜚䚸後䜒⥅
⥆䛧䛶実施䛧䜎䛩䚹

0

䚾生涯学習課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

䛂䜂䜝䛥䛝卍䠄䜎䜣䛨䠅
学䛃新設業

䚷郷土䛂弘前䛃䛾Ṕྐや文
䜢学習䛷䛝䜛䜘う䝔䜻䝇䝖䜢作
成䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸児童生徒䛜
郷土䛂弘前䛃䛻興味䞉㛵心䜢
高䜑䜛䛯䜑䚸弘前䛻䛣䛰わ䛳
䛯䜽䜲䝈䛂䝏䝱䝺ン䝆卍䛃䜢研
究

䞉䜂䜝䛥䛝卍䠄䜎䜣䛨䠅学䝔䜻䝇
䝖䠄䝟䜲䝻䝑䝖版䠅作成䚷㻝㻘㻢㻜㻜
冊
䞉䝏䝱䝺ン䝆卍䛾実施
䚷ᕷ立ᑠ䞉中学校㻝㻥校䚸㻝㻘㻝㻠㻟
人

䚷ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛻郷土䛂弘前䛃
䛻䛴䛔䛶学習䛩䜛䛂䜂䜝䛥䛝
卍䠄䜎䜣䛨䠅学䛃䝔䜻䝇䝖䠄䝟䜲
䝻䝑䝖版䠅䜢作成䛧䚸調査研究
校䛷䛾ྲྀ組䜏䛾䛯䜑配付䛧䚸
総合的䛺学習䛾時間等䛻䛚
䛔䛶ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䜎䛩䚹

1,001

䚾学校䛵䛟䜚推進課䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

国㝿理解講ᗙ䛂留学生䛸㐟䜌う䟿䜻䝑䝈䜰䝆䜰ン䞉
䝥䝷䝇䛃

䚷地域䛾留学生䛸䛾㐟䜃や体験学習䜢通䛨䛶䚸各国䛾言葉
や文䜢学䜃䛺䛜䜙相互交流䜢深䜑䚸国㝿人䛸䛧䛶必要䛺
感覚䜢育䜐䛸䛸䜒䛻䚸様々䛺場ᡤ䛷開催䛧䛺䛜䜙䚸地域䛾国
㝿䛸ఫ民䛸䛾交流䜢ᥦ供

543

䚾生涯学習課中央公民館䚿

子䛹䜒䛾ㄞ書活動推進㛵ಀ業 䚷乳幼児䛛䜙ᑠ学校ప学ᖺ䜢ᑐ象䛻䚸各種䛚䛿䛺䛧会䜢開
催
䚷ᑠ中学生䜢ᑐ象䛻䚸ㄞ書感想文䝁ン䜽䞊䝹䜢開催

-

䚾弘前図書館䚿

弘前ᕷ䞉ኴ⏣ᕷ青少ᖺ交流業䠄隔ᖺ䠅
䚷弘前ᕷ䛸群馬┴ኴ⏣ᕷ䛾ᑠ学䠐ᖺ～中学䠏ᖺ生䛜相互訪
問䛻䜘䜛交流䜢䛧䚸互䛔䛾理解䜢進䜑䚸情䜢深䜑䜛

-

䚾生涯学習課中央公民館䚿

䜻䝑䝈☆ワ䞊䝹䝗㐠営支援 䚷弘前大学䛾䝪䝷ン䝔䜱䜰学生䛜企⏬䞉㐠営䛩䜛䚸ᑠ学生䛾
䛯䜑䛾㐟䜃䜢通䛨䛯社会性や健全䛺心身䛾育成活動䜢支
援

-

䚾生涯学習課中央公民館䚿

子䛹䜒䜽䝷䝤業 䚷子䛹䜒䝷䝆䜸劇団䛺䛹䠒䛴䛾䜽䝷䝤䜢㐠営䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸
子䛹䜒䛯䛱䛜異䛺䜛学校䞉ᖺ齢㞟団䛾中䛷社会性䜢育䛶䜛
䜘うಁ䛩

380

䚾生涯学習課中央公民館䚿

少ᖺ教育業䠄地༊公民館䠅
䚷子䛹䜒会䜲䝧ン䝖䛺䛹䜢通䛨䛶䚸仲間䛸䛾交流や自然䞉地域
社会䛻䛴䛔䛶理解䜢深䜑䜛場䜢ᥦ供

-

䚾生涯学習課中央公民館䚿

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕

䚾ᡤ管課ྡ䚿

䜴䜱䞊䜽䜶ン䝗子䛹䜒䜽䝷䝤業
䚷地域䛾䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾指ᑟ䛸༠力䛾ୗ䛻䚸䝇䝫䞊䝒䚸文䚸
䛭䛾䛾体験活動䜢ᖺ間䜢通䛨䛶実施

-

䚾生涯学習課䚿
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䚾基本方向シート䚿

ୖ昇

ྲྀ得ᖺᗘ H25 H26 H27 H28

弘前ᕷ䛾子䛹䜒䛻䛸䛳䛶学習䛧や䛩䛔教育
環境䠄教育䛻㛵䛩䜛ྲྀ組や学校施設䛺䛹䠅
䛰䛸思うᕷ民䛾割合

40.4% 40.8% 41.2% 40.0%

施策䛾ᇶᮏ方向䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

䚷学校䚸家庭䚸地域ཬ䜃㛵ಀ機㛵䛜連携䛧䚸子䛹䜒䛯䛱䛜温䛛䛟見Ᏺ䜙䜜䛺䛜䜙意欲䜢䜒䛳䛶学
習䛷䛝䜛環境䜢整え䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸教員䛾研修や研究活動䜢充実䛥䛫指ᑟ力向ୖ䛻ດ䜑䜛䜋䛛䚸経῭的理⏤䛻䜘䛳䛶就学
䛜困㞴䛺子䛹䜒䛯䛱䜈䛾支援䜢図䜛䛺䛹䚸子䛹䜒䛯䛱䛾学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実䛻ດ䜑䜎䛩䚹

指䚷䚷䚷䚷標

指標䛾動向

ᇶ準値 㻴㻞㻢ᖺᗘ 㻴㻞㻣ᖺᗘ 㻴㻞㻤ᖺᗘ 㻴㻞㻥ᖺᗘ 方向性
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

㻠段㝵評価䛾ᖹ均値 ᖺᗘ䛤䛸䛻着実䛻ୖ昇䛧䚸計⏬策ᐃ時䜘䜚㻜㻚㻠㻝䝫䜲ン䝖増ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷䛂義務教育㻥ᖺ間䜢㈏䛟䇿学䜃䛸育䛱䇿䛾環境䛵䛟䜚䛃䛸䛂地域䛸䛸䜒䛻䛒䜛学校䛾実現䛃䜢目指䛧䚸ᑠ中୍㈏教育
䝅䝇䝔䝮䛸䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹䛾ᑟ入䛻向䛡䚸㻝㻜校䛾調査研究校䛻䛚䛔䛶ไᗘ設計や組⧊編ไ䜢進䜑䛶䛔䜎
䛩䚹䜎䛯䚸調査研究校௨外䛻䛚䛔䛶䜒䚸ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮推進業費補ຓ金䛻䜘䜚䚸各中学校༊䛻䛚䛔䛶
ᑠ䞉中学校䛜ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮推進䛻向䛡䛶䚸特色䛒䜛活動䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䜎䛩䚹
䚷䜂䜝䛥䛝教育創生ᕷ民会議䛻䛚䛔䛶䛿䚸地域䛾様々䛺立場䛾方䛛䜙意見䜢伺䛔䛺䛜䜙䚸子䛹䜒䛯䛱䛾学䜃䛾
環境䛵䛟䜚䜢推進䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ᨺ課後䛣䛹䜒教室䛷䛿䚸地域䛾༠力䜢得䛺䛜䜙䚸子䛹䜒䛯䛱䛾体験活動䛾場䚸学習活動䛾場䜢ᥦ供䛧䛶䛔䜎
䛩䚹

課
㢟

䚷ᖹ成㻟㻜ᖺ㻠᭶䛛䜙䛾ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮ᑟ入䛻向䛡調査研究校䠄㻝㻜校䠅䛷研究䜢進䜑䚸ᑠ䞉中学校間䛷䛾教
職員䛾意識䜒高䜎䛳䛶䛔䜎䛩䛜䚸調査研究校௨外䛾ᑠ䞉中学校䛾教職員䛾意識䜢高䜑䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹䛻䛴䛔䛶䛿䚸調査研究校䛾ྲྀ組䜏等䜢踏䜎え䚸ᕷ立ᑠ䞉中学校䛷情報共᭷䜢図䜚
䛺䛜䜙䚸ᑟ入䛻向䛡䛶進䜑䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷学校䜢支え䜛地域䛾༠力者䛜䚸特ᐃ䛾人䛻限䜙䜜䛶䛔䜛現状䛻䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸地域全体䛷子䛹䜒䛾学䜃䛾環境
䛵䛟䜚䜢進䜑䛶䛔䛟䛣䛸䛜求䜑䜙䜜䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷ᖹ成㻟㻜ᖺ㻠᭶䛛䜙䛾ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮䛾ᑟ入䛻向䛡䛶䛿䚸調査研究校䛷༠議䜢䛧䚸機会䜢捉え䛶ᕷ立全
ᑠ䞉中学校䛷䛾共通理解䜢図䜚䛺䛜䜙進䜑䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹䛻䛴䛔䛶䜒調査研究校䛷䛾ྲྀ
組䜏䜢情報共᭷䛧䛺䛜䜙䚸各中学校༊䛻䛚䛔䛶準備䜢進䜑䛶䛔䜎䛩䚹
䚷学校䛸地域䛸䛾㛵わ䜚䛻䛴䛔䛶䛿䚸学校㐠営連絡༠議会䠄調査研究校䠅や学校評議員ไᗘ䛻䛚䛔䛶䚸学校䛸
地域䛾情報交䞉情報共᭷䜢図䛳䛶䛚䜚䚸䜎䛯䚸教育全般䛻䛴䛔䛶䛿䚸様々䛺立場䛾方䛷構成䛥䜜䛶䛔䜛䜂䜝䛥
䛝教育創生ᕷ民会議䛷ᕷ民䛾意見䜢聞䛝䛺䛜䜙各種ྲྀ組䜏䜢進䜑䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ᨺ課後䛣䛹䜒教室䛻䛴䛔䛶䛿䚸業開始䛛䜙ᖺ々開設箇ᡤ䜢増や䛧䚸地域䛾༠力䜢得䛺䛜䜙子䛹䜒䛯䛱䛾体
験䛾場䚸学習䛾場䛾ᥦ供䛻ດ䜑䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷学校䞉家庭䞉地域䛜共䛻支え䜛ྲྀ組䛸䛧䛶䚸特色䛒䜛学校䛵䛟䜚業や伝統文学習講ᗙ䛺䛹䛻䛚䛔䛶䚸地域
䛾方䛜子䛹䜒䛯䛱䛻様々䛺体験活動䛺䛹䜢ᥦ供䛧䚸䜎䛯䚸ᨺ課後䛣䛹䜒教室䛻䛚䛔䛶䜒地域䛾方や弘前大学教
育学部䛾学生䛾༠力䜢得䛺䛜䜙進䜑䛶䛔䜎䛩䚹
䚷୍方䛷䚸学校䛸㛵わ䜛地域䛾方䛻䛴䛔䛶䛿特ᐃ䛾人䛯䛱䛻限䜙䜜䛶䛚䜚䚸䛣䜜䜎䛷㛵わ䛳䛶䛝䛯方䛛䜙䛥䜙䛻
広䛢䚸地域全体䛷学校䜢支え䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
 

標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

3.5

- 䠤㻞㻠 H25 H26 䠤㻞㻣

3.31 3.36

施䚷策 1 学校䞉家庭䞉地域䛜共䛻支え䜛環境䛵䛟䜚

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉䛂義務教育䠕ᖺ間䜢㈏䛟䇾学䜃䛸育䛱䇿䛾環境䛵䛟䜚䛃䛸䛂地域䛸䛸䜒䛻䛒䜛学校䛾実現䛃䜢㐩成䛩䜛䛯䜑䚸䛄弘前ᕷ立ᑠ䞉中
学校䛾教育改革䛻㛵䛩䜛ᇶᮏ方針䛅䛻ᇶ䛵䛝䚸学校䞉家庭䞉地域䛜連携䞉༠働䛧䛯ྲྀ組䜢進䜑䜎䛩䚹
䜎䛯䚸学校䛸地域䛜連携䞉༠働䛧䛶子䛹䜒䛯䛱䜢育䛶䜛意識や機㐠䜢高䜑䛶䛔䛟䛯䜑䚸䜂䜝䛥䛝教育創生ᕷ民会議䛷༠議
䛧䛶䛔䛟䛸䛸䜒䛻䚸大学生䜢含䜐地域䛾多様䛺方々䛾参⏬䜢得䛶䚸ᨺ課後等䛾居場ᡤ䛾確保ཬ䜃学習䞉体験䞉交流活動
等䜢行う䛺䛹子䛹䜒䛯䛱䛾教育環境䛾充実䛻ດ䜑䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

各中学校༊䛾ᑠ中連携推進༠
議会䛷実施䛩䜛自己評価䛻䛚
䛡䜛各㡯目䛾㻠段㝵評価䛾ᖹ均
値

- 2.95 3.19

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 1 連携䞉༠働䛻䜘䜛学䜃䛾保㞀
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

教育自立圏構築推進
業

䚷自立的䛷持⥆ྍ能䛺教育
機能䜢᭷䛧䛯䚸中学校༊䜢ᇶ
┙䛸䛧䛯圏域䛷䛒䜛䛂教育自
立圏䛃䛾形成
䚷ᖹ成䠏䠌ᖺᗘ䛛䜙䛾ᑠ中୍
㈏教育䝅䝇䝔䝮等䛾ᑟ入䛻
向䛡䛶調査研究䛾推進

䞉調査研究校䠖〈㔝中学校
༊䚸東目屋中学校༊䚸第୕
中学校༊䚸石川中学校༊䠄計
㻝㻜校䠅
䞉教育自立圏検討会議䠄㻠
回䠅䚸各種作業部会䠄㻣回䠅䛾
実施
䞉ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮䛂䠏䛴
䛾教育䝥䝷ン䛃䛾検討
䞉学校㐠営連絡༠議会䛾組
⧊編成䚸試行㐠用
䞉教育自立圏周知用䝸䞊䝣
䝺䝑䝖作成䚸配ᕸ

䚷教育自立圏䛾構築䛻向䛡
䛶䚸検討会議等䛾各種会議
や調査研究校䛾ྲྀ䜚組䜏䛻
䜘䜚䚸ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮
䛾ไᗘ設計や䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇
䜽䞊䝹䛾組⧊編成䛜計⏬通
䜚進䜣䛷䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸ᖺ
ᗘ中䛻必要䛺規則等䜢ไᐃ
䛧䚸ᖹ成䠏䠌ᖺᗘ䛾䝇䝍䞊䝖䛻
向䛡䛶準備䜢進䜑䜎䛩䚹

4,061

䚾学校䛵䛟䜚推進課䚿

ᨺ課後子䛹䜒教室業

䚷就学児童䞉生徒䜢ᑐ象䛻䚸
ᨺ課後等䜢Ᏻ全䞉Ᏻ心䛻過䛤
䛩䛯䜑䛾活動ᣐⅬ䠄居場ᡤ䠅
䜢確保䛧䚸地域ఫ民や教員䜢
目指䛩学生䛺䛹䛾参⏬䜢得
䛶䚸学習や䝇䝫䞊䝒䞉文芸
術活動䚸地域ఫ民䛸䛾交流
活動等䛾機会䜢ᥦ供

<ᨺ課後子䛹䜒教室>
䞉実施個ᡤ䚷㻟箇ᡤ䠄୕大䚸
西䚸ᯇ原ᑠ䠅
䞉実施期間䚷ᖹ成㻞㻤ᖺ㻡᭶～
ᖹ成㻞㻥ᖺ㻞᭶
䞉実施回数䚷延䜉㻢㻟回
䞉参ຍ児童数䚷延䜉㻝㻘㻜㻜㻥ྡ
<㻮i㻮i䛳䛸䝇䝨䞊䝇>
䞉実施個ᡤ䚷㻤箇ᡤ䠄総合学習
䝉ン䝍䞊䜋䛛㻣䛛ᡤ䠅
䞉実施期間䚷ᖹ成㻞㻤ᖺ㻡᭶～
ᖹ成㻞㻥ᖺ㻞᭶
䞉参ຍ児童生徒数䚷延䜉
㻞㻘㻜㻜㻤ྡ

䚷業実施箇ᡤ䜢増や䛧䛶䛔
䛝䜎䛩䛜䚸地域ఫ民䛾༠力㛵
ಀ䛾構築䛸䛭䛾確保䛜課㢟䛸
䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

1,509

䚾生涯学習課䚿

ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮
推進業

䚷全䛶䛾中学校༊䛜実施䛩
䜛ᑠ中連携教育䜢推進䛩䜛
ྲྀ䜚組䜏䛻ᑐ䛧䚸各中学校༊
ෆ䛾学校数䛻応䛨䛶䚸䛭䛾経
費䜢補ຓ

○ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮推
進業費補ຓ金䛾交付
䚷䞉交付ඛ䠖㻝㻢中学校༊学校
㐠営連絡༠議会

○ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮推
進研修会

䚷調査研究校䛷ྲྀ䜚組䜣䛷䛔
䜛ᑠ中୍㈏教育䝅䝇䝔䝮䛾
構築䜢視㔝䛻䚸引䛝⥆䛝ᑠ中
連携教育䛾充実䜢図䜚䚸䛂義
務教育䠕ᖺ間䜢㈏䛟䇿学䜃䛸
育䛱䇿䛾環境䛵䛟䜚䛃䛾実現䜢
目指䛧䚸学校䞉家庭䞉地域䛾
教育力向ୖ䜢図䜛必要䛜䛒䜚
䜎䛩䚹

1,502

䚾学校指ᑟ課䚿

䜂䜝䛥䛝教育創生ᕷ民
会議

䚷弘前ᕷ教育振興ᇶᮏ計⏬
䛻ᇶ䛵䛝䚸学校䚸家庭䚸地
域䚸行ᨻ䛜୍体䛸䛺䛳䛶総合
的䛛䛴計⏬的䛻教育䜢推進
䛩䜛䛯䜑䛻設置

○䜂䜝䛥䛝教育創生ᕷ民会
議䛾開催
䞉開催時期䞉回数䠖㻢᭶䞉㻝㻜᭶䞉
㻞᭶䚷㻟回
䞉開催場ᡤ䠖中央公民館岩木
館
䞉出席者䠖委員㻢㻤人

䚷様々䛺立場䛾人物䛷構成
䛧䛶䛔䜛ᮏ会議䛾特色䜢活䛛
䛧䚸後䛿教育機㛵䛻限䜙
䛪䚸ᕷ民䚸行ᨻ䚸㛵ಀ機㛵䛜
୍体䛸䛺䛳䛶ྲྀ䜚組䜑䜛䜘う䛺
機能䜢持䛯䛫䜛必要䛜䛒䜚䜎
䛩䚹

596

䚾学校䛵䛟䜚推進課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

伝統文学習講ᗙ 䚷岩木地༊ᑠ䞉中学校䜈地元䛾講師䜢派遣䛧䚸䜽䝷䝤活動
や総合的䛺学習䛾時間䜢利用䛧䛶児童生徒䛻津軽୕味線
やⓏ山囃子䛺䛹地域䛾伝統芸能や文䞉Ṕྐ䛻䛴䛔䛶学
習

478

䚾生涯学習課䚷中央公民館岩木館䚿

ᑠ䞉中学校特色䛒䜛学校䛵䛟䜚業
䚷地域䛾人ᮦ䜢講師䛸䛧䛶招䛝䚸農産物䛾᱂ᇵや䛽䜇䛯〇
作䛺䛹䛾特色䛒䜛学校䛵䛟䜚䜢推進

928

䚾学務健康課䚿

学校評議員ไᗘ 䚷学校㐠営䛻㛵䛧䚸保護者や地域ఫ民䛾意向䜢把握䞉映
䛧䛺䛜䜙䛭䛾༠力䜢得䜛䛸䛸䜒䛻䚸学校䛸䛧䛶䛾ㄝ明㈐任䜢
果䛯䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘う䚸学校評議員䜢ᑠ䞉中学校䛻配
置

2,260

䚾学務健康課䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

ᑠ䞉中学校䛻配置䛥䜜䛯特ู支
援教育支援員䛾人数

着実䛻増員䛥䜜䚸目標値䜢㐩成䛧䜎䛧䛯䚹䛧䛛䛧䚸学校䛛䜙䛿更䛺䜛増員䛜求䜑䜙
䜜䛶䛚䜚䚸各校䛾状況䜢把握䛧䛺䛜䜙ᣑ充䜢図䛳䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

当ᕷ䛻䛚䛡䜛特ู支援教育䛿䚸┴ෆ䛻䛚䛔䛶䜒ඛᑟ的䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛝䛶䛚䜚䚸ᖹ成㻞㻡ᖺᗘ䛛䜙㻟ᖺ間䚸国䛾䝰
䝕䝹地域䛻指ᐃ䛥䜜䛂䜲ン䜽䝹䞊䝅䝤教育䝅䝇䝔䝮構築䝰䝕䝹業䛃䛾実践的研究䜢行䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹教職員䛾
参考図書ཬ䜃研修教ᮦ䛸䛧䛶作成䛥䜜䛯䝝ン䝗䝤䝑䜽䜒弘前ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻配付䛥䜜䚸指ᑟ䛻役立䛶䜙䜜䛶
䛔䜎䛩䚹学䜃䛾༠力員䛾学校支援や䚸特ู支援教育支援員䛾増員配置䛻䜘䜚䚸共生社会䛻向䛡䛯䜲ン䜽䝹䞊䝅
䝤教育䝅䝇䝔䝮䛾構築䛜着実䛻進䜣䛷䛔䜎䛩䚹

課
㢟

通常䛾学⣭䛻䛚䛡䜛配慮䛾必要䛺児童生徒䛾指ᑟ䞉支援䛻䛴䛔䛶校ෆ体ไ䛾強䚸教員䛾意識䛸指ᑟ力䛾向
ୖ䚸支援員䛾増員や配置䛾工ኵ等䛜必要䛷䛩䚹䜎䛯䚸䜲ン䜽䝹䞊䝅䝤教育䛾理念䛾ᾐ透䛻䛴䛔䛶䛿䚸教職員や
保護者䚸地域ఫ民䛻ᑐ䛧䛶䚸周知䜢⥅⥆的䛻図䛳䛶䛔䛟䛣䛸䛜必要䛷䛩䚹

H29


中
評
価

現在䚸当ヱ施策配ୗ䛻䛒䜛計⏬業ཬ䜃㛵連業䛿全䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬通䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䛯䛰䛧䚸子䛹䜒䛯䛱䛾教育的䝙䞊䝈䛻応え䜘う䛸䛩䜛学校䛛䜙䛾要望䛜高䛔特ู支援教育支援員䛻䛴䛔䛶䛿䚸
支援員䛾配置等䛾工ኵや配置人数䜢増員䛧䛶䛔䜛䜒䛾䛾䚸十ศ䛻応え䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛶䛔䜎䛫䜣䚹後䜒引䛝⥆䛝
増員䛧䚸特ู䛺配慮䜢要䛩䜛児童生徒䜢支援䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

少子䛻䜘䜚ᕷ立ᑠ䞉中学校䛾児童生徒数䛜減少䛧䛶䛔䜛୍方䛷䚸特ู支援学⣭在籍者数䛿増ຍ傾向䛻䛒䜚
䜎䛩䚹䜎䛯䚸通常䛾学⣭䛻在籍䛧䛺䛜䜙通⣭指ᑟ教室䛷指ᑟ䜢ཷ䛡䛶䛔䜛児童生徒数䜒増ຍ傾向䛻䛒䜚䚸䠏ᖺ前
䛻比䜉䜛䛸約䠐割増え䛶䛔䜎䛩䚹
児童生徒䛾個性や特性䛿多様䛧䛶䛔䜛状況䛻䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸後䛿子䛹䜒୍人୍人䛾教育的䝙䞊䝈䛻応え䛶
䛔䛟教育環境䛾充実䛻ດ䜑䚸ศ䛛䜛授業䛵䛟䜚䚸Ᏻ心䛧䛶過䛤䛫䜛㞟団䛵䛟䜚䚸特ู支援教育䛾充実䛺䛹䛜୍層
必要䛷䛒䜛䛸考え䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻞㻡人

䠤㻞㻝 䠤㻞㻡 H26 H27 H28

㻞㻡人 㻞㻤人

施䚷策 2 共生社会䛻向䛡䛯教育ᇶ┙䛾確立

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉特ู支援学⣭や通⣭指ᑟ教室䛺䛹連⥆性䛾䛒䜛䛂多様䛺学䜃䛾場䛃䜢確保䛧䛴䛴䚸㞀䛜䛔䛾䛒䜛子䛹䜒䛸䛺䛔子䛹䜒
䛜䚸子䛹䜒୍人୍人䛾教育的䝙䞊䝈䛻応䛨䛯合理的配慮䛾䜒䛸䚸䛷䛝䜛䛰䛡ྠ䛨場䛷共䛻学䜆䛣䛸䛜䛷䛝䜛教育環境䜢構
築䛩䜛䛯䜑䛻䚸䛂弘前ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛䜲ン䜽䝹䞊䝅䝤教育䝅䝇䝔䝮推進䝡䝆ョン䛃䜢展開䛧䜎䛩䚹
䜎䛯䚸䛣䛾推進䝡䝆ョン䛾理念やྲྀ組䜢広䛟周知䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸㞀䛜䛔䛾䛒䜛子䛹䜒䜈䛾適ษ䛺指ᑟ䞉支援䜢行う䛯䜑䛻䚸研
修䜢実施䛩䜛䛺䛹教員䛾資質向ୖ䜢図䜚䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

特ู支援教育支援員䛾配置人
数

㻝㻢人 㻞㻟人 㻞㻠人

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 1 連携䞉༠働䛻䜘䜛学䜃䛾保㞀
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

㞀䛜䛔児幼児教育業
䚷心身㞀䛜䛔児䜢ཷ䛡入䜜䚸
特ู支援教育䜢実施䛩䜛⚾
立幼稚園ཬ䜃ㄆᐃ䛣䛹䜒園
䜢設置䛩䜛学校法人䛻ᑐ䛧䚸
人件費䛾୍部䜢補ຓ

䞉補ຓᑐ象園䚷㻟園䚸園児数
㻟人
䞉補ຓ金㢠䚷 㻢㻞㻠㻜㻜㻜
䠄文幼稚園㻞㻜㻤㻘㻜㻜㻜䠅
䠄ⱝ草幼稚園㻞㻜㻤㻘㻜㻜㻜䠅
䠄ᰘ⏣幼稚園㻞㻜㻤㻘㻜㻜㻜䠅

㞀䛜䛔䜢持䛴幼児䛾支援䛾
䛒䜚方䛻䛴䛔䛶䚸ᕷ教委䛸⚾
立幼稚園䛾滑䛺༠力体ไ
䜢作䜚ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䛟䛣䛸䛸
䛧䚸当ヱ業䛾援ຓ䜢後䜒
引䛝⥆䛝⥅⥆䛩䜛䛣䛸䛜求䜑
䜙䜜䜎䛩䚹

624

䚾学務健康課䚿

特ู支援教育体ไ推
進業

䚷特ู支援学⣭ཬ䜃通⣭指
ᑟ教室䛾授業䜢特ู支援教
育担当指ᑟ主䛜参観䛧䚸
授業䛻䛴䛔䛶担任等䛸䛾䝕䜱
䝇䜹䝑䝅ョン䜢行う䛣䛸䛻䜘䜚䚸
特ู䛺支援䜢必要䛸䛩䜛児
童生徒䛻ᑐ䛩䜛指ᑟ䛻䛴䛔
䛶特ู支援学⣭ཬ䜃通⣭指
ᑟ教室担当者䛜研修䛩䜛機
会䜢確保䛧䚸䜘䜚䜘䛔指ᑟ䛾
䛒䜚方䛻䛴䛔䛶研修䜢実施

○特ู支援䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊
䚷訪問
䚷䞉実施時期䞉回数䠖㻢᭶～㻞᭶
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻞㻡回
䚷䞉実施場ᡤ䠖ᑠ䞉中学校
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㻞㻡校䠅

䚷特ู支援学⣭担当教員䛾
資質向ୖ䛾䛯䜑䚸計⏬的䛻
⥅⥆䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

0

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

特ู支援教育支援員
配置業

䚷多動傾向や要護䛺䛹㞀
䛜䛔䛾䛒䜛児童生徒䛻ᑐ䛧䚸
学校生活ୖ䛾補ຓや学習活
動ୖ䛾支援䛺䛹䜢行う䛯䜑䚸
特ู支援教育支援員䜢配置

○支援員䛾配置
䚷䚷ᑠ学校䠖㻝㻣校  㻞㻝ྡ
䚷䚷中学校䠖 㻣校   㻣ྡ
䚷䚷䚷䚷計䚷䚷䚷䚷㻞㻤ྡ
※う䛱ᑠ学校䠎校䠎ྡ䛿䚸㻝㻝
᭶䛛䜙臨時的䛻配置䚹

䚷支援員䛾配置等䛾工ኵ䛻
䜘䜚効果的䛺活用䜢図䛳䛶䛔
䜛䜒䛾䛾䚸子䛹䜒䛾教育的
䝙䞊䝈䛻応䛨䜛ຍ配要望䛻
ᑐ䛩䜛充足率䛜ప䛔䛣䛸䛛
䜙䚸後䜒引䛝⥆䛝ᣑ充䛩䜛
必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

23,578

䚾学務健康課䚿

䜲ン䜽䝹䞊䝅䝤教育䝅
䝇䝔䝮構築業

䚷㞀䛜䛔䛾䛒䜛子䛹䜒䜒䛺䛔
子䛹䜒䜒䛷䛝䜛䛰䛡୍緒䛻学
習䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛教育環境
䛾整備䜢推進䛩䜛䛯䜑䚸学䜃
䛾༠力員䜢配置䛩䜛䛸䛸䜒
䛻䚸䠥䠟䠰機器䛾活用䛻䜘䜚合
理的配慮䛾実践的研究䜢実
施

䚽ᮏ業䜢学校教育改革室
䛛䜙教育䝉ン䝍䞊䜈移管
○ᑠ䞉中学校䜈䛾学䜃䛾༠
力員䛾派遣業
䠄学校䜈䛾ຓ言䞉校ෆ体ไ構
築䛻向䛡䛯支援䞉教育的資
源䠄་療䞉福祉等䠅䛸䛾連携䛾
体ไ䛵䛟䜚䛺䛹䠅
䚷䞉学䜃䛾༠力員䠖㻠ྡ
䚷䞉ᣑ大務局会議䠖ᖺ㻝㻞回
○䝸䞊䝎䞊的教員育成䛾䛯
䜑䛾長期講ᗙ䛾実施

学䜃䛾༠力員䛾派遣䚸㻵㻯T機
器䛾整備䚸長期講ᗙ䛾実
施䚸合理的配慮䛻㛵䛩䜛実
践的䛺研究䛺䛹䜢進䜑䛶䛝䛯
䛣䛸䛷䚸学校䛻䛚䛡䜛䜲ン䜽
䝹䞊䝅䝤教育䛾理念䛾理解
䛸求䜑䜙䜜䜛体ไ䛵䛟䜚䛜進
䜣䛷䛝䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ᖹ成䠎䠔ᖺ䛻策ᐃ䛧䛯䛂弘前
ᕷ立ᑠ䞉中学校䛻䛚䛡䜛䜲ン
䜽䝹䞊䝅䝤教育䝅䝇䝔䝮推進
䝡䝆ョン䛃䛻ᇶ䛵䛝䚸学校䛻䛚
䛡䜛୍層䛾理解䛸意識䛾高䜎
䜚䜢目指䛧䛶䛔䜎䛩䚹

1,578

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

教育支援委員会専門員研修会 䚷専門員䛾資質向ୖ䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸教育支援委員会䛾
滑䛺㐠営䛻資䛩䜛䛯䜑䚸弘前ᕷ教育支援委員会専門員䛜
作成䛩䜛㛵ಀ書類䛻䛴䛔䛶研修䜢行うྲྀ組䜢実施

-

<教育䝉ン䝍䞊>

教育講演会 䚷᪥的教育課㢟㻔特ู支援教育䛻㛵䛩䜛ෆ容䠅䛻䛴䛔䛶䚸
専門的知識䜢᭷䛩䜛講師䜢招聘䛧䛶講演会䜢開催䛩䜛䛣䛸
䛷䚸教職員䛾資質向ୖ䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸保護者や୍般ᕷ民
䛻ᑐ䛧䚸学校䛸䛾連携や教育䜈䛾理解䜢深䜑䜛ྲྀ組䜢実施

106

<教育䝉ン䝍䞊>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

緊急的学習支援員配置業
䚷児童生徒䛾疾病等䛻䜘䜚䚸学校側䛻䛚䛔䛶ຓ䜢要䛩䜛
児童䛻ᑐ応䛩䜛学習支援員䜢配置

875

<学務健康課>
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

䜰ン䜿䞊䝖䛻䜘䜚講ᗙෆ容䛾活
用状況䜢調査

目標値䜢㻥㻤%䛸設ᐃ䛧䛶䛔䜎䛧䛯䛜䚸ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛿目標値䜘䜚㻜㻚㻢䝫䜲ン䝖ୖ回䛳䛶
䛚䜚䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

ᖹ成䠎䠓ᖺᗘ䛾講ᗙෆ容䛾授業䜈䛾活用意欲䛾割合䛿䚸目標値䛾㻥㻤%䜢ୖ回䜚䜎䛧䛯䚹䛣䜜䛿䚸ཷ講䛧䛯教師
䛜䚸講ᗙ䛷身䛻付䛡䛯ෆ容䜢学校䜈持䛱ᖐ䜚䚸授業改善䛻役立䛶䜘う䛸䛩䜛割合䛜高䜎䛳䛯䛣䛸䛾現䜜䛸言え䜎
䛩䚹
䚷䛣䛾䛣䛸䛿䚸教師䛾自己研鑽䛿䜒䛸䜘䜚䚸直接的䛻授業䜢ཷ䛡䜛児童生徒䜈䛾指ᑟ䛾改善䛜見込䜎䜜䚸研修䛾
推進䛸確䛛䛺学力䛾向ୖ䛻寄䛩䜛䛣䛸䛜期待䛥䜜䜎䛩䚹

課
㢟

䚷学校現場䛾多忙䛸課㢟䛾多様䛻䜘䜚䚸教師䛾研修䛻ᑐ䛩䜛䝙䞊䝈䜒複雑䛩䜛䛣䛸䛜予想䛥䜜䜎䛩䚹䛭䛣
䛷䚸䜰ン䜿䞊䝖䛾結果䛛䜙研修ෆ容や実施時期䚸回数等䛾見極䜑䛸企⏬㐠営䛩䜛指ᑟ主等䛾工ኵ䛜㔜要䛻
䛺䜛䛸考え䜙䜜䜎䛩䚹

H29


中
評
価

ᖹ成䠎䠑ᖺᗘ䛛䜙䠏ᖺ間䛷全教員䠄校長䞉教頭䜢除䛟䠅䛜悉皆䛷ཷ講䛩䜛授業䛵䛟䜚ワ䞊䜽䝅ョ䝑䝥䛜終了䛧䜎䛧
䛯䚹悉皆䛺䛜䜙䚸ཷ講者䛾満足ᗘ䛿高䛟䚸教員䛾研修意欲䛜感䛨䜙䜜䜎䛧䛯䚹国䛾動向䛻合わ䛫䚸外国語䞉英語
教育䞉㻵㻯T活用教育䞉㐨ᚨ䛻㛵䛩䜛講ᗙ䛻䛴䛔䛶ෆ容や回数等䜢工ኵ䛧充実䜢図䜚䜎䛧䛯䛜䚸参ຍ率䛿伸䜃ᝎ
䜣䛷䛔䜎䛩䚹୍方䚸各校䛻䛚䛡䜛校ෆ研修䛿䚸指ᑟ主䛾要請䜒多䛟䚸計⏬的䛻熱心䛻行わ䜜䛶䛔䜎䛩䚹各校
䛾学校課㢟䛸国䞉┴䞉ᕷ䛾教育課㢟䛾解決䛻䛴䛔䛶䚸指ᑟ力向ୖ䛾優ඛ㡰䛸教員䛾実態䛻応䛨䛯研修䛾䛒䜚
方䜢示䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹新学習指ᑟ要領䛜示䛥䜜䛯䛣䛸䛛䜙䚸後䛿全面実施䛻向䛡䚸更䛻研修ෆ容䛾
充実䜢図䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

教職員䛿自䜙䛾資質向ୖ䜢図䜛䛯䜑䚸自Ⓨ的䛻研修講ᗙ䜢ཷ講䛧䚸ཷ講ෆ容䜢᪥々䛾授業䛻積極的䛻活用䛧
䛶䛔䜎䛩䚹
䛥䜙䛻䚸ᕷ教育委員会指ᑟ主䛜学校䜢訪問䛧䚸校ෆ研修䛷䛾授業実践䜈䛾指ᑟ䞉ຓ言や䚸要請䛥䜜䛯䝔䞊䝬
䛻ᇶ䛵䛝講義䜢行う要請訪問䜒ẖᖺ䠍䠌䠌件௨ୖ䛾依頼䛜䛒䜚䚸各校䛻䛚䛔䛶䚸校ෆ研修計⏬䛻ᇶ䛵䛔䛯授業
改善や教職員䛾資質向ୖ䛻向䛡䛯ྲྀ組䛜䚸計⏬的䞉⥅⥆的䛻行わ䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛜わ䛛䜚䜎䛩䚹
䛧䛛䛧䚸教育課㢟䛾多様䛜進䜏䚸研修䛾必要性䛜高䜎䜛୍方䚸学校現場䛻䛚䛔䛶䛿多忙䛻䜘䜚䚸研修時間
䜢十ศ䛻確保䛩䜛䛣䛸䛜㞴䛧䛔䛸䛔う課㢟䜒䜏䜙䜜䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

98.0%

- - H26 H27 H28

98.9% 98.6%

施䚷策 1 指ᑟ力䜢高䜑䚸自己目標䜢実現䛩䜛教員䛾養成

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷教員䛾自己研鑽䛸困㞴䛺課㢟䜢ྠ僚䛸༠働䛷解決䛧䚸教員୍人୍人䛜指ᑟ力䜢高䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸社会䛾急㏿䛺進展䛻
䜘䜛知識䞉ᢏ能䛾⤯え䛦䜛ๅ新䛾䛯䜑䛾᥈究心䜢䜒䛱䚸学䜃⥆䛡䜛教師䛾育成䛻ດ䜑䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

講ᗙཷ講者䛾授業䜈䛾活用意
欲䛾割合

- - 96.1%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 2 教員䛾資質䛾向ୖ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

造形教育調査研究業 䚷児童生徒䛾図⏬工作䞉美術作品等䛾審査䚸展示等䜢通䛧
䛶䚸造形教育䛾質的向ୖ䛸教員䛾資質向ୖ䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸
ᑠ中美術展開催䞉㐠営䜢通䛧䛶児童生徒䛻䜘䜛造形活動䜈
䛾୍般ᕷ民䛾理解䜢深䜑䜛ྲྀ組䜢実施

102

<学校指ᑟ課>

初任者研修䛂䜅䜛䛥䛸䛾教育研修䛃 䚷故郷䛻根䛦䛧䛯教育䛾大ษ䛥䜢知䜛䛸䛸䜒䛻䚸教員䛸䛧䛶䛾
使命感䜢養䛔䚸幅広䛔知見䜢得䛥䛫䚸実践的指ᑟ力䛸資質
䛾向ୖ䜢図䜛䛯䜑䛾研修䜢行うྲྀ組䜢実施

11

<学校指ᑟ課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

校ෆ研修講師派遣業
䚷教育活動䛾活性䞉効率ཬ䜃教員䛾資質向ୖ䜢目的䛸
䛧䛯ᑠ䞉中学校校ෆ研修会䜈䛾謝金䜢補ຓ

157

<学校指ᑟ課>

要請訪問 䚷各ᑠ䞉中学校䛜指ᑟ主派
遣要請計⏬表䜢ᥦ出䛧䚸調
整後担当指ᑟ主䛜各校䜢
訪問

䞉延䜉訪問総数䠖㻝㻜㻥件䠄ᑠ教
研䚸中教研等䛾要請䜢除䛟䠅
䞉講義䚸演習等学習会䛾総
数䠖ᑠ学校㻝㻝件䚸中学校㻝件
䞉授業研究䚸༠議会䛾総数䠖
ᑠ学校㻡㻣件䚸中学校㻠㻜件

䚷要請ෆ容䛿䚸各学校䛾校
ෆ研修計⏬䛻ᇶ䛵䛟䜒䛾䚸現
職教育䚸ᕷ教委䛾学校教育
指ᑟ䛾方針䛸㔜Ⅼ䜢踏䜎え䛯
䜒䛾䛷䛒䜚䜎䛧䛯䛜䚸䠥䠟䠰活用
教育や情報䝰䝷䝹䚸㐨ᚨ䛾
教科䛻㛵䛩䜛要請䛺䛹䜒䛒
䜚䚸必要性䛜明確䛻䛺䛳䛶䛝
䜎䛧䛯䚹

290

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

弘前ᕷ教育委員会教
職員研修䞉講ᗙ

䚷教育委員会䛂教職員研修体
系䛃䜢ᇶ䛻䚸適ษ䛺研修ෆ容
䛸機会䜢ᥦ供䛩䜛䛣䛸䛷䚸教
員䛾資質向ୖ䛻ດ䜑䜛ྲྀ組
䜢実施

○各研修会䞉講ᗙ䞉長期研修
䛾実施
䚷䞉実施時期䠖㻠᭶～㻞᭶
䚷䚷㻖ᇶᮏ研修䚷 㻞種䚷 㻟回
䚷䚷㻖職務研修  㻝㻝種䚷㻞㻜講ᗙ
䚷䚷㻖専門研修䚷㻝㻡種䚷㻟㻟講ᗙ
䚷䚷㻖特ู研修䚷 㻢種䚷㻞㻟講ᗙ
䚷䞉実施場ᡤ䠖総合学習䝉ン
䝍䞊䚷䜋䛛

䚷昨䛾教育改革䛾動向䜢
睨䜏䚸教員䛾䝙䞊䝈䛻合わ
䛫䛯研修会や講ᗙ䜢実施䛧
䛶䛔䜎䛩䛜䚸講ᗙ䛾開催᭶
᪥䛜学校行䛸㔜䛺䜛䛺䛹䚸
ཷ講䛧䛻䛟䛔状況䜒見䜙䜜䜛
䛾䛷精選䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎
䛩䚹

213

䚾教育䝉ン䝍䞊䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

研究指ᐃ校研究報告 䚷昨ᖺᗘ䛛䜙㻜㻚㻠䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛿ᕷ立ᑠ䞉中学校㻡㻝校䛾う䛱䚸㻝㻝校䛻研究䜢委ク䛧䜎䛧䛯䚹研究委ク数䛜減䜚䚸ᖺᗘ䛻䜘䜛指標䛾
䜀䜙䛴䛝䛿䛒䜛䜒䛾䛾䚸学校教育䛻㛵䛩䜛課㢟䜢研究䛩䜛䛣䛸䛿䚸校ෆ䛻䛚䛡䜛研修䛾活Ⓨ䛻䛴䛺䛜䜚䚸学校
教育䛾質䚸教員䛾資質䜢高䜑䛶䛔䜎䛩䚹䛥䜙䛻䚸研究成果䜢䛂研修㞟録䛃䛻掲載䛧䚸冊子䜢全職員䛻配ᕸ䛩䜛䛣
䛸䛻䜘䜚䚸ྠ様䛾学校䛾教育課㢟䜢抱え䜛䛾学校䛻䛸䛳䛶参考䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷各ᑠ䞉中学校䛻䛚䛔䛶䛿䚸┴䛾研究指ᐃ校䚸当ᕷ䛾䛾業䛷依頼䛧䛶䛔䜛䛂～䝰䝕䝹校䛃䛂各種調査研究委
員会䛃䛺䛹䚸研究指ᐃ䚸調査༠力䛜多岐䛻わ䛯䛳䛶䛚䜚䚸委ク䜢㈇担䛻感䛨䜛学校䜒出䛶䛝䛶䛔䜎䛩䚹委ク数䛻
䛴䛔䛶検討䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ䛾研究指ᐃ校䛿㻢校䛷䛒䜚䚸昨ᖺᗘ䜘䜚㻡校䛾減少䛸䛺䜚䜎䛧䛯䛜䚸研究指ᐃ校䛷䛿䚸教育界䛾動䛝
や要望䜢映䛥䛫䛺䛜䜙䚸授業䛵䛟䜚や総合的䛺学習䛾時間䛺䛹䚸現在求䜑䜙䜜䜛教育䛻㛵䛩䜛課㢟䛾研究䜢
進䜑䛶䛔䜎䛩䚹
䚷学校㐠営研修会䛿䚸ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䛛䜙䡞教育自立圏䡟䛜全中学校༊䛷実施䛥䜜䜛䛣䛸䛛䜙䚸㻞㻤ᖺᗘ䛛䜙㻟ᖺ連⥆
䛷研修会䜢実施䛩䜛䛣䛸䛸䛧䚸㻞㻤ᖺᗘ䛿䡞ᑠ中୍㈏教育䡟䚸㻞㻥ᖺᗘ䛿䡞䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹䡟䜢䝔䞊䝬䛸䛧䛶䚸䛭䜜
䛮䜜䛾ศ㔝䛷活躍䛥䜜䛶䛔䜛専門家䛻講演䛔䛯䛰䛝䜎䛧䛯䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷学校教育䛻㛵䛩䜛課㢟䛾研究䜢委ク䛧䚸校ෆ䛷䛾研修䜢活Ⓨ䛩䜛䛣䛸䛷䚸学校教育䛾質䛾向ୖ䛜図䜙䜜䛶
䛔䜎䛩䚹各研究指ᐃ校䛷䛿䚸䛂教科䛜好䛝䛃䛾割合䛜増ຍ䛧䛯䜚䚸䜰ン䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊䛾人数䛜減少䛧䛯䜚䛩䜛
䛺䛹䚸設ᐃ䛧䛯䝔䞊䝬䛻㛵䛧䛶成果䛜挙䛜䛳䛶䛔䜎䛩䚹教育課㢟解決䛾㐩成䛻䛴䛔䛶䛾自己評価ᖹ均値䛿䚸ᇶ
準値䜢ୖ回䛳䛯䜚ୗ回䛳䛯䜚䛧䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

3.7

- 䠤㻞㻡 H26 H27 H28

3.4 3.8

施䚷策 2 教育課㢟䛾解決䜢目指䛩研究活動䛾推進

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷᪥䛾㔜要䛺教育課㢟や学校㐠営䛾在䜚方䛻䛴䛔䛶研修䛧䚸教員䛾資質向ୖ䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸課㢟解決䛻向䛡䛶組⧊
的䛻ྲྀ䜚組䜏䚸創意工ኵ䛸活力䛻満䛱䛯学校㐠営䛾䛯䜑䛾研究活動䜢推進䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

研究指ᐃ校䛾学校教育課㢟䛻
ᑐ䛩䜛解決䛾自己評価㻠段㝵䛾
ᖹ均値

- 3.5 3.5

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 2 教員䛾資質䛾向ୖ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

弘前地༊ᑠ学校教育研究༠議会補ຓ金䚸弘前地
༊中学校教育研究会補ຓ金 䚷弘前地༊ᑠ学校教育研究༠議会䚸中学校教育研究会䛜

実施䛩䜛研修業䛻要䛩䜛経費䜢補ຓ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸指ᑟ
ෆ容䛾質的向ୖ䜢図䜛

487

<学校指ᑟ課>

魅力䛒䜛学校䛵䛟䜚調査研究業 䚷ᮏ調査研究䛷䛿䚸意識調査䛾実施䞉考察や䚸学校䚸家庭䛸
䛾連携䛧䛯ᑐ応䜢通䛧䛶䚸Ⓩ校䛾ᮍ然防Ṇ䚸初期ᑐ応䛻
䛴䛔䛶研究䜢進䜑䚸ᮏᕷ䛻䛚䛡䜛ᑐ策䜢推進䛧䜎䛩䚹

432

<教育䝉ン䝍䞊>

造形教育調査研究委員会 䚷ᑠ学校図⏬工作䞉中学校美術䛾指ᑟや連携䛾在䜚方䛻䛴
䛔䛶調査䚸実践研究䜢進䜑䚸成果報告書䜢通䛧䛶情報ᥦ供
䛧䚸ᑠ中連携䛻䜘䜛ᮏᕷ造形教育䛾充実䜢図䜛ྲྀ組䜢実施

27

<教育䝉ン䝍䞊>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

研修㞟録作成 䚷研究指ᐃ校䛾研究成果䚸ᕷ教委主催研修会䛾グ録䜢掲
載䛧䚸教職員䛻配ᕸ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸㞟録䛾活用䜢通䛧䛶ᮏ
学校教育䛾資質向ୖ䜢図䜛

313

<学校指ᑟ課>

学校㐠営研修会

䚷᪥䛾㔜要䛺教育課㢟や
学校㐠営䛾在䜚方䛻䛴䛔䛶
研修䛧䚸教員䛾資質向ୖ䜢
図䜚䚸課㢟解決䛻組⧊的䛻ྲྀ
䜚組䜏䚸創意工ኵ䛸活力䛻満
䛱䛯学校㐠営䜢図䜛䛯䜑䚸第
୍線䛾研究者や専門家䜢講
師䛸䛧䛶招䛝研修会䜢行うྲྀ
組䜢実施

期᪥䠖ᖹ成㻞㻤ᖺ㻡᭶㻞㻠᪥䠄火䠅
場ᡤ䠖弘前ᕷ総合学習䝉ン
䝍䞊
演㢟䠖䡞地域䛸䛸䜒䛻䛒䜛学校
䛵䛟䜚䛾必要性䛸課㢟䡟
講師䠖青森中央学院大学
䚷䚷䚷䚷䚷教授䚷高橋䚷興䚷氏
参ຍ䠖㻥㻝ྡ

䚷㻞㻢ᖺᗘ䜎䛷䛿䚸᪥䛾㔜要
䛺教育課㢟や学校㐠営䛾在
䜚方䛻䛴䛔䛶研修䜢実施䛧䛶
䛝䜎䛧䛯䚹ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䛛䜙䡞教
育自立圏䡟䛜全中学校༊䛷
実施䛥䜜䜛䛣䛸䛛䜙䚸㻞㻤ᖺᗘ
䛛䜙㻟ᖺ連⥆䛷研修会䜢実施
䛩䜛䛣䛸䛸䛧䜎䛧䛯䚹

17

䚾学校指ᑟ課䚿

研究指ᐃ校研究委ク
業

䚷学校教育䛻䛚䛡䜛課㢟䜢解
明䛧䚸䛭䛾成果䜢ᮏᕷ教育䛾
向ୖ䛻資䛩䜛䛯䜑䛻希望䛩
䜛ᕷෆᑠ䞉中学校䛻研究団
体䠄会䠅䜢指ᐃ䛧䚸研究䜢委ク

○研究指ᐃ校䛻委ク䠖㻝㻝団
体
○研究指ᐃ校報告書䛾ᥦ
出䠖㻝㻝団体
○䠎ᖺḟ研究指ᐃ校䛾研究
ෆ容䜢䛂研修㞟録䛃䛻グ載䠖㻣
団体

学校教育䛻㛵䛩䜛課㢟䛾研
究䜢委ク䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᑠ䞉
中学校䛾連携䛧䛯授業研
究䚸授業䜈䛾䠥䠟䠰活用䚸䜰ン
䝎䞊䜰䝏䞊䝞䞊䛾減少䛺䛹䚸
学校教育䛾質䛾向ୖ䛜図䜙
䜜䛶䛔䜎䛩䚹䛂研修㞟録䛃䛻
グ載䛧䛯研究報告䛻䜘䛳䛶䚸
研究指ᐃ校䛾研究ෆ容䞉成
果䛜広䛜䜚䚸ᕷෆ各校䛾研修
䛾活性や教職員䛾資質向
ୖ䛻役立䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹

990

䚾学校指ᑟ課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

ᑠ学㻡ᖺ生䛂勉強䛜好䛝䛰䛃
中学㻞ᖺ生䛂勉強䛜好䛝䛰䛃

計⏬策ᐃ時䛸比較䛧䚸ᑠ学校䛷䛿㻞㻚㻝䝫䜲ン䝖䚸中学校䛷䛿㻠㻚㻥䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧䛶䛔
䜛䛜䚸目標値䜢ୗ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

ᖹ成䠎䠒ᖺᗘ䛛䜙全ᕷ立ᑠ学校全学ᖺ䛷少人数学⣭編ไ䜢実施䛧䚸実施校䛛䜙䛿䛂児童䛻ᑐ䛧䚸䛣䜜䜎䛷௨ୖ
䛻䛝䜑細や䛛䛺指ᑟ䛜行え䜛䜘う䛻䛺䛳䛯䛃䛂多様䛺学習活動䛜ྍ能䛻䛺䛳䛯䛃䛂問㢟行動䛻㛵䛧䚸䜎䛷௨ୖ䛻
᪩期Ⓨ見䞉ᑐ応䛜ྍ能䛻䛺䛳䛯䛃等䛾意見䛜䛒䜚䚸୍ᐃ䛾成果䛜䛒䛳䛯䜒䛾䛸考え䜎䛩䚹
䜎䛯䚸教ᮦ等䛾充実䛧䛯整備䛻䜘䜚䚸学習意欲䜢引䛝出䛩教育環境䛾充実䛜図䜙䜜䛶䛔䜛䛸考え䜎䛩䚹

課
㢟

学習意欲䜢向ୖ䛥䛫䜛手法䛻㛵䛧䚸現在ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䜛業䛻䛴䛔䛶䚸様々䛺側面䛛䜙教育環境䛾在䜚方䜢検
討䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

現在䚸当ヱ施策配ୗ䛾計⏬業䛿䛩䜉䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬䛹䛚䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
教育現場䛻䛚䛔䛶䛿䚸学習意欲䜢向ୖ䛥䛫䜛手法䛻䛴䛔䛶᪥頃䛛䜙研究䛧䚸各種教ᮦ等䛾整備や少人数学⣭
䛷䛾指ᑟ䜢通䛨䛶䚸䜘䜚質䛾高䛔学䜃䛾環境䛵䛟䜚䜢進䜑䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

ᑠ学校䛾少人数学⣭ᣑ充䛺䛹䛻䜘䜚䚸䛂䛝䜑細や䛛䛺指ᑟ䛜行え䜛䜘う䛻䛺䛳䛯䛃䛂多様䛺学習活動䛜ྍ能䛻
䛺䛳䛯䛃䛂問㢟行動䛻㛵䛧䚸䜎䛷௨ୖ䛻᪩期Ⓨ見䞉ᑐ応䛜ྍ能䛻䛺䛳䛯䛃䛺䛹䛸䛔う意見䛜䛒䜚䜎䛩䚹
勉強嫌䛔䛾理⏤䛻䛴䛔䛶䚸学校䛾授業䛜䛴䜎䜙䛺䛔䚸ෆ容䛜ศ䛛䜙䛺䛔䚸将来何䛾役䛻立䛴䛛ศ䛛䜙䛺䛔䛺
䛹䚸䛥䜎䛦䜎䛺理⏤䛜ୖ䛢䜙䜜䚸学習意欲䜢引䛝出䛩䛯䜑䛾ᑐ応方法䜢䛥䜙䛻検討䛩䜛必要䛜䛒䜛䛸考え䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

ᑠ㻡䚷㻤㻜㻚㻜%
中㻞䚷㻢㻜㻚㻜%

H23 H25 H26 䠤㻞㻣 䠤㻞㻤

ᑠ㻡䚷㻢㻡㻚㻥%
中㻞䚷㻡㻥㻚㻝%

ᑠ㻡䚷㻣㻜㻚㻡%
中㻞䚷㻡㻤㻚㻝%

施䚷策 1 学習意欲䜢引䛝出䛩学䜃䛾環境䛾確保

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉䛂学習意欲䛃䛸䛂確䛛䛺学力䛃䛿相㛵㛵ಀ䛻䛒䜚䚸教育現場䛻䛚䛔䛶䛿学習意欲䜢向ୖ䛥䛫䜛手法䛻䛴䛔䛶常᪥頃䛛䜙
研究䛩䜛䛣䛸䛜求䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸各種教ᮦ等䛾整備や少人数学⣭や少人数指ᑟ䜢通䛨䛶䚸䜘䜚質䛾高䛔学䜃䛾
環境䛸教員䛜児童生徒䛸向䛝合う時間䛾確保䛻ດ䜑䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

青森┴学習状況調査䛻䜘䜛ᑠ
学㻡ᖺ生䛸中学㻞ᖺ生䛾勉強䛜
好䛝䛺児童生徒䛾割合

ᑠ㻡䚷㻣㻝㻚㻤%
中㻞䚷㻡㻤㻚㻢%

ᑠ㻡䚷㻢㻤㻚㻠%
中㻞䚷㻡㻟㻚㻞%

ᑠ㻡䚷㻣㻡㻚㻣%
中㻞䚷㻢㻞㻚㻜%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 3 良好䛺教育環境䛾確保
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

教職員䛾多忙ᑐ策䠄学校務䛾効率䠅業 䚷ᕷ立全ᑠ䞉中学校䛷中学校༊䜢中心䛸䛧䛯連携䜾䝹䞊䝥
䜢組⧊䛧䚸学校務䛾学校間連携䛾ྲྀ組䜢通䛨䛶務処理
䛾統୍や効率䜢進䜑䚸教職員䛾務㈇担䜢軽減

-

<学務健康課>

ᑠ䞉中学校特ู支援教育設備整備業
䚷特ู支援学⣭䛾新設䞉増設䛻㝿䛧䚸㞀䛜䛔䛾種類䛻応䛨
䛯教育䜢実施䛩䜛うえ䛷必要䛺設備䜢整備

770

<学務健康課>

ᑠ䞉中学校教ᮦ整備業
䚷䜘䜚充実䛧䛯授業䜢行う䛣䛸䛜䛷䛝䜛環境䜢䛴䛟䜛䛯䜑䚸ᑠ䞉
中学校䛾教ᮦ䞉教ල䜢整備

14,196

<学務健康課>

ᑠ䞉中学校図書整備業
䚷学校図書館䛾蔵書䜢充実䛥䛫䜛䛯䜑䛾計⏬的䛺図書購入 21,587

<学務健康課>

ᑠ䞉中学校理科教育設備整備業
䚷理科教育振興法䛻ᇶ䛵䛟国庫補ຓ䛻䜘䜚䚸各ᑠ䞉中学校
䛾理科䞉数学䛾実験器ල䛺䛹䛾教ᮦ䜢購入

10,992

<学務健康課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

ᑠ䞉中学校統廃合準備業
百沢ᑠ䛜㻴㻟㻜㻚㻠䛻岩木ᑠ䜈統合䛧䜎䛩䚹䜎䛯ᑠ䞉୕和䞉新
和ᑠ䛜統合䛻䛴䛔䛶༠議䜢進䜑䜛予ᐃ䛷䛩䚹䛣䛾䜋䛛䚸教
育改革ᇶᮏ方針䛻䜘䜚統廃合䛾䛯䛯䛝ྎ䜢示䛧䛶䛔䜛ᑠ学
校䛜䠏校䠄୕省䚸青ᰗ䚸大和沢䠅䛒䜚䚸引䛝⥆䛝保護者や地域
䛸䛾意見交䜢㔜䛽䜎䛩䚹

-

<学校䛵䛟䜚推進課>

⚾立幼稚園教ᮦ費補
ຓ業

䚷弘前ᕷෆ䛾⚾立幼稚園ཬ
䜃ㄆᐃ䛣䛹䜒園䜢設立䛩䜛学
校法人䛾設置者䛻ᑐ䛧䚸教
ᮦ費䞉教ල䛻ಀ䜛経費䛾୍部
䜢補ຓ

○補ຓᑐ象䠖㻟法人

䚷子䛹䜒子育䛶支援新ไᗘ䛻
移行䛧䛶䛔䛺䛔⚾立幼稚園
䛻䚸教ᮦ費䛻ಀ䜛経費䛾୍
部䜢補ຓ䛩䜛䛣䛸䛷䚸幼児教
育䛾充実䛜図䜙䜜䛶䛔䜛䛣䛸
䛛䜙維持䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎
䛩䚹

2,030

䚾学務健康課䚿

⚾立高等学校教育振
興費補ຓ業

䚷⚾立学校教育䛾振興䜢図
䜛䛯䜑䚸ᕷෆ䛾⚾立高等学
校䛾施設䛾整備䠄備品購入
費䠅䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

○交付件数䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻠件
 交付ඛ䠖ᰘ⏣女子高等学校
 䚷䚷䚷䚷䚷弘前学院聖愛高等
䚷䚷䚷䚷䚷学校
 䚷䚷䚷䚷䚷東奥義塾高等学校
 䚷䚷䚷䚷䚷弘前東高等学校

䚷当ヱ補ຓ業䜢⥅⥆䛧䛶䜋
䛧䛔᪨䛾要望䛜䛒䜚䚸⚾立高
等学校䛜教育振興䛻果䛯䛧
䛶䛔䜛役割䛾㔜要性䛻鑑䜏䚸
現在䛾補ຓไᗘ䚸水準䜢維
持䛧䛯䛔䛸考え䜎䛩䚹

4,901

䚾教育ᨻ策課䚿

ᑠ学校少人数学⣭ᣑ
充業

䚷┴業䛻䜘䜚実施䛧䛶䛔䜛
ᑠ学校䠍ᖺ生䛛䜙䠏ᖺ生䜎䛷
䛾少人数学⣭編成䛂䛒䛚䜒
䜚䛳子育䜏䝥䝷ン䠎䠍䛃䜢䠐ᖺ
生䛛䜙䠒ᖺ生䜎䛷ᕷ䛾༢独
業䛷実施

常勤臨時講師䚷䚷全㻤ྡ䜢配
置
䠄ᑐ象校㻡校䠅
学習支援員䚷䚷䚷全㻣ྡ䜢配
置
䠄ᑐ象校㻣校䠅

䚷┴業䛷ᑠ学校全学ᖺ䛾
少人数学⣭編ไ䜢実施䛩䜛
䜘う求䜑䛶䛔䛝䜎䛩䛜䚸䛭䛾
間䛿䚸ᕷ༢独業䛸䛧䛶維持
䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

31,927

䚾学務健康課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

支給㢠䠋ᑐ象者 計⏬策ᐃ時䛸比較䛧支給䛧䛯㢠䛜微増傾向䛻䛒䜚䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

学用品費等䛾援ຓ䜢実施䛩䜛䛣䛸䛷ᑐ象保護者䛾経῭的㈇担䜢軽減䛧䛶䛔䜎䛩䚹
ᕷ全体䛾児童生徒数䛿ᖺ々減少傾向䛻䛒䜚䜎䛩䛜䚸就学援ຓ䛾ㄆᐃ率䛸䛧䛶䛿横䜀䛔傾向䛻䛒䜚䚸⥅⥆䛧䛶援
ຓ䜢実施䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

課
㢟

పᡤ得者䛜多䛔中䚸保護者䛾経῭的㈇担䛾軽減施策䜢䛹䛾䜘う䛻展開䛧䛶䛔䛟䛛䛜ᕷ䛾課㢟䛷䛩䚹

H29


中
評
価

現在䚸当ヱ施策配ୗ䛾計⏬業䛿䛩䜉䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬䛹䛚䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
後䚸少子䛻伴う学校䛾統廃合等䛻䜘䜚䚸通学距㞳䛜長䛟䛺䜛䛯䜑䛾通学支援䛜୍層必要䛻䛺䜛䛸考え䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

経῭的䛺理⏤䛻䜘䜚就学䛜困㞴䛺児童生徒䛾保護者䛻ᑐ䛧䛶就学援ຓไᗘ䛷ᑐ応䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䜎䛯䚸遠距㞳通学䛾児童生徒䛻ᑐ䛩䜛通学支援䜒実施䛧䛶䛔䜎䛩䚹
課㢟䛸䛧䛶䚸就学援ຓ䛾ᣑ充䛻䛴䛔䛶䚸国䛾就学援ຓ䛾支給ᑐ象品目䛸䛧䛶䜽䝷䝤活動費䚸生徒会費䚸Ｐ䠰Ａ会
費䛜ຍわ䜚支給䜢求䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䛜䚸現在就学援ຓ䛿地方公共団体䛾༢独業䛷䛒䜚䡠当ᕷ䛷䛿全員䛜参
ຍ䛷䛝䜛修学旅行䛸䛺䜛䜘う䚸䜋䜌実費䜢支給䛩䜛䛺䛹䚸国䛜示䛩ᇶ準㢠䜘䜚多䛟支給䛧䛶䛔䜛費目䜒䛒䜚䜎䛩䚹
追ຍ䠏費目䛾支給䛻䛴䛔䛶䛿䚸教育委員会䛸䛧䛶各学校䛻ᑐ䛧༠力䜢求䜑䛶䛔䛟必要䛜䛒䜛䛸考え䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻤㻤㻘㻞㻢㻣

H21 䠤㻞㻠 䠤㻞㻢 H27 H28

㻤㻤㻘㻟㻢㻤 㻥㻝㻘㻝㻡㻞

施䚷策 2 就学等䛾支援

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

経῭的理⏤䛛䜙適ṇ䛺教育䜢ཷ䛡䜛䛣䛸䛜困㞴䛺児童䚸生徒ཬ䜃学生䜢支援䛩䜛䛯䜑䛻䚸䛭䛾保護者等䛻ᑐ䛧就学等
䛻掛䛛䜛資金䛾補ຓや貸付䜢行䛔䜎䛩䚹
䜎䛯䚸遠距㞳通学䛾児童生徒䛾通学䛾確保又䛿保護者等䛻ᑐ䛧䚸通学費䜢支援䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

ᑠ䞉中学校就学援ຓ䛻䛚䛔䛶ᕷ
䛜୍人当䛯䜚䛻支給䛧䛯㢠

㻣㻝㻘㻢㻣㻡 㻤㻢㻘㻡㻤㻟 㻤㻥㻘㻞㻞㻟

施策䛾ᇶᮏ方向 䊡 学䜃䛸育䛱䛾環境䛾充実

目䚷標 3 良好䛺教育環境䛾確保
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

ᑠ䞉中学校特ู支援教
育就学奨励費補ຓ

䚷弘前ᕷ䛾ᑠ䞉中学校䛾特ู
支援教育䜢ཷ䛡䜛児童生徒
䛾保護者䛾経῭的㈇担䜢軽
減䛩䜛䛯䜑䚸就学䛻要䛩䜛経
費䛾୍部䜢補ຓ

 補ຓ金㢠
䚷䞉ᑠ学校䚷㻣㻟人䚷㻞㻘㻞㻣㻣千
䚷䞉中学校䚷㻠㻠人䚷㻝㻘㻥㻣㻜千

䚷学校教育法䛻䜘䜚義務的䛻
実施䛧䚸扶ຓ的性質䜢伴う
業䛷䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸維持䛸䛧䜎
䛩䚹

4,247

䚾学務健康課䚿

ᑠ䞉中学校就学援ຓ

䚷準要保護䛸ㄆᐃ䛥䜜䜛児童
生徒䛾保護者ཬ䜃東᪥ᮏ大
震災䛻䜘䜚就学䛜困㞴䛸䛺䛳
䛯児童生徒䛾保護者等䛻ᑐ
䛧䚸児童生徒䛾学用品費等
䛻必要䛺経費䛻䛴䛔䛶ຓ成
䠄要保護児童生徒䛻䛴䛔䛶
䛿䚸修学旅行費䜢ຓ成䠅

○補ຓ金㢠
䚷䞉学用品費䚷㻥㻟㻘㻢㻜㻠千
䚷䚷㻔ᑠ学校 㻟㻥㻘㻡㻟㻤千䡠中学
校㻡㻠㻘㻜㻢㻢千㻕
䚷䞉給食費䚷  㻤㻡㻘㻤㻞㻞千
䚷䞉་療費䚷   㻝㻘㻝㻠㻢千
○ㄆᐃ者数
䚷䞉ᑠ学生㻝㻘㻝㻥㻥人
䚷䞉中学生  㻤㻣㻡人

䚷学校教育法䛻䜘䜚義務的䛻
実施䛧䚸扶ຓ的性質䜢伴う
業䛷䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸維持䛸䛧䜎
䛩䚹

180,572

䚾学務健康課䚿

学用品再利用推進
業

䚷保護者䛾学用品購入䛻要
䛩䜛経費䛾㈇担軽減䜢図䜛
䛯䜑䚸䝇䜻䞊用ල䛺䛹䛾学用
品䛾再利用䜢推進

㻴㻞㻤㻚㻡㻚㻞㻣䚷弘前ᕷ連合父ẕ
䛸教師䛾会䛸業務委ク契約
締結
ཷ注者䛜䚸各ᑠ学校䛾㻼T㻭
組⧊䛛䜙用䛸䛺䛳䛯䝇䜻䞊
用品䜢回䛧䚸Ⅼ検䜢行䛳
䛯䚹
㻴㻞㻤㻚㻝㻝㻚㻞㻟䚷䝸䝃䜲䜽䝹䝇䜻䞊
販売会開催䠄入場者数㻟㻜㻜ྡ
௨ୖ䚸販売数㻡㻤Ⅼ䚸売ୖ
㻟㻟㻘㻟㻜㻜䠅

各ᑠ学校䛾㻼T㻭組⧊䛾༠力
䜢得䛺䛜䜙業䜢実施䛧䚸ᖹ
成㻞㻤ᖺᗘ䛾䝸䝃䜲䜽䝹䝇䜻䞊
販売会䛻䛚䛔䛶䛿午前中䛷
㻝㻟㻜䝉䝑䝖䛾䝇䜻䞊用品䜢売䜚
ษ䜚䚸ᮏ業䛻ᑐ䛩䜛保護者
䛾䝙䞊䝈䛿高䛔䛷䛩䚹

309

䚾学務健康課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善㡯

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

弥生地༊児童䛻ಀ䜛䝇䜽䞊䝹䝞䝇㐠行委ク業 䚷船沢ᑠ学校䛸弥生ᑠ学校䛾統合䛻䜘䜚䚸遠距㞳通学䛸䛺
䜛弥生地༊児童䛾通学手段䜢確保䛩䜛䛯䜑䚸䝇䜽䞊䝹䝞䝇
䜢㐠行

1,978

<学務健康課>

相馬ᑠ学校䝇䜽䞊䝹䝞䝇㐠行ཬ䜃車両㐠行管理
業務 䚷藍ෆ䞉沢⏣地༊䛛䜙相馬ᑠ学校䛻通学䛩䜛児童䛾Ᏻ全䜢

確保䛩䜛䛯䜑䛾䝇䜽䞊䝹䝞䝇䛾㐠行䞉管理
4,560

<学務健康課>

東目屋ᑠ学校ཬ䜃東目屋中学校児童生徒䝇䜻䞊
学習䛻ಀ䜛䝞䝇㐠行委ク業 䚷東目屋䝇䜻䞊場䛾廃Ṇ䛻伴䛔䚸東目屋ᑠ䞉中学校䛾䝇

䜻䞊学習時䛻䛭う䜎䝻䝬ン䝖䝢䜰䝇䜻䞊場䜈䝞䝇䛷㏦迎
320

<学務健康課>

給食扶ຓ
䚷経῭的䛺理⏤䛻䜘䛳䛶就学困㞴䛸ㄆ䜑䜙䜜䜛児童生徒䛾
保護者䛻ᑐ䛧䚸学校給食費䜢補ຓ

86,255

<学務健康課>

་療扶ຓ 䚷経῭的䛺理⏤䛻䜘䛳䛶就学困㞴䛸ㄆ䜑䜙䜜䜛児童生徒䛻
䛚䛡䜛䚸学校保健Ᏻ全法施行௧第䠔条䛻ᐃ䜑䜙䜜䛯感ᰁ症
又䛿学習䛻支㞀䜢生䛪䜛恐䜜䛾䛒䜛疾病䛷ᨻ௧䛷ᐃ䜑䜛䜒
䛾䛻ᑐ䛧䛶䛾治療費ཬ䜃薬剤費䛾自己㈇担ศ䜢援ຓ

1,190

<学務健康課>

入学準備金貸付業 䚷経῭的䛺理⏤䛻䜘䛳䛶就学困㞴䛸ㄆ䜑䜙䜜䜛ᑠ䞉中学校䛾
新䠍ᖺ生䛸䛺䜛児童生徒䛾保護者䛻ᑐ䛧䛶䚸学用品等䛾購
入䛾䛯䜑䛾入学準備金䜢貸付

391

<学務健康課>

ᑠ䞉中学校通学費補ຓ
䚷ᑠ䞉中学校䛻就学䛩䜛児童生徒䛾通学䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ
䛧補ຓ

3,971

<学務健康課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

奨学金貸付業
䚷経῭的䛺理⏤䛻䜘䜚修学䛜困㞴䛺者䛻ᑐ䛧䚸奨学金䜢貸
付

6,894

<教育ᨻ策課>
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䚾基本方向シート䚿

ୖ昇

ྲྀ得ᖺᗘ H25 H26 H27 H28

生涯学習活動䜢䛧䛶䛔䜛ᕷ民䛾割合 22.4% 22.6% 23.8% 21.2%

施策䛾ᇶᮏ方向䊢 学䜃合䛔支え合う生涯学習活動䛾推進

䚷生涯学習活動䛜多様䞉高ᗘ䛩䜛中䛷䚸䜘䜚高䛔䝺䝧䝹䛾学習機会䜢求䜑䜛ᕷ民䛾学習意
欲䛻応え䜛䛣䛸䛜期待䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䛣䛾䛯䜑䛻必要䛺生涯学習推進体ไや社会教育施設䛾整備䚸䛥䜙䛻䛿学習機会䛾ᥦ供等社
会教育行ᨻ䛜主体䛸䛺䛳䛶行う施策䛸䛸䜒䛻䚸ᕷ民䛜自䜙行う学習活動や社会㈉献活動䜢支援
䛧䚸社会教育㛵ಀ団体䞉機㛵䛸䛾連携䜢進䜑䜛䛺䛹䚸ᕷ民䛾生涯学習環境䜢整え䜎䛩䚹

指䚷䚷䚷䚷標

指標䛾動向

ᇶ準値 㻴㻞㻢ᖺᗘ 㻴㻞㻣ᖺᗘ 㻴㻞㻤ᖺᗘ 㻴㻞㻥ᖺᗘ 方向性
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

業務ྲྀ得 㻴㻞㻤ᖺᗘ䛻目標値䜢㐩成䛧䜎䛧䛯䚹

評
䚷
価

H28

成
果

社会教育㛵ಀ職員等䛾研修業䛻䛚䛔䛶䚸ᕷ䞉┴等䛾団体䛜主催䛩䜛幅広䛔ෆ容䛾研修䜢ཷ講䛧䚸㛵ಀ職
員䛾資質向ୖ䛜図䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸各団体等䜈䛾支援䛻䜘䜚䚸児童生徒䛾文活動䛾維持䞉推進䛜図䜙
䜜䚸女性䛾社会参ຍ䛾後押䛧䛻結䜃䛴䛔䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

社会人䛾学䜃直䛧䛺䛹䚸ᕷ民䛾多様䛺䚸䜎䛯䛿高ᗘ䛺学習䝙䞊䝈䛻応え䛯学習機会䜢ᥦ供䛷䛝䜛人ᮦ䛾育成
䛜ྍḞ䛷䛒䜚䚸視㔝䜢広䛢䚸自己䛾資質向ୖ䛻常䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

様々䛺ᕷ民䛾学習䝙䞊䝈䛻ᑐ応䛷䛝䜛䜘う䚸弘前大学䛸䛾連携䛻䜘䜛専門的研修や┴㻔青森┴総合社会教育䝉
ン䝍䞊䞉中༡教育務ᡤ㻕や中༡地方社会教育委員༠議会䛺䛹幅広䛔研修ཷ講䛾機会䜢捉え䚸積極的䛻参ຍ
䛧や䛩䛔䜘う周知䛧䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

社会教育㛵ಀ職員䜙䛿䚸大学䛺䛹䛸䜒連携䛧䛯䚸䜘䜚高ᗘ䛺研修や┴等䛾広域的䛺参ຍ者䛜䛒䜚䚸情報交䜒ྍ
能䛺研修䛻参ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹後䜒䚸䜘䜚参ຍ䛧や䛩䛔環境䜢整え䚸積極的䞉能動的䛺参ຍ䜢ಁ䛩䛣䛸䛜必要䛷
䛩䚹䜎䛯䚸社会教育㛵ಀ団体䜈䛾支援䛻䛴䛔䛶䛿䚸少子高齢䛻比例䛧䚸衰㏥䛩䜛態䛻䛺䜙䛺䛔䜘うᑐ策䛸䛧
䛶⥅⥆䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
 

標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻟㻜㻜人

H22 H24 H26 H27 H28

㻞㻤㻞人 㻟㻝㻡人

施䚷策 1 生涯学習推進体ไ䛾充実

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷生涯学習活動䜢支え䜛社会教育㛵ಀ職員䛾䝇䜻䝹䜢高䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸ᕷ民䛾生涯学習活動䜢支え䜛社会教育㛵ಀ団体
䛸連携䜢強䛧䚸ᕷ民䛜共䛻高䜑合う社会環境䛵䛟䜚䜢進䜑䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

社会教育講習䜈䛾参ຍ者数
䠄職員䞉ᕷ民䠅

㻞㻟㻟人 㻞㻞㻤人 㻞㻥㻥人

施策䛾ᇶᮏ方向 䊢 学䜃合䛔支え合う生涯学習活動䛾推進

目䚷標 1 生涯学習䛾ᇶ┙整備䛸充実
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

弘前ᕷᑠ䞉中学校文連盟大会派遣業費補ຓ
金 䚷ᑠ䞉中学校䛾文活動䛻䛚䛔䛶䚸┴䠄中学校䛾䜏䠅䚸東

ཬ䜃全国大会䛻参ຍ䛩䜛場合䛾交通費等䛾経費䛻ᑐ䛧補
ຓ

2,046

<生涯学習課>

弘前ᕷ学校管理ୗ外親子Ᏻ全保険業費補ຓ金 䚷児童生徒䛾学校管理ୗ外䛻䛚䛡䜛故䛾補償䜢䛩䜛䛯
䜑䚸ᕷෆ在ఫ䛾児童生徒䚸Ｐ䠰Ａ会員䛜青森┴Ｐ䠰ＡᏳ全互
ຓ会䛻ຍ入䛩䜛䛯䜑䛻必要䛺掛金䛾୍部䜢補ຓ

3,270

<生涯学習課>

弘前地༊ᑠ学校文連盟業費補ຓ金
䚷弘前地༊ᑠ学校文連盟䛜行う各種文活動䛻ಀ䜛費
用䛾୍部䜢補ຓ

333

<生涯学習課>

弘前地༊中学校文連盟業費補ຓ金
䚷弘前地༊中学校文連盟䛜行う各種文活動䛻ಀ䜛費
用䛾୍部䜢補ຓ

328

<生涯学習課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

弘前ᕷ学䜈䛾招待業費補ຓ金 䚷᪥ᮏ学会東支部弘前地༊支部䛜開催䛩䜛䚸中学生䞉
高校生ཬ䜃୍般ᕷ民䛻学䜈䛾㛵心䜢深䜑䛶䜒䜙う䛣䛸䜢
目的䛸䛧䛯䛂学䜈䛾招待䛃業䛻ಀ䜛費用䛾୍部䜢補ຓ

20

<生涯学習課>

弘前ᕷ連合父ẕ䛸教師
䛾会業費補ຓ金

䚷弘前ᕷ連合父ẕ䛸教師䛾
会䛜行う䚸児童䞉生徒䛾教育
環境䛾整備䛸教育問㢟䛾啓
Ⓨ等䜢目的䛸䛧䛯各種活動䛻
ಀ䜛費用䛾୍部䜢補ຓ

○親睦体育大会㻔㔝球䚸༟
球㻕
○教育懇談会
○広報⣬Ⓨ行㻔ᖺ㻞回䠅
○䛂Ｐ䠰Ａ䛾䛒䜖䜏䛃Ⓨ行
○Ｐ䠰Ａ大会䞉研修会派遣等

䚷各༢㻼T㻭䛷䛾実践活動
や研究活動並䜃䛻㻼T㻭会員
䛾共通理解䜢深䜑䜛䛯䜑䛻䚸
⥅⥆䛧䛯支援䛜必要䛷䛒䜚䜎
䛩䚹

630

䚾生涯学習課䚿

弘前ᕷ連合婦人会
業費補ຓ金

䚷弘前ᕷ連合婦人会䛜ᖺ間
䜢通䛨䛶行う䚸女性䛾社会参
ຍ䜢目的䜢䛧䛯各種活動䛻
ಀ䜛費用䛾୍部䜢補ຓ

○講演会業䚷㻝回㻛ᖺ
○文活動業䚷㻟㻠回㻛ᖺ
○研修会業等䚷㻢回㻛ᖺ

䚷講演会や研修会䜢通䛧䚸女
性䛾学䜃䛸社会参ຍ䜢ಁ䛩
䛯䜑䛻䜒䚸引䛝⥆䛝活動䜢支
援䛩䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

600

䚾生涯学習課䚿

社会教育㛵ಀ職員等
研修業 䚷社会教育㛵ಀ職員䛾資質

向ୖ䛾䛯䜑䚸計⏬的䛺研修
䜢実施

○研修会
䚷䞉公民館㛵ಀ職員研修開催
㻟回
䚷䞉公民館等新任職員研修会
㻝回
䚷䞉中༡地方社会教育委員連
絡༠議会
䚷䚷研修䚷㻠回
䚷䞉┴主催研修会等䜈䛾派遣
䚷䞉参ຍ者䠖㻟㻝㻡人

䚷研修会䜈䛾参ຍ䜢通䛧䛶䚸
職員䛾資質䞉能力䛾向ୖ䜢
図䜚䚸䛭䛾成果䜢地域䛷䛾
業䛾中䛷活䛛䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻
䜒䚸業䜢⥅⥆䛩䜛必要䛜䛒
䜚䜎䛩䚹

80

䚾生涯学習課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

算
式

状
況

指
䚷
標

H

2

8

博物館観覧者数

評
䚷
価

H28

成
果

䚷各施設䛾施設修⧋ཬ䜃管理㐠営䛿䚸計⏬通䜚実施䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛶䛔䜎䛩䚹
䚷図書館ཬ䜃郷土文学館䛿䚸ᖹ成㻞㻥ᖺ㻠᭶䛛䜙指ᐃ管理者ไᗘ䜢ᑟ入䛧䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸ྂ文書䝕䝆䝍䝹業
䛿䚸䝕䝆䝍䝹䛸䛭䛾活用方法䛻䛴䛔䛶䚸᭷識者等䛻䜘䜚実施計⏬䜢策ᐃ䛧䜎䛧䛯䚹
䚷猪形土〇品ཬ䜃䜻䝱䝷䜽䝍䞊䝕䝄䜲ン䛾活用件数䛜増ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷人ཱྀ減少や少子高齢䚸䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹䛾多様䛺䛹様々䛺要因䛛䜙䚸指標䛾目標値㐩成䛻⮳䛳䛶䛔䜎䛫
䜣䚹
䚷専門䛾学芸員䛾数䛜足䛧䛶䛚䜚䚸博物館䛷䛾研究䚸資料整理等䛾業務䛜手薄䛻䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷博物館䛷䛿䚸特ู企⏬展や䝭䝙䝁ン䝃䞊䝖䛺䛹䛾周知䛾充実䛻ດ䜑䚸入館者数䛾増ຍ䜢図䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸
特ู企⏬展䛾企⏬䛿୍部実行委員会方式䛷䚸䜲ン䝞䜴ン䝗䛾多言ᑐ応䛿䚸弘前大学䛾䝪䝷ン䜱䜰䜢活用䛧䛶
䛔䜎䛩䚹体ไ䛷䛿䚸学芸員䛾業務過多䜢解消䛩䜛䛯䜑䚸追ຍ募㞟䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷各施設䛾施設修⧋ཬ䜃管理㐠営䛿䚸計⏬通䜚実施䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛶䛔䜎䛩䛜䚸老朽䛜進䜣䛷䛔䜛施設䛿䚸
後䛿大規模䛺改修工䛜必要䛸䛺䜚䚸䛭䛾必要性や優ඛ㡰䜢踏䜎え計⏬的䛻実施䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎
䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷老朽䛜進䜣䛷䛔䜛施設や設備䛿䚸後大規模䛺改修工䛜必要䛻䛺䜚䜎䛩䚹公共施設等総合管理計⏬䛻
䜘䜛改修工䛿䚸䛭䛾必要性や優ඛ㡰䜢踏䜎え䛯実施計⏬䛻ᇶ䛵䛝個ู䛻計⏬䛧䚸実施䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚
䜎䛩䚹

㻞㻞㻘㻟㻜㻜人 㻟㻜㻘㻜㻝㻣人

H22 H24

業務ྲྀ得 㻴㻞㻢䛿䚸目標値䜢ୖ回䛳䛯䛜䚸䠤㻞㻣䚸䠤㻞㻤䛿㻞万㻠千人ྎ䛸横䜀䛔状況䛷䛒䜛䚹

㻟㻢㻘㻝㻝㻡人 㻞㻠㻘㻣㻝㻡人 㻞㻠㻘㻜㻞㻤人
㻟䠍㻘㻜㻜㻜人

H26 㻴㻞㻣䚷 H28

H26 H27 H28

業務ྲྀ得
䝠䝻䝻䛂䛣䛹䜒⤮ᮏ䛾森䛃䜢䜸䞊䝥ン䛧䛯前ᖺ䛻比較䛧䛶䚸㻙㻣㻘㻤㻞㻝冊䚸増減率䛷䛿
㻝㻚㻣％減少䛧䛶䛔䜎䛩䚹

業務ྲྀ得 過去䛾状況䛛䜙䛿పୗ傾向䛜⥆䛔䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

H

2

7

図書館䛾図書貸出冊数
㻠㻟㻡㻘㻠㻤㻞冊 㻠㻟㻜㻘㻡㻤㻜冊 㻠㻟㻜㻘㻝㻡㻤冊 㻠㻡㻡㻘㻢㻠㻥冊 㻠㻠㻣㻘㻤㻞㻤冊

指
䚷
標

目標値

㻠㻢㻜㻘㻜㻜㻜冊

H22 H24

㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜人

H22 H24 H26 䠤㻞㻣 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

公民館䛾利用者数
㻟㻝㻡㻘㻞㻞㻡人 㻞㻤㻣㻘㻡㻢㻥人 㻞㻤㻤㻘㻞㻞㻠人 㻞㻤㻟㻘㻡㻞㻝人

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

㻞㻤㻝㻘㻜㻤㻣人

施䚷策 2 社会教育施設等䛾整備䛸効果的䛺㐠営

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䞉様々䛺場ᡤ䞉䝇䝔䞊䝆䛷展開䛥䜜䜛ᕷ民䛾生涯学習活動䛻必要䛺公民館や図書館䚸博物館䛺䛹䛾社会教育施設䜢䚸䜘
䜚快適䛷Ᏻ全䛺䜒䛾䛻整備䞉改善䛧䚸利便性䜢高䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸管理㐠営䜢効果的䛻行䛔䜎䛩䚹
䞉弘前図書館䛜ᡤ蔵䛩䜛ྂ文書や⤮図䚸貴㔜資料䛾保存䞉公開䜢図䜛䛯䜑䚸ྂ文書等䛾䝕䝆䝍䝹䜢㛵ಀ団体や弘前
大学䛸連携䛧䛺䛜䜙推進䛧䚸研究䞉教育䜈䛾利活用䜢ಁ進䛧䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊢 学䜃合䛔支え合う生涯学習活動䛾推進

目䚷標 1 生涯学習䛾ᇶ┙整備䛸充実
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䛂䛔䛾䛳䛱䛃活用業
䚷䛂䛔䛾䛳䛱䛃䛾䜻䝱䝷䜽䝍䞊䛻
㛵䛩䜛䜾䝑䝈䛺䛹䜢作成䛧䚸
ᕷ民並䜃䛻子䛹䜒䛯䛱䜈䛾Ｐ
Ｒ䜢図䜚䛴䛴䚸民間企業䛻䜘
䜛幅広䛔活用䜢目指䛩䜒䛾

䞉䛔䛾䛳䛱䜻䝱䝷䜽䝍䞊䝕䝄䜲
ン䜾䝑䝈作成㻔消䛧䝂䝮㻕䛸配ᕸ
䞉菓子業界等䜈䛾商品䜈
向䛡䛯ＰＲ
䞉猪形土〇品ཬ䜃䜻䝱䝷䜽
䝍䞊䝕䝄䜲ン活用件数㻥件㻔菓
子㻟件䚸༳ๅ物㻟件䚸置物㻝
件䚸文ල㻞件㻕

䚷䛂䛔䛾䛳䛱䛃䛾幅広䛔活用䛻
䛿䚸知ྡᗘ䜰䝑䝥䛜ྍḞ䛷
䛒䜛䛯䜑䚸⥅⥆䛧䛯䜾䝑䝈〇
作䛸䚸ＰＲ䛜求䜑䜙䜜䜎䛩䚹

100

䚾博物館䚿

ྂ文書䝕䝆䝍䝹推進
業

䝕䝆䝍䝹䛧䛯䝕䞊䝍䜢䜲ン
䝍䞊䝛䝑䝖等䛻䜘䜚公開䛩䜛䛣
䛸䛷䚸郷土䛻䛴䛔䛶深䛟知䜛
機会䜢充実䚸全国䜈䛾情報
Ⓨ信

䞉教育委員会䜢中心䛸䛧䛯庁
ෆ会議㻝回開催ཬ䜃᭷識者
会議䜢㻟回開催䚹
䞉各種補ຓ金䛾᭷効活用䜒
見込䜣䛰䚸実施計⏬書䜢作
成䚹
䞉図書館振興㈈団䛾ᖹ成䠎䠕
ᖺᗘຓ成金㻔㻝千万䠅䜢申請
䛧䚸ຓ成決ᐃ῭䜏䚹

332

䚾図書館䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

博物館管理㐠営業 䚷子䛹䜒䛯䛱やᕷ民䚸観ග客䛜Ṕྐ䞉文䞉芸術䛻㛵心䜢持
䛱䚸郷土䛾文䜈䛾理解䜢深䜑䜛䛯䜑䚸美術工芸品やṔྐ
資料等䛾鑑賞機会䜢ᥦ供䛩䜛䛸共䛻䚸施設䛾適ṇ䛺維持
管理䜢実施

92,949

<博物館>

鳴ᾏ要グ念陶ᡣ館㐠営業 䚷䜚䜣䛤釉陶芸家䛷䛒䜛故鳴ᾏ要氏䛾工ᡣ保全䛸作品公開
並䜃䛻地域䛻開䛛䜜䛯文芸術創造䛾空間䛸䛧䛶䛾活用
䜢図䜛䛯䜑䚸䝃䞊䜽䝹や個人向䛡䝭䝙䜼䝱䝷䝸䞊䛺䛹䛾開催䛸
䛸䜒䛻䚸喫茶䝁䞊䝘䞊䜢開設

5,513

<博物館>

図書館㐠営業 䚷生涯学習䜢推進䛩䜛施設䛸䛧䛶䚸ᕷ民䛾多様䞉高ᗘ
䛩䜛文的需用䛻䜒ᑐ応䛷䛝䜛資料䛾㞟䛸ᥦ供䛻ດ䜑䚸
ᕷ民䛾身近䛺図書館䛾㐠営䜢実施

168,819

<弘前図書館>

郷土文学館㐠営業 䚷郷土出身䛾作家や郷土䛻䜖䛛䜚䛾䛒䜛作家䛻㛵䛩䜛資料
䜢広䛟公開展示䛧䚸ᕷ民䛾文学䛻ᑐ䛩䜛㛵心䛸理解䜢高䜑
䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域文䛾Ⓨ展䜢目指䛩社会教育施設䛾㐠営
䜢実施

14,951

<弘前図書館>

相馬䜅䜜䛒䛔館管理㐠営業
䚷利用者䛜快適䛻䛛䛴Ᏻ全䛻利用䛷䛝䜛䜘う施設環境䜢維
持管理

798

<生涯学習課中央公民館相馬館>

追手門広場維持管理業
䚷追手門広場ෆ䛻䛒䜛各種設備䛺䛹䛾維持管理䜢実施 75,725

<弘前図書館>

中央公民館岩木館整備業
䚷務室暖ᡣ機器更新工䜢実施 1,735

<生涯学習課中央公民館岩木館>

中央公民館相馬館管理㐠営業
䚷利用者䛜快適䛻䛛䛴Ᏻ全䛻利用䛷䛝䜛䜘う施設環境䜢維
持管理

2,136

<生涯学習課中央公民館相馬館>

弘前ᕷ総合学習䝉ン䝍䞊管理業
䚷施設䜢適ษ䛻保Ᏺ管理䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸ᕷ民䛜快適䛻利用
䛷䛝䜛䜘う䛻䛩䜛䜒䛾䚹

62,507

<生涯学習課>

中央公民館岩木館管理㐠営業
䚷利用者䛜快適䛻䛛䛴Ᏻ全䛻利用䛷䛝䜛䜘う施設環境䜢維
持管理

15,523

<生涯学習課中央公民館岩木館>

農ᮧ環境改善䝉ン䝍䞊管理業
䚷利用者䛜快適䛻䛛䛴Ᏻ全䛻利用䛷䛝䜛䜘う施設環境䜢維
持管理

0

<生涯学習課>

弘前ᕷ総合学習䝉ン䝍䞊施設整備業
䚷䝤䝷䜲ン䝗改修ཬ䜃音響設備更新工䜢実施 3,306

<生涯学習課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

農ᮧ環境改善䝉ン䝍䞊施設整備業
䚷雨漏䜚ᑐ策工䜢実施 1,425

䚷<生涯学習課> 
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

業務ྲྀ得 過去䛾状況䛛䜙ୖ昇䛧䚸目標値䜢ୖ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷地༊公民館ཬ䜃学༊䜎䛺䜃䛓講ᗙ地域䛷䛿䚸状況䛻応䛨䛯主体的䛺活動䛜進䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸中央公
民館䛷䛿䚸全ᕷ域䜢ᑐ象䛸䛧䛶豊䛛䛺地域社会䛾創造䛻向䛡䛯学習機会䚸情報䛾ᥦ供䛻⥅⥆䛧䛶ྲྀ䜚組䜣䛷
䛔䜎䛩䚹
䚷特䛻弘前大学䛸䛾地域䛵䛟䜚連携業䛷䛿䚸大学䞉地域方䛛䜙䛾新規業ᥦ案䛜䛺䛥䜜䜛䛺䛹䚸新䛯䛺学習
機会䛸䛧䛶広䛜䜚䜢見䛫䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷社会状況䛾変䛻ᑐ応䛧䛶地域ఫ民䛾高ᗘ䞉多様䞉複雑䛩䜛䝙䞊䝈䛻応え䛝䜜䛶䛔䜎䛫䜣䚹୍方䛷䚸
細ศ䛥䜜䛯䝙䞊䝈䛻応え䛶䛔䛟䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸学習䛻参ຍ䛩䜛ᕷ民䜒細ศ䛥䜜䜛䛯䜑䚸多䛟䛾ཷ講者䛜互䛔
䛻学䜃合う組⧊的䛺教育活動䛾機会䛜減少䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸総合的䛺学䜃䛾䝅䝇䝔䝮䛵䛟䜚䛜必要䛷䛩䚹

H29


中
評
価

䚷現在䚸当ヱ施策䛾ୗ䛻置䛵䛡䜙䜜䛯計⏬業䛿全䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬通䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷特䛻䚸㻟㻜ᖺ௨ୖ䛻わ䛯䛳䛶実施䛥䜜䛶䛝䛯地༊公民館社会教育業や学༊䜎䛺䜃䛓講ᗙ業䛿䚸地域䞉家
庭䞉学校䞉社会教育行ᨻ䛸連携䛧䚸ఫ民䛾学䜃䚸健康䚸福祉䚸䝺䜽䝸䜶䞊䝅ョン䛺䛹䜢通䛨䛶䚸知識䛾獲得やఫ民
ྠ士䠄各世௦䛾間䠅䛾㛵ಀ性䜢高䜑䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾䛣䛸䜢䛧䛳䛛䜚䛸活用䠄理解䞉周知䠅䛧䚸後䛾活動䛻Ⓨ展䛥䛫
䛶䛔䛟䛣䛸䛜㔜要䛷䛩䚹
䚷䜎䛯䚸弘前大学䛸䛾地域䛵䛟䜚連携業䛷䛿䚸୍人䛷䜒多䛟䛾ᕷ民䛜参ຍ䛷䛝䜛䜘う䚸ᮍ実施地域䛾新規業
䜢計⏬䛩䜛䛺䛹䚸ྲྀ䜚組䜏䜢強䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷近ᖺ䚸少子高齢䛸人ཱྀ減少䛾進展䛺䛹䚸社会教育䜢ྲྀ䜚巻䛟環境䛾変䜢ཷ䛡䛶社会教育䛻䛚䛡䜛学習成
果䜢䛂地域䛵䛟䜚䛃䛾実践䛻䛴䛺䛢䛶䛔䛟䛣䛸䛻ᑐ䛩䜛社会䛾期待䛜高䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸現௦䛾高齢者䛿䚸௨
前䛸比較䛧䛶ⱝ返䜚䛜指摘䛥䜜䛶䛚䜚䚸ᖹ均ᑑ命や健康ᑑ命䛾伸長䜢図䜛䛯䜑䚸積極的䛻社会参ຍ䛩䜛䛣䛸䛿
㐠動や栄養䛸䛸䜒䛻㔜要䛺課㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䚷当ᕷ䛷䛿䚸 生涯学習活動䜢䛧䛶䛔䜛ᕷ民䛾割合䛿䠎割程ᗘ䚸⏫会や公民館䚸㻼T㻭䚸㻺㻼㻻䚸䝪䝷ン䝔䜱䜰団体䛺
䛹䛾地域䛾活動や行䛻参ຍ䛧䛶䛔䜛ᕷ民䛾割合䛿䚸䠏割程ᗘ䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹ᖹ成㻞㻠ᖺ䛻ෆ㛶府䛜実施䛧䛯
生涯学習䛻㛵䛩䜛世論調査䛷䛿䚸䛂䛣䛾䠍ᖺ間䛾生涯学習䛾実施状況䛃䜢問う㡯目䛻䚸㻡㻣㻚㻝%䛜䛂生涯学習䜢䛧䛯
䛣䛸䛜䛒䜛䛃䛸回答䛧䛶䛚䜚䚸୍概䛻比較䛩䜛䛣䛸䛿䛷䛝䜎䛫䜣䛜䚸全国䛻比䜉ప䛔状況䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜う䛛䛜
え䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸ᐃ性ศ析䛷䛿䚸後多数䜢占䜑䛶行䛟高齢者䛾生䛝䛜䛔䛸䛺䜛䜘う䛺ྲྀ䜚組䜏䛾展開䛸䛸䜒䛻䚸個ู䛾
業䛾参ຍ者䛻䛸䜙わ䜜䜛䛣䛸䛺䛟䚸学習者䛾充足ᗘ䛺䛹質的評価䜢㔜視䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷䛒䜛᪨䛾意見䜒䛒䜚䚸䛣
䜜䜙䜢踏䜎え総合的䛻業䜢進䜑䛶行䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻡㻜㻘㻜㻜㻜人

H22 H24 H26 H27 H28

㻠㻥㻘㻣㻣㻞人 㻡㻝㻘㻡㻢㻤人

施䚷策 1 生涯学習社会䜢目指䛩多様䛺学習機会䛾創出䛸ᥦ供

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷生涯䛻わ䛯䛳䛶自己䜢䜏䛜䛝高䜑䜘う䛸䛩䜛ᕷ民䛾学習䝙䞊䝈䛻応え䜛䛯䜑䚸家庭䞉地域䞉学校䛾連携䛾中䛷多様䛺学
習機会䛸充実䛧䛯学習情報䛾ᥦ供䜢進䜑䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

公民館䛷実施䛧䛶䛔䜛講ᗙ䜈䛾
参ຍ者数

㻠㻝㻘㻢㻞㻡人 㻠㻢㻘㻠㻢㻝人 㻠㻥㻘㻣㻥㻥人

施策䛾ᇶᮏ方向 䊢 学䜃合䛔支え合う生涯学習活動䛾推進

目䚷標 2 学習機会䛾充実䛸䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛵䛟䜚䛾推進
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

弘前大学䛸䛾地域䛵䛟
䜚連携業

䚷公民館䜢仲立䛱䛸䛧䛶弘前
大学䛸ఫ民䛜連携䛧䛶䛥䜎䛦
䜎䛺学䜃䜢創出䛧䚸地域䛵䛟
䜚や人ᮦ育成䜢図䜛䜒䛾

○弘前大学䛸䛾地域䛵䛟䜚連
携業
 䞉業数䠖 㻝㻝業
䚷中央公民館 㻠回
䚷地༊公民館 㻡回
䚷学༊䜎䛺䜃䛓講ᗙ 㻞回
 䞉参ຍ者䠖 㻝㻘㻡㻠㻜人

䚷ୖ施策䛾成果䛻直接影
響䜢え䜛業䛷䛒䜚䚸䛣䜜䜙
䛾ྲྀ䜚組䜏䜢多䛟䛾ᕷ民や地
域䛷行う䛯䜑䚸ෆ容䛾ᣑ充䜢
図䛳䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

510

䚾生涯学習課中央公民館䚿

学༊䜎䛺䜃䛓講ᗙ支援
業

䚷ᕷ街地中心部䛷䚸地域䛾ᣐ
Ⅼ䛷䛒䜛ᑠ学校䜢会場䛻䚸地
域ఫ民䛾主ᑟ䛻䜘䜚䛥䜎䛦䜎
䛺学䜃䛾機会䜢創出䛧䛶䜒䜙
䛔䚸学䜃䜢深䜑䜛䛸䛸䜒䛻地
域䛾活力䜢高䜑䜛䜒䛾

○各種講ᗙ䞉移動学習等
 䞉実施時期䠖 㻠᭶～㻟᭶
 䞉実施回数䠖 㻝㻣㻟回
 䞉実施場ᡤ䠖 ᕷ街地䛾各学
༊䜋䛛
 䞉参ຍ者䠖 㻝㻠㻘㻞㻠㻢人

䚷ୖ施策䛾成果䛻直接影
響䜢え䜛業䛷䛒䜚䚸ᕷ街
地䛾主体的䛺地域活性䛾
ྲྀ䜚組䜏䜢社会教育䛾ศ㔝
䛛䜙⥅⥆的䛻支援䛧䛶䛔䛟必
要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

918

䚾生涯学習課中央公民館䚿

地༊公民館社会教育
業

䚷地༊公民館䛷䛥䜎䛦䜎䛺講
ᗙや教室䜢主催䛩䜛䛣䛸䛻䜘
䜚䚸地域ఫ民䛾学䜃䜢深䜑䜛
䛸䛸䜒䛻地域社会䛾䛴䛺䛜䜚
䜢強䛟䛩䜛䜒䛾

○各種講ᗙ䞉学⣭活動等
 䚷䞉実施時期䠖㻠᭶～㻟᭶
 䚷䞉実施回数䠖㻟㻘㻞㻠㻜回
 䚷䞉実施場ᡤ䠖各地༊公民
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷館䠄㻝㻞館䠅
䚷 䞉参ຍ者䠖 㻠㻤㻘㻠㻤㻟人

䚷ୖ施策䛾成果䛻直接影
響䜢え䜛業䛷䛒䜚䚸地域
䛾主体的䛺社会教育活動䜢
ᖺ間䜢通䛨䛶⥅⥆的䛻支援
䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

3,289

䚾生涯学習課中央公民館䚿

ᕷ民講ᗙ業䠄中央公
民館䠅

䚷多様䛩䜛現௦社会䛾問
㢟䜢学䜃䚸課㢟解決䛾方策
䜢学䜆䜋䛛国㝿感覚䜢育䛶䚸
ḟ䛾学䜃䜈䛴䛺䛢䜛䜒䛾

○ᕷ民講ᗙ
 䞉実施期間䞉回数䠖 㻢᭶～㻟᭶
㻝㻝回
 䞉実施場ᡤ䠖弘前文䝉ン
䝍䞊
 䞉参ຍ者䠖 㻟㻠㻥人
 䞉講ᗙෆ容䠖
䚷現௦䝉䝭䝘䞊䜂䜝䛥䛝䠄㻡回䠅
䚷外国人䛾䛯䜑䛾䜂䜝䛥䛝楽
習䠄㻝回䠅
䚷世界䛾䛚䛿䛺䛧䠄㻞回䠅
䚷国㝿理解講ᗙ䠄㻟回䠅

䚷ୖ施策䛻直接影響䜢
え䜛業䛷䛒䜚䚸地域䛾実生
活䛻即䛧䛯講ᗙや䜾䝻䞊䝞
䝹䛻ᑐ応䛧䛯講ᗙ䛺䛹䜢
ᖺ間䛷実施䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒
䜚䜎䛩䚹

73

䚾生涯学習課中央公民館䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

家庭教育䝭䝙䝉䝭䝘䞊䠄中央公民館岩木館䠅 䚷岩木地༊䛾ᑠ学校䛸連携䛧䚸入学予ᐃ児童䛾就学時健康
診断時やＰ䠰Ａ教養講ᗙ䛺䛹䛾機会䜢利用䛧䛶保護者䜢ᑐ
象䛻家庭教育䛻㛵䛩䜛学習会䜢開催

5

<生涯学習課中央公民館岩木館>

成人式業
䚷成人式䛸成人祭䜢開催䛧䚸新成人䜢⚃福䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸成
人䛸䛧䛶䛾自覚䛸社会人䛸䛧䛶䛾意識䛾高ᥭ䜢図䜛

2,617

<生涯学習課>

䜅䜛䛥䛸青少ᖺ教育業 䚷岩木地༊䛻居ఫ䛩䜛児童䜢ᑐ象䛻䚸学校ఇ業᪥䜢利用䛧
䛯教養講ᗙや映⏬鑑賞会䚸体験講ᗙや移動学習䛺䛹䛻参
ຍ䛩䜛機会䜢ᥦ供䛧䛺䛜䜙䚸㐟䜃や学䜃䜢通䛧䛶子䛹䜒䛯䛱
䛾生䛝䜛力䜢䛿䛠䛟䜐䚹

55

<生涯学習課中央公民館岩木館>

子育䛶䝃䝻ン䛂岩木䜄䜘䜄䜘䜂䜝䜀䛃
䚷岩木地༊䛻居ఫ䛩䜛ᮍ就学児䛸䛭䛾保護者䜢ᑐ象䛻䚸親
子䛾健康や育児䛻㛵䛩䜛情報交流䛾機会䛸場䜢ᥦ供

40

<生涯学習課中央公民館岩木館>

福ᑑ大学 䚷䠒䠑ṓ௨ୖ䛾高齢者䛻多様䛺学習機会䜢ᥦ供䛧䚸䜎䛯移動
学習䜢通䛧䛶䛭䛾世௦䛻相応䛧䛔社会的能力䜢養䛔䚸交流
䜢深䜑䜛

103

<生涯学習課中央公民館相馬館>

万ᖺ青大学 䚷岩木地༊䛻居ఫ䛩䜛䠒䠌ṓ௨ୖ䛾ᕷ民䛜䚸䜽䝷䝤活動や移
動学習会䛺䛹ᖺ間䛾学習䜢通䛧䛶健康保持䛸教養䜢高䜑䚸
生䛝䛜䛔䛾䛒䜛充実䛧䛯生活䜢過䛤䛧䛶䜒䜙う䚹

308

<生涯学習課中央公民館岩木館>

各種講習会䠄図書館䠅 䚷図書館䛾資料䜢利用䛧䛯䜚䚸ㄞ䜏聞䛛䛫䛾ᢏ術䜢習得䛩
䜛䛺䛹୍般向䛡䛾講習会や䚸親子䛷参ຍ䛷䛝䜛講習会䜢開
催

174

<弘前図書館>

主催講ᗙ業䠄相馬館䠅
䚷相馬地༊ఫ民䛾学習䝙䞊䝈や地域䛾実情䛻応䛨䛯講ᗙ
䜢開催䛧䚸地域䛾方々䛜気軽䛻学䜃䛺䛜䜙心䜢熟䛩姿䜢目
指䛩䝁䝁䝆ュ䜽や䚸⣬漉䛝䛾ᢏ術䜢体験䛧䛺䛜䜙䚸和⣬䛾手
作䜚䛾楽䛧䛥䜢学䜆䛸共䛻郷土䛾Ṕྐ䛻㛵心䛸理解䜢深䜑
䜛⣬漉䛝体験業䜢実施

221

<生涯学習課中央公民館相馬館>

青ᖺ䛾学習活動活性業
䚷青ᖺ䛾自立䜢ಁ䛩䛣䛸ཬ䜃職業䞉ᖺ齢䛺䛹䜢超え䛯交流䛸
仲間䛵䛟䜚䛾実現䜢目指䛩

65

<生涯学習課中央公民館>

成人教育業 䚷ᖺ齢䝇䝔䞊䝆䛻応䛨䛯多様䛺学習機会䜢ᥦ供䛧䚸社会的
能力䜢養う䛸共䛻䛣䜜䜢広䛟社会䛻生䛛䛧䚸生䛝䛜䛔䜢持䛴
䛝䛳䛛䛡䛸䛧䛶䜒䜙う䚹

21

<生涯学習課中央公民館>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

䝥䝷䝛䝍䝸䜴䝮業 䚷津軽地域䛷唯୍䛾䝥䝷䝛䝍䝸䜴䝮䛻䜘䜛䝥䝷䝛䝍䝸䜴䝮観覧
や学校教育䛷䛾䝥䝷䝛䝍䝸䜴䝮利用䜢通䛨䛶䚸ኳ文䛻㛵䛩䜛
知識䜢楽䛧䜏䛺䛜䜙学䜃䚸Ᏹᐂや䝃䜲䜶ン䝇䜈䛾興味䞉㛵心
䜢高䜑䚸学䜃䜢ಁ䛩

4,364

<生涯学習課中央公民館>
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

地域経営䜰ン䜿䞊䝖 過去䛾状況䛛䜙㻝㻚㻢䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸目標値䜢ୗ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷居ఫ地域䜢ᑐ象䛸䛧䛯ᕷ民組⧊や䚸目的䜢共᭷䛩䜛ᕷෆ䛾組⧊体䛾活動䜢支援䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸䜻䝑䝈䝛䝑
䝖䜽䝷䝇支援業䛷䛿東地༊䛾子育䛶活動䜢䚸䝢ュ䜰䝣䝺ン䝈支援業䛷䛿ᕷෆ䛾知的㞀䛜䛔者䛾生涯学習活
動䛾活性䜢実現䛧䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸䛭䛾活動䜢ᕷ民䛻周知䛧䚸䝇䝍䝑䝣䛸䛧䛶ྲྀ䜚込䜐䛣䛸䛻䜘䛳䛶ᕷ民䛾社会
㈉献䝙䞊䝈䛻ᑐ応䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷文䝉ン䝍䞊䝣䜵䝇䝔䜱䝞䝹支援業䚸公民館䜎䛴䜚䛷䛿䚸活動場ᡤ䛾ᥦ供や᪥常䛾活動状況䚸成果䛺䛹䜢
ఫ民䛻周知䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᕷ民䛾学習機会䞉情報ᥦ供䜢支援䛧䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷ᕷ民組⧊や目的䜢共᭷䛩䜛組⧊体䛾活動䛾中䛷䛿䚸楽䛧䛥や充足感䛿満䛯䛥䜜䛶䛔䜎䛩䛜䚸地域䛜直面䛩䜛
独居世ᖏ䛾増ຍ䚸担䛔手足䚸生活䞉社会情勢䜈䛾Ᏻ䛺䛹䛾課㢟䛻気付䛝䚸共᭷䛧䚸考え䚸行動䛩䜛䛣䛸䛜必
要䛷䛩䚹䛣う䛧䛯課㢟䜢自䜙䛜解決䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᕷ民䛾更䛺䜛学習活動や行動力䛻䛴䛺䛜䜚䚸地域䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛾
活性䛾ᇶ礎䛸䛺䜛䛣䛸䜢示䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷現在䚸当ヱ施策䛾ୗ䛻置付䛡䜙䜜䛯計⏬業䛿全䛶着手䛧䛶䛚䜚䚸計⏬通䜚進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
䚷特䛻䚸䝢ュ䜰䝣䝺ン䝈支援業䛷䛿䚸昨ᖺ䛸ྠ様䛻ᕷ民䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾䜋䛛䚸新䛧䛔学生䝪䝷ン䝔䜱䜰䛜活動䛻
参ຍ䛩䜛䛺䛹広䛜䜚䛜見䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷近ᖺ䚸地域䛸䛾㛵ಀ性䛾希薄䛸䚸家庭や家族環境䛜多様䛧地域䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛾衰㏥䛜指摘䛥䜜䛶䛔䜛䛺
䛛䚸東᪥ᮏ大震災や熊ᮏ地震䛺䛹䛾大規模災害䜢䛝䛳䛛䛡䛸䛧䛶䚸地域ఫ民䛾Ᏻ心䚸Ᏻ全䛺暮䜙䛧䜢Ᏺ䜛䛯䜑
䛾᪥常的䛺絆䛵䛟䜚䛾必要性䛜ㄆ識䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䚷当ᕷ䛷䛿䚸䜲ン䝣䜷䞊䝬䝹䛺地域䛾繋䛜䜚䛜䛹䛾程ᗘ䛒䜛䛾䛛䜢検討䛧䛯場合䚸弘前ᕷ䛷䛿䚸地域䛾活動や行
䛻䛂䜘䛟参ຍ䛧䛶䛔䜛䛃䛂䛸䛝䛹䛝参ຍ䛧䛶䛔䜛䛃者䛾割合䛿㻟割強䛻䛸䛹䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸青少ᖺ䛾健全育成
活動䛻参ຍ䛧䛯䛣䛸䛾䛒䜛ᕷ民䛾割合䛿䚸ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ䛻䛿䚸前ᖺᗘ䛛䜙㻟㻚㻠䝫䜲ン䝖ୖ昇䛧䜎䛧䛯䛜䚸䛭䛾後䛿横
䜀䛔䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䚷ᐃ性ศ析䛷䛿䚸少子高齢䜢背ᬒ䛻䚸業䛾担䛔手䛸䛺䜛団体䛾活動䛾⥅⥆䛜懸念䛥䜜䛶䛚䜚䚸䝪䝷ン䝔䜱䜰
䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛新䛯䛺担䛔手䛾育成や䚸体ไ䛾強䛜必要䛸䛺䛳䛶䛔䜛状況䛜う䛛䛜え䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

34.0%

H22 H25 H26 H27 H28

28.2% 29.8%

施䚷策 2 ᕷ民䛾自主的䛺学習活動䛾支援䛸༠働䛻䜘䜛䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛵䛟䜚

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷東᪥ᮏ大震災௨来䚸地域䛻根䛦䛧䛯䛂絆䛃や䛂༠働䛃䜈䛾国民的䛺意識䛜高䜎䜚䚸学䜃䜢社会㈉献䛸䛧䛶地域䜈還元䛧䛯
䛔䛸䛔う䝙䞊䝈䛜高䜎䛳䛶䛔䜎䛩䚹ᕷ民䛾社会参ຍ䞉䝪䝷ン䝔䜱䜰活動䛸䚸䛣う䛧䛯活動䜢支え䜛学習機会䞉学習情報䜢充
実䛥䛫䚸学習䜢支援䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

地域活動や行䛻参ຍ䛧䛶䛔䜛
ᕷ民䛾割合

33.6% 29.7% 31.3%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊢 学䜃合䛔支え合う生涯学習活動䛾推進

目䚷標 2 学習機会䛾充実䛸䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛵䛟䜚䛾推進
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

公民館䜎䛴䜚䠄地༊公
民館䠅

䚷地域ఫ民䛜㞟䛔䚸୍ᖺ䜢通
䛨䛶㐩成䛧䛯䛥䜎䛦䜎䛺活動
成果䜢共᭷䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸䛥
䜙䛺䜛学䜃䛻向䛛う動機付䛡
䛸䛺䜛䛸䛸䜒䛻ఫ民ྠ士䛾交
流䜢深䜑䜛䜒䛾

○公民館䜎䛴䜚䞉文祭
 䞉開催時期䠖㻝㻜᭶～㻞᭶
 䞉実施回数䠖 各地༊公民館
㻝回
 䞉開催᪥数䠖 延䜉㻡㻜᪥間
 䞉参ຍ者䠖 㻥㻘㻝㻥㻤人
○地༊公民館㐠営委員会䠄㻞
回䠅

䚷施策䛾成果䛻直接影響䜢
え䜛業䛷䛒䜚䚸後䜒⥅
⥆䛧䛶地域䛾ᣐⅬ䛸䛧䛶社会
教育䛾推進䛸地域䝁䝭ュ䝙
䝔䜱䛾活性䛾向ୖ䛻寄
䛩䜛活動䜢支援䛧䛶䛔䛟必要
䛜䛒䜚䜎䛩䚹

951

䚾生涯学習課中央公民館䚿

文䝉ン䝍䞊䝣䜵䝇䝔䜱
䝞䝹支援業

䚷弘前文䝉ン䝍䞊䛷活動䛧
䛶䛔䜛䜾䝹䞊䝥䛾活動成果
䜢Ⓨ表䛩䜛場䜢ᥦ供䛧䚸活動
䛾活性䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸୍
般ᕷ民䛻活動䜈䛾理解䜢深
䜑䛶䜒䜙う䛣䛸ཬ䜃生涯学習
䛾䛝䛳䛛䛡䛸䛧䛶䜒䜙う䜒䛾

○文䝉ン䝍䞊䝣䜵䝇䝔䜱䝞
䚷䝹
䚷 䞉開催時期䞉回数䠖㻝㻝᭶㻝㻞
᪥
                         ～㻝㻠᪥ 㻝
回
 䚷䞉開催場ᡤ䠖 弘前文䝉ン
                    䝍䞊
䚷 䞉来場者数䠖 㻣㻝㻠人
 䚷䞉会議等䠖 実行委員会
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㻞回䠅
 䚷䚷䚷䚷䚷䚷 作品展示会議
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㻞回䠅
 䚷䚷䚷䚷䚷䚷 舞ྎⓎ表会議
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠄㻞回䠅

䚷後䜒⥅⥆䛧䛶生涯学習機
会䛾ᥦ供や活動情報䜢Ⓨ信
䛩䜛䛺䛹䚸ᕷ民䛾学習䜢支援
䛧䛶䛔䛟䛣䛸䛜必要䛷䛩䚹

91

䚾生涯学習課中央公民館䚿

䝢ュ䜰䝣䝺ン䝈支援
業

䚷知的㞀䛜䛔䜢持䛴青ᖺ䛸学
習活動䜢補ຓ䛩䜛䝪䝷ン䝔䜱
䜰䛻䜘䜛生涯習機会䛸䛧䛶実
施䚹教養䜢高䜑䜛䛸䛸䜒䛻᪥
常生活環境䜈䛾適応䚸知的
㞀䛜䛔者相互䛾親睦䜢図䜛
䜒䛾

○周知活動䠄䝪䝷ン䝔䜱䜰募
㞟䠅
○体験䞉学習活動
 䞉実施時期䞉回数䠖 㻡᭶～㻞᭶
㻤回
 䞉実施場ᡤ䠖 総合学習䝉ン
䝍䞊
 䞉参ຍ人数䠖 延䜉㻞㻞㻞人
 䞉䝪䝷ン䝔䜱䜰人数䠖 延䜉㻞㻜㻞
人

䚷後䜒㔜要䛺ศ㔝䠄知的㞀
䛜䛔者䛾生涯学習活動䠅䛷
自主的䛺支援活動䜢䛧䛶䛔䜛
ᕷ民䛾ྲྀ䜚組䜏䜢⥅⥆䛧䛶支
援䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹

0

䚾生涯学習課中央公民館䚿

䜻䝑䝈䝛䝑䝖䜽䝷䝇㐠営
支援

䚷ᮍ就学児䜢持䛴子育䛶中
䛾親䛜抱え䜛Ᏻや閉塞感
䛾解消䚸䛭䛧䛶親ྠ士䞉地域
ఫ民䛸䛾情報交や䝛䝑䝖
ワ䞊䜽䛵䛟䜚䜢䚸㞟団䛷䛾㐟
䜃䜢通䛨䛶築䛟䛣䛸䜢支援

○䜻䝑䝈䝛䝑䝖䜽䝷䝇
 䞉実施時期䞉回数䠖 㻡᭶～㻟᭶
㻝㻝回
 䞉実施場ᡤ䠖 総合学習䝉ン
䝍䞊
 䞉参ຍ人数䠖 延䜉㻟㻝㻡人
○㐠営委員会䠄㻞回䠅
 䞉参ຍ者募㞟䠄広報䚸地域回
覧䜋䛛䠅
 䞉参ຍ人数䠖 延䜉㻞㻠人

䚷後䜒㔜要䛺ศ㔝䠄子育
䛶䠅䛷自主的䛺支援活動䜢䛧
䛶䛔䜛ᕷ民䛾ྲྀ䜚組䜏䜢䜢⥅
⥆䛧䛶支援䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹

0

䚾生涯学習課中央公民館䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

䝪䝷ン䝔䜱䜰活動支援䞉༠働業䠄図書館䠅
䚷䛚䛿䛺䛧会䝪䝷ン䝔䜱䜰䚸閲覧室䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾駐車場使
用料䜢㈇担

42

<弘前図書館>

䛽䛳䛸ワ䞊䜽䞉䛔わ䛝㛵連業 䚷岩木地༊⏫会ཬ䜃⏫会公民館䛸䛾連携ཬ䜃情報共᭷䜢
䛧䚸公民館活動䛾活性䜢図䜛䛯䜑䚸情報ㄅ䛂䛽䛳䛸ワ䞊䜽䞉
䛔わ䛝䛃䛾Ⓨ行や担当者連絡会議䜢開催

28

<生涯学習課中央公民館岩木館>

花䛔䛳䜁䛔㐠動 䚷育苗講習会や花壇䝁ン䜽䞊䝹䜢通䛧䛶䚸岩木地༊䛾各⏫
会䛜花植え䜢䛧奉䛩䜛心や地域䛾連携༠力䚸環境美
䛾推進䜢図䜛

83

<生涯学習課中央公民館岩木館>

公民館䜽䝷䝤活動支援䠄地༊公民館䠅 䚷地域ఫ民䛾自主的䛺学習活動䜢支援䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸学䜃
䜢深䜑䜛䛸共䛻䚸学䜃䜢社会䛻還元䛩䜛䛯䜑䛾機会䛸䛺䜛䜘
う支援

-

<生涯学習課中央公民館>

岩木地༊䝺䜽䝸䜶䞊䝅ョン大会補ຓ金 䚷岩木地༊ఫ民䛾健康ཬ䜃体力増進䜢図䜛䛸䛸䜒䛻䚸岩木
地༊䛾連ᖏ感䜢深䜑䜛䛯䜑䚸䝺䜽䝸䜶䞊䝅ョン大会䛾開催䛻
要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

300

<生涯学習課中央公民館岩木館>

文䜾䝹䞊䝥䛾支援䞉育成業 䚷公民館業䜢通䛨䛶生䜎䜜䛯ᕷ民䛾自主的䛺学習活動䜢
支援䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸学䜃䜢深䜑䜛䛸共䛻䚸学䜃䜢社会䛻還
元䛩䜛䛯䜑䛾機会䛸䛺䜛䜘う支援

-

<生涯学習課中央公民館>

青ᖺ䝃䞊䜽䝹活動䛾支援䞉育成業
䚷青ᖺ䛾交流䛾輪䜢広䛢䚸䛥䜎䛦䜎䛺ศ㔝䛻わ䛯䛳䛶社会
参ຍ䜢ಁ䛩䛯䜑䛻青ᖺ䛾自主的䛺学習活動䜢支援

-

<生涯学習課中央公民館>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

相馬地༊文祭 䚷相馬地༊䛾伝統芸能や文䛻親䛧䜏䛺䛜䜙参ຍ体験䜢
䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸郷土䜢愛䛩䜛心や誇䜚䛾保持䛸地域䛾活性
䜢図䜛

142

<生涯学習課中央公民館相馬館>
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䚾基本方向シート䚿

ୖ昇

ྲྀ得ᖺᗘ H25 H26 H27 H28

郷土弘前䛾Ṕྐ䛸文㈈䛻親䛧䜏䜢持䛳䛶
䛔䜛ᕷ民䛾割合

66.0% 66.5% 65.8% 64.40%

施策䛾ᇶᮏ方向䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

䚷文㈈䛾計⏬的䛺保存修理䜢実施䛧䛺䛜䜙䚸修理䞉Ⓨ掘現場䛾積極的䛺公開䜢行う䛸䛸䜒䛻䚸
子䛹䜒䛯䛱䛜文㈈䛻触䜜䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸Ṕྐ䛻興味䜢持䛱郷土䛾䜘䛥䜢知䛳䛶䜒䜙う䛯䜑䚸学校䛸
䛾連携䛻䜘䜛学習䜢支援䛧䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸郷土䛾Ṕྐ䞉伝統䞉文䜢保存䛧䚸ཷ䛡⥅䛔䛷䛔䛟䛯䜑䛾地域活動䜢推進䛧䚸郷土䜢愛䛩
䜛ᕷ民䜢増や䛧䜎䛩䚹
䚷併䛫䛶䚸ᕷ民や観ග客䛻ᑐ䛧䚸効果的䛺ＰＲ活動䜢行䛔䚸Ṕྐや文䛻触䜜䛶感動䛩䜛機会䜢
䜘䜚多䛟ᥦ供䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸郷土䛾Ṕྐや文䛻ᑐ䛩䜛理解䛸ᬑཬ啓Ⓨ䜢図䜛䛯䜑䚸文㈈䛻㛵
䛩䜛情報䜢㞟䚸整理䚸Ⓨ信䛩䜛䛯䜑䛾䝅䝇䝔䝮䜢構築䛧䜎䛩䚹

指䚷䚷䚷䚷標

指標䛾動向

ᇶ準値 㻴㻞㻢ᖺᗘ 㻴㻞㻣ᖺᗘ 㻴㻞㻤ᖺᗘ 㻴㻞㻥ᖺᗘ 方向性
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

Ⅼ検䛧䛯㔜要文㈈ᡤ᭷者数 㔜要文㈈建造物䛾防災設備保ᏲⅬ検䛿着実䛻実施䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

弘前䛾⏫並䜏䛾特ᚩ䛷䛒䜛㔜層的䛺⏫並䜏䛾根幹䜢形成䛩䜛㔜要文㈈建造物䛻䛴䛔䛶䚸着実䛻防災設備
䛾保ᏲⅬ検䜢実施䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹䛣䜜䛻䜘䜚良好䛺状態䛷文㈈建造物䜢保存䛩䜛䛣䛸䛜ྍ能䛸䛺䜚䚸弘
前䛾魅力䛾向ୖ䛸共䛻Ᏻ全䛺公開䜢行う䛣䛸䛜䛷䛝䛯䛸考え䜙䜜䜎䛩䚹

課
㢟

ᡤ᭷者䛸䛾連携䛻䜘䜚䚸適ṇ䛺管理体ไ䜢構築䛷䛝䛶䛔䜎䛩䛜䚸中䛻䛿䚸ᡤ᭷者䛾高齢や䚸担䛔手䛾減少䛻
䜘䜚䚸管理体ไ䛾見直䛧䛜必要䛻䛺䜛䛸見込䜎䜜䜎䛩䚹文㈈建造物等修理業䛾業費䛸䚸䛭䜜䛻伴うᡤ᭷
者㈇担㢠䛿䚸植物性資ᮦ䛾枯Ῥ等䛾理⏤䛻䜘䜚増ຍ傾向䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

H29


中
評
価

㻝㻝団体䜈䛾補ຓ金䛾交付䛻䜘䜚䚸㔜要文㈈䛾適ṇ䛺維持管理䜢引䛝⥆䛝行う䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹䜎䛯䚸㔜要文
㈈建造物等䛾修理業補ຓ䜒䚸ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛷㻡業実施䛧䚸ᡤ᭷者䛾経῭的㈇担䜢軽減䛧䛶䚸保存修理䜢
実施䛧䚸䛭䛾価値䜢Ᏺ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䚹ᖺᗘ䛿㻢業䜢予ᐃ䛧䛶䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

㔜要文㈈建造物等䚸弘前䛾魅力䛾大䛝䛺構成要素䛷䛒䜛文的遺産䜢ḟ௦䜈⥅ᢎ䛩䜛䛯䜑䚸䛭䛾健全性䜢
担保䛩䜛防災設備䛾保ᏲⅬ検や除排雪経費等䛻ᑐ䛧䛶後䜒⥅⥆䛧䛶補ຓ䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹ᡤ᭷者や
担䛔手䛾高齢や減少䛜ຍ㏿ᗘ的䛻進䜐䛣䛸䛜見込䜎䜜䜎䛩䛾䛷䚸補ຓไᗘ䛾䛥䜙䛺䜛充実䛸䚸総合的䛺計⏬
䛾策ᐃ䛜必要䛷䛩䚹䜎䛯䚸㔜要文㈈建造物等修理業費䛸䛭䜜䛻伴うᡤ᭷者㈇担㢠䛿䚸増ຍ䛾傾向䛻䛒䜛
䛣䛸䛛䜙䚸ᕷ䛾䜎䛱䛵䛟䜚䛾根幹䛷䛒䜛文㈈䛾保護䛻ᑐ䛧䚸⥅⥆䛧䛶補ຓ䜢実施䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻝㻝件

H22 H25 H26 H27 H28

㻝㻝件 㻝㻝件

施䚷策 1 文㈈䛾保存䛸管理

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷ᕷෆ䛻残䜛文㈈建造物䜢保存䞉管理䛩䜛䛯䜑䚸保存活用䛾方針䜢ᐃ䜑䚸老朽䛧䛯䜒䛾䛿保存修理䜢実施䛧䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸ྐ跡等䛾グ念物䛾把握䛸グ録䜢行䛔䛴䛴管理䛻ດ䜑䚸䛭䛾ᮏ質的価値䜢Ᏺ䜛䛯䜑䚸埋蔵文㈈等䛾調査䜢実
施䛧䜎䛩䚹
䚷伝統的建造物群保存地༊䛾維持䛾䛯䜑䚸保存管理計⏬䜢見直䛧䛧䚸公開武家ఫ宅䛾管理䛸保存修理䜢実施䛧䛺䛜䜙
地༊ෆ䛾ᬒ観維持䜢目指䛧䜎䛩䚹
䚷䛥䜙䛻䚸ᕷෆ䛾文遺産䜢Ᏺ䜛䛯䜑䛾調査䜢実施䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

㔜要文㈈建造物䛾防災設備
Ⅼ検数

㻝㻝件 㻝㻝件 㻝㻝件

施策䛾ᇶᮏ方向 䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

目䚷標 1 文㈈䛾保存䛸整備
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

伝統的建造物群保存
地༊修理修ᬒ業補
ຓ

䚷仲⏫伝統的建造物群保存
地༊ෆ䛾建造物等䛾修理䞉
修ᬒ䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補
ຓ

地༊ఫ民䛾修理修ᬒ業䛻
ᑐ䛩䜛補ຓ
䚷国庫補ຓ業䚷㻠件䠄門修
理㻞件䚸ᯈ塀修理㻝件䚸ᯈ塀
修ᬒ㻝件䠅
䚷ᕷ༢独補ຓ䚷㻢件䠄門扉修
ᬒ㻞件䚸䝃ワ䝷生垣修理㻞件䚸
䝃ワ䝷生垣修理㻞件䠅

䚷後䜒業䜢⥅⥆䛧䚸伝建
地༊ෆ䛾建造物䞉ᬒ観䛾向
ୖ䛻ດ䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩

2,277

䚾文㈈課䚿

指ᐃ文㈈管理業
補ຓ

䚷㔜要文㈈建造物䛾通常
䛾維持管理䛻必要䛺防災設
備䛾保ᏲⅬ検や除排雪経費
等䛻䛴䛔䛶䚸┴䛻準䛨䛶経費
䛾୍部䜢補ຓ

䚷㔜要文㈈建造物䛾防災
設備保ᏲⅬ検ཬ䜃除排雪経
費補ຓ䚷㻝㻝件䚷補ຓ率㻝㻛㻠

䚷後䜒業䜢⥅⥆䛧䚸文
㈈䛾保存䛸活用䛻資䛥䜜䜛必
要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

591

䚾文㈈課䚿

㔜要文㈈等修理
業補ຓ 䚷㔜要文㈈建造物䛾修理

や防災設備等䛾設置䞉更新
等䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

ᪧ弘前偕行社保存修理業
㻔補ຓ㻕
岩木山⚄社ᮏ殿保存修理
業㻔補ຓ㻕
革⚽寺ᮏ堂䞉津軽Ⅽ信霊屋
保存修理業㻔補ຓ㻕
高照⚄社㝶⚄門䞉高塀保存
修理業㻔補ຓ㻕
乳⚄社社殿保存修理業
㻔補ຓ㻕

䚷後䜒業䜢⥅⥆䛧䚸文
㈈䛾保存䛸活用䛻資䛥䜜䜛必
要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

27,971

䚾文㈈課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䠎　施策䛻関連する事業

ኴ宰治䜎䛺䜃䛾家業
䚷ᪧ藤⏣家ఫ宅䠄ኴ宰治䜎䛺䜃䛾家䠅䜢指ᐃ管理業務等䛻
䜘管理

6,957

<文㈈課>

ᪧᕷ立図書館管理業
䚷直営体ไ䛻䜘䜚䚸ᪧ弘前ᕷ立図書館䜢公開活用䛸併䛫䛶
管理

405

<文㈈課>

大石武学流庭園調査䞉活用業 䚷大石武学流庭園群䛾国ྡ勝指ᐃ䛻向䛡䛶䚸文庁䛾現
地指ᑟ䜢ཷ䛡䚸瑞楽園䛾㢧在䜢図䜛䜋䛛䚸文的価値䜢
ㄆ識䛩䜛䛯䜑䛾䝅ン䝫䝆䜴䝮䜢グ載

4,189

<文㈈課>

瑞楽園管理業
䚷国指ᐃྡ勝瑞楽園ཬ䜃中ูᡤᯈ碑群䛾維持管理 6,750

<文㈈課>

広域環状㐨路整備Ⓨ掘調査業 䚷ᖹ成㻞㻠～㻞㻣ᖺᗘ䛾䠐䛛ᖺ䛷䚸㻟㻘㻠㻝㻟㎡䛾Ⓨ掘調査䜢実施䚹
ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛻過ᖺᗘ䛾調査成果䜢䜎䛸䜑䛯Ⓨ掘調査報告
書䜢刊行䛧䚸Ⓨ掘調査業䛿終了䚹

4,396

<文㈈課>

建造物調査業
䚷文㈈指ᐃ䛾前調査䚸解体前䛾グ録保存䛸䛧䛶建造物
調査䜢実施

1,024

<文㈈課>

公開武家ఫ宅整備業
䚷仲⏫伝統的建造物群保存地༊ෆ䛾公開武家ఫ宅䠄䠐棟䠅
䛾老朽箇ᡤ䜢修理

3,798

<文㈈課>

ᕷෆ遺跡Ⓨ掘調査業
䚷開Ⓨ䛻䜘䜛遺跡䜈䛾影響䛾᭷無やグ録保存䜢図䜛䛯䜑䚸
試掘調査ཬ䜃ヲ細ศᕸ調査䜢実施

2,000

<文㈈課>

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

仲⏫伝統的建造物群保存地༊樹木保存業補ຓ
䚷仲⏫伝統的建造物群保存地༊ෆ䛾樹木保護䛾䛯䜑䚸害
虫防除䛻要䛩䜛経費䛾୍部䛻ᑐ䛧補ຓ

93

<文㈈課>
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

堀越城跡整備ᑐ象面積䛻ᑐ䛩
䜛整備῭面積䛾割合
※整備ᑐ象面積䛿㻤㻞㻘㻜㻜㻜㎡

堀越城跡䛾整備῭面積䛾割合䛿㡰調䛻増ຍ䛧䛶䛚䜚䚸ᖹ成㻞㻥ᖺᗘᮎ䜎䛷䛻目
標値䜢ୖ回䜛㻠㻡㻚㻟％䛸䛺䜛予ᐃ䛷䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

当ヱ施策䛻紐䛵䛟計⏬業䛻䛴䛔䛶䛿䚸着実䛻進捗䛧䛶䛔䜎䛩䚹
堀越城跡整備業䛻䛴䛔䛶䛿計⏬的䛺整備䛾推進䛻䜘䜚䚸指標䛸䛺䜛整備進捗率䛿着実䛻増ຍ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸
整備終了地༊䜘䜚暫ᐃ公開䛧䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸津軽Ṕྐ文資料展示施設等整備業䛻䛴䛔䛶䜒䚸整備䛿着
実䛻進䜣䛷䛚䜚䚸施策目的䛻寄䛧䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

堀越城跡整備業䛻䛴䛔䛶䛿㻞㻜㻞㻜ᖺ春䛾全面公開䛻䜐䛡䛶䚸着実䛻整備䜢進䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域ఫ民䛸䛾༠
働䛻䜘䜛䚸䜘䜚୍層䛾公開活用䛸適ษ䛺維持管理䜢実施䛩䜛体ไ䛵䛟䜚䜢進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹津軽Ṕྐ文
資料展示施設等整備業䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᖹ成㻟㻜ᖺ春䛾開館䛻向䛡䛶着実䛻整備䜢進䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸開館後䛾管
理䞉㐠営体ไ䜈䛾滑䛺移行䜢進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

現在䚸当ヱ施策䛻紐䛵䛟計⏬業䛻䛿䛩䜉䛶着手䛧䛶䛔䜎䛩䚹
堀越城跡整備業䛻䛴䛔䛶䛿䚸着工中䛾工䜢着実䛻進䜑䜛䜋䛛䚸ᖺᗘෆ䛻ྐ跡ෆ䛾最終整備༊䛷䛒䜛୕之
丸東地༊整備䛻着手䛩䜛予ᐃ䛷䛩䚹
津軽Ṕྐ文資料展示施設等整備業䛻䛴䛔䛶䛿䚸全工䜢着手῭䜏䛷䛒䜚䚸工期ෆ䛾竣工䛻向䛡䛶着実䛺
進捗䜢図䜚䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

当ヱ施策䛻䛴䛔䛶䛿䚸着実䛻進捗䛧䛶䛚䜚䚸両業䛸䜒䛻全面的䛺公開活用䛾見込䜏䛜䜋䜌確ᐃ䛧䜎䛧䛯䚹
後䛿䚸䜘䜚୍層䛾公開活用䛸適ษ䛺維持管理䜢実施䛩䜛䚸管理䞉公開活用䛻ಀ䜛計⏬や体ไ構築䛾検討䜢進
䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

42.50%

H22 H25 H26 H27 H28

37.80% 41.50%

施䚷策 2 文㈈䛾整備䛾推進

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

ྐ跡津軽氏城跡䛿䚸堀越城跡䚸弘前城跡䛷構成䛥䜜䚸䛥䜙䛻弘前城跡䛿弘前城䚸長勝寺構䚸新寺構䛛䜙䛺䜚䜎䛩䚹䛣䜜䜙
䛿䚸ྐ跡津軽氏城跡保存管理計⏬ཬ䜃整備計⏬䛻ᇶ䛵䛟䚸適ṇ䛺保存䚸整備並䜃䛻活用䛜求䜑䜙䜜䛶䛚䜚䚸計⏬䛻
沿䛳䛯整備䜢推進䛧䜎䛩䚹
䜎䛯䚸文㈈䛾୍部䜢構成䛩䜛Ṕྐ䞉文資料䛾保存䛸活用䜢図䜛䛯䜑䚸津軽Ṕྐ文資料展示施設等䜢整備䛩䜛䜋
䛛䚸ᕷ民ཬ䜃観ග客等䛜Ᏻ心䛧䛶回㐟䛧䚸弘前䛾Ṕྐ䞉文䛻ᑐ䛩䜛理解䜢深䜑䜙䜜䜛環境䛾整備䜢図䜚䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

堀越城跡整備進捗率
- 12.60% 28.00%

施策䛾ᇶᮏ方向 䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

目䚷標 1 文㈈䛾保存䛸整備
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

津軽Ṕྐ文資料展
示施設等整備業

䚷貴㔜䛺Ṕྐ的文資料䛾
適ṇ䛺保存䛸展示䛾䛯䜑䛾
施設䜢建設䛧䚸多䛟䛾人々䛻
公開䛩䜛環境䜢整え䚸併䛫
䛶䚸藩ᨻ時௦䛛䜙䛾Ṕྐ䞉文
資料䜢䜒䛳䛶䚸地域䛾立体
感䛾䛒䜛遺構空間䛾形成䜢
図䜛䚹

展示施設新築工䞉工┘
理
展示施設展示工䞉工┘
理
馬場跡整備工䞉工┘理
馬場跡試掘調査
保Ᏻ林解除用地測㔞䚷䜋䛛

䚷計⏬䛻ᇶ䛵䛝䚸業䜢着実
䛻進䜑䜎䛩䚹䜎䛯䚸施設整備
や体ไ䛵䛟䜚䛾䛯䜑㛵ಀ機㛵
䛸䛾༠議調整䜢進䜑䜎䛩䚹

339,587

䚾文㈈課䚿

ྐ跡津軽氏城跡堀越
城跡整備業

䚷ᮏ丸䞉之丸䞉୕之丸䞉外構
整備䚸ᪧ石戸谷家ఫ宅復元
䜢実施䠄整備面積䠖㻤㻞㻘㻜㻜㻜
㎡䠅䚹
䚷㻞㻣ᖺᗘ䛿୕之丸西地༊䞉管
理活用支援䜶䝸䜰整備等䚹
業期間䠖ᖹ成㻞㻝～㻟㻝ᖺᗘ

管理活用支援䜶䝸䜰整備工
㻞ḟ䚷㻢㻘㻡㻜㻜㎡
外構地༊整備工㻝ḟ
㻞㻞㻘㻥㻜㻜㎡
䜶ン䝖䝷ン䝇䜶䝸䜰整備工㻝
ḟ䚷㻠㻘㻝㻜㻜㎡
管理活用支援䜶䝸䜰ఇ息施
設整備工䚷㻝棟
୕之丸東地༊実施設計
ᪧ石戸谷家ఫ宅復元工㻞
ḟ䚷㻠㻟㻜㎡
整備指ᑟ委員会開催䚷㻟回

䚷計⏬䛻ᇶ䛵䛝䚸業䜢着実
䛻進䜑䜎䛩䚹䜎䛯䚸後䜒周
知䞉公開活用䜢進䜑䜛䛸䛸䜒
䛻䚸整備後䛾維持管理体ไ
䛵䛟䜚䜒進䜑䜎䛩䚹

222,472

䚾文㈈課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

ヱ当䛩䜛施設䛾ᖺ間総入場者
数䛾合算䛻䜘䜚㞟計䛩䜛

目標値㻠㻟㻘㻜㻜㻜人䜢㻤㻘㻣㻡㻤人ୖ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ௨降䚸ྑ肩ୖ䛜䜚䛷入場者数䛿伸䜃䛶䛔䜎䛩䚹ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ䛛䜙䚸瑞楽園䞉武家ఫ宅䛻䚸䛭䜜௨前
䛛䜙ᑟ入䛧䛶䛔䛯ᪧ藤⏣家ఫ宅ྠ様䛻指ᐃ管理者ไᗘ䜢ᑟ入䛧䜎䛧䛯䚹民間䛾䝜䜴䝝䜴䜢用䛔䛯文㈈施設䛾
活用䛜ຌ䜢奏䛧䚸目標値䜢超え䜛入場者数䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸文都ᕷ弘前䛾魅力䜢䚸ᕷෆ外䛾人䛻概䛽Ⓨ信䛷䛝
䛶䛔䜛䛸考え䜙䜜䜎䛩䚹

課
㢟

䚷弘前城跡周辺䜶䝸䜰䛻㞟中䛩䜛観ග客等䜢䛔䛛䛻誘ᑟ䛩䜛䛛䛜課㢟䛸䛺䜚䜎䛩䚹文㈈䛾ᮏ質的価値䜢保存
䛩䜛䛣䛸䛸䚸利活用䛩䜛部ศ䛸䛾䝞䝷ン䝇䜢保䛴必要䛜䛒䜚䚸文㈈施設䜢䜘䜚適ṇ䛻䚸教育䞉観ග等䛻活用䛩䜛
䛯䜑䚸㛵ಀ団体䛸䛾更䛺䜛連携䚸ᕷ䛸䛧䛶䛾䜺䜲䝗䝷䜲ン䜢ᐃ䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷現在当ヱ施策䛻紐䛵䛟計⏬業䛿䛩䜉䛶着手䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹
䚷引䛝⥆䛝䚸指ᐃ管理者䛸連携䛧䚸民間䛾䝜䜴䝝䜴䜢活用䛧䛺䛜䜙䚸䜘䜚多䛟䛾人々䛻弘前䛾文遺産䛻触䜜䛶䛔
䛯䛰䛟機会䜢作䜚䜎䛩䚹ᖺᗘ䚸国土交通省䛾Ṕྐ的風⮴活用国㝿観ග支援業䜢活用䛧䚸㔜要文㈈建造
物ཬ䜃仲⏫伝統的建造物群保存地༊等䛻䚸多言語䛾ㄝ明ᯈ䜢設置䛩䜛予ᐃ䛷䛩䚹䛣䜜䛻䜘䜚䚸訪᪥外国人䛻
ᑐ䛧䛶䚸䜘䜚深䛟弘前䛾Ṕྐ䞉文䛻触䜜䛶䛔䛯䛰䛟䛣䛸䛜ྍ能䛸䛺䜚䚸弘前䛾魅力䜢広䛟Ⓨ信䛷䛝䜛䜒䛾䛸考え䜙
䜜䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷文㈈施設䛾入場者数䛿䚸㡰調䛻伸䜃䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸外国人入場者䛾数䜒䚸㻞倍超䛾大幅䛺伸䜃䜢示䛧䛶
䛔䜎䛩䚹ᕷෆ䛛䜙䛾入場者数䜒㡰調䛻伸䜃䛶䛔䜛䛣䛸䛛䜙䚸ᕷෆ外問わ䛪䚸弘前䛾文㈈䛻触䜜䜛機会䛿多䛟
䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜わ䛛䜚䜎䛩䚹୍方䛷䚸国外䛛䜙䛾来訪者䛾ཷ䛡入䜜体ไや䚸文㈈䛭䛾䜒䛾䛾価値䜢わ䛛䜚や
䛩䛟ㄝ明䛩䜛䛣䛸䜒求䜑䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻠㻟㻘㻜㻜㻜人

H22 H24 H26 H27 H28

㻡㻜㻘㻞㻟㻡人 㻡㻝㻘㻣㻡㻤人

施䚷策 1 文㈈情報䛾公開䞉Ⓨ信䛾充実

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷文㈈保護意識䛾高ᥭ䜢図䜛䛯䜑䚸ᕷ民や観ග客䛻ᑐ䛧効果的䛺ＰＲ活動䜢行䛔䚸Ṕྐや文䛻触䜜䛶感動䛩䜛機
会䜢䜘䜚多䛟ᥦ供䛧䜎䛩䚹
䜎䛯䚸郷土䛾Ṕྐや文䛻ᑐ䛩䜛理解䛸ᬑཬ啓Ⓨ䜢図䜛䛯䜑䚸文㈈䛻㛵䛩䜛情報䜢㞟䚸整理䚸Ⓨ信䛩䜛䛯䜑䛾䝅䝇
䝔䝮䜢構築䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

文㈈課ᡤ管施設䛾入場者数
㻟㻥㻘㻡㻤㻜人 㻟㻥㻘㻥㻜㻞人 㻠㻠㻘㻞㻜㻞人

施策䛾ᇶᮏ方向 䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

目䚷標 2 文㈈䛾公開活用䛸伝ᢎ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

世界遺産Ⓩ録推進
業

䚷ྐ跡大森勝山遺跡䜢含䜑
䛯䛂ᾏ㐨䞉東䛾縄文遺
跡群䛃䛾世界遺産Ⓩ録䜢目
指䛧䛯活動䜢実施䛩䜛縄文
遺跡群世界遺産Ⓩ録推進ᮏ
部䜈䚸㈇担金䜢交付

○縄文遺跡群世界遺産Ⓩ録
䚷推進ᮏ部䛻䜘䜚௨ୗ䛾作業
䚷䜢実施䛩䜛䚹
䚷䚷䐟推薦書案作成
䚷䚷䐠推進ᮏ部会議出席
䚷䚷䚷䠄㻝回䠅
䚷䚷䐡専門家委員会出席
䚷䚷䚷䠄㻝回䠅
䚷䚷䐢推進会議等出席䠄㻠回䠅

䚷縄文遺跡Ⓩ録推進ᮏ部䛸
䛾連携䛾䛯䜑䛻䜒業䛾⥅
⥆䛜必要䛷䛩䚹

251

䚾文㈈課䚿

文㈈施設公開業
䚷公開武家ఫ宅䛻䛚䛡䜛䜲䝧
ン䝖䜢実施

○施設公開
ᪧ伊東家ఫ宅䠄通ᖺ䠅䚸
ᪧ梅⏣家ఫ宅䠄㻠᭶～㻝㻝᭶䠅䚸
ᪧ岩⏣家ఫ宅䠄通ᖺ䠅䚸
ᪧ笹森家ఫ宅䠄通ᖺ䠅䚸
瑞楽園䠄㻠᭶～㻝㻝᭶䠅䚸
ᪧᕷ立図書館䠄通ᖺ䠅䚸
ᪧ藤⏣家ఫ宅䠄通ᖺ䠅
○文㈈講ᗙ
※体験䜲䝧ン䝖䛿指ᐃ管理者
䛾自主業䛸䛧䛶実施䚹

䚷成果指標䛻直接影響䜢
え䜛業䚹弘前ᕷ䛾特色䜢
㻼R䛩䜛㔜要䛺業䛷䛒䜚䚸⥅
⥆䛧䛶業䜢進䜑䛶䛔䛟必要
䛜䛒䜚䜎䛩

250

䚾文㈈課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

各䜲䝧ン䝖䛾参ຍ者総数
目標値䛿㻠ᖺ間ᖹ均値䛷㻝㻘㻞㻜㻜人䛷䛩䛜䚸䛣䜜䜎䛷䛾㻟ᖺ間ᖹ均値䛿㻞㻘㻢㻥㻝人䛸大
䛝䛟ୖ回䛳䛶䛔䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

各種公開業䛻䜘䜚䚸ᕷ民䛜文㈈䛻触䜜䜛機会䛿増ຍ䛧䛶䛚䜚䚸参ຍ者数䜒㡰調䛻増ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

ྐ跡等公開活用業䞉大森勝山遺跡公開活用業䛾両業䛸䜒䛻䚸ᐃ期開催䛾䜲䝧ン䝖䛿ᐃ着䛧䛴䛴䛒䜚䚸Ᏻ
ᐃ䛧䛯参ຍ者数䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䛜䚸参ຍ者䛛䜙䛿参ຍ枠䛾増ຍや䚸更䛺䜛追ຍ䜲䝧ン䝖䛾開催䛾要望䛜䛒䛜䛳
䛶䛔䜎䛩䚹䛧䛛䛧䚸実施体ไや䚸原資䛸䛺䜛国庫補ຓ金䛾減㢠交付䛺䛹䚸限䜙䜜䛯人員䞉予算䛾中䛷䚸䜘䜚効果的
䛻文㈈䛾公開活用䜢図䛳䛶䛔䛟必要䛜生䛨䛶䛔䜎䛩䚹
䛺䛚䚸大森勝山遺跡公開活用業䛻䛴䛔䛶䛿䚸䜲䝧ン䝖等䛻䜘䜛遺跡䛾周知䞉公開活用䛸䛸䜒䛻䚸来訪者䛾ཷ入
䜜環境䛾整備䜒進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

現在䚸当ヱ施策䛻紐䛵䛟計⏬業䛻䛿䛩䜉䛶着手䛧䛶䛔䜎䛩䚹
ྐ跡等公開活用業䛻䛴䛔䛶䛿䚸遺跡見学会や䝅ン䝫䝆䜴䝮䜢開催䛩䜛䜋䛛䚸秋䛻䛿ᕷෆᑠ学校全㻢ᖺ生児
童約㻝㻘㻟㻜㻜ྡ䜢ᑐ象䛸䛧䛯弘前城ᮏ丸石垣解体現場見学会䜢開催䛩䜛予ᐃ䛷䛩䚹
大森勝山遺跡公開活用業䛷䛿䚸㻤᭶䛻䛨䜗う䜒䜣祭䜚や縄文講ᗙ䜢開催䛩䜛䛸䜒䛻䚸ᖺᗘෆ䛻整備工用仮
設㐨路整備䛸ྎ地地༊造成工実施設計策ᐃ䜢進䜑䜛予ᐃ䛷䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

当ヱ施策䛻䛴䛔䛶䛿過去㻟ᖺ間䛾施策展開䛻䜘䜚䚸参ຍ者数䛾㡰調䛺増ຍ䛸䛸䜒䛻䚸参ຍ者䛛䜙䜒好評䜢得䛶
䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸参ຍ者や地域ఫ民䚸参ຍ団体䛛䜙䛿䚸公開活用䜲䝧ン䝖䛾䛥䜙䛺䜛ෆ容ᣑ充や䚸遺跡䛾公開活用
環境䛾向ୖ䛻䛴䛔䛶要望䜒出䛶䛔䜎䛩䚹
䛧䛛䛧䚸公開活用䜲䝧ン䝖䛻䛴䛔䛶䛿要望䛻答え䜛体ไ䛵䛟䜚や䚸国庫補ຓ金䛾効率的䛺活用䛺䛹䜢検討䛧䛶䛔
䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䜎䛯䚸大森勝山遺跡公開活用業䛻䛴䛔䛶䛿䚸世界遺産Ⓩ録推進䛾動向䜢見据え䛺䛜䜙䚸᪩急䛻来訪者䛾ཷ
入䜜環境䛾向ୖ䜢進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況

㻝㻘㻞㻜㻜人

䠉 H25 H26 H27 H28

㻟㻘㻡㻣㻣人 㻞㻘㻡㻜㻣人

施䚷策 2 文㈈䜢活用䛧䛯学習等䛾充実

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷ᕷෆ䛻䛿䚸弘前城跡䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛数多䛟䛾ྐ跡やṔྐ的建造物䛺䛹䛾文遺産䛜存在䛧䛶䛚䜚䚸┴ෆ䛿䜒䛸䜘䜚東
䛷䜒屈指䛾文都ᕷ䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹
䚷䛣䜜䜙䛾文遺産䛻䛴䛔䛶䚸ᑠ䞉中学生ཬ䜃ᕷ民䛾地域文䜈䛾理解䜢得䜛䛸䛸䜒䛻䚸地域䜈䛾誇䜚䛸愛着䜢持䛳䛯人
ᮦ育成䜢図䜛䛯䜑䚸文遺産䛾公開活用䜢推進䛧䜎䛩䚹

実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅
目標値

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

䜲䝧ン䝖参ຍ者数
䠉 㻝㻘㻜㻢㻢人 㻝㻘㻥㻤㻥人

施策䛾ᇶᮏ方向 䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

目䚷標 2 文㈈䛾公開活用䛸伝ᢎ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

大森勝山遺跡公開活
用業

䚷大森勝山遺跡世界遺産Ⓩ
録䛻向䛡䛶䚸地域䛾盛䜚ୖ䛜
䜚䜢高䜑䜛䛯䜑䚸䛱䜃䛳子縄
文講ᗙ䚸遺跡保存活用䜲䝧
ン䝖等䜢開催

䛱䜃䛳子縄文講ᗙ䚷䚷㻣～㻤᭶
全㻞回䚷㻝㻠人
䜲䝧ン䝖開催䠄大森勝山䛨䜗う
䜒䜣祭䜚䠅䚷㻝回䚷㻤᭶開催䚷参
ຍ者䞉༠力者計䚷㻝㻣㻡人
整備指ᑟ委員会開催䚷㻟回
遺跡整備ᇶᮏ設計策ᐃ業務
委ク
䜰䜽䝉䝇㐨路現況測㔞等業
務委ク
草ส業務委ク䞉入ཱྀ雑木ఆ
᥇業務委ク
園路養生工
遺跡ㄝ明ᯈ䞉案ෆ┳ᯈ設置
各㻝ᇶ

䚷世界遺産Ⓩ録推進活動䛾
進捗䛻䜘䜚䚸遺跡䛾知ྡᗘや
来場者数䜒増ຍ䛧䛶䛔䜎䛩䚹
地域や䜲䝧ン䝖参ຍ者䛛䜙䜒
ཷ入䜜環境等䛾向ୖ䛻䛴䛔
䛶要望䛜䛷䛶䛚䜚䚸後䛿䜲
䝧ン䝖䛾ᐃ着や整備業
䛾ල体等䚸業䛾ᣑ充䛜
必要䛷䛩䚹

12,825

䚾文㈈課䚿

ྐ跡等公開活用業
䚷ᑠ䞉中学校ཬ䜃ᕷ民䜢ᑐ象
䛻遺跡見学会䚸石垣䝅ン䝫䝆
䜴䝮䛺䛹䜢実施䛩䜛䜋䛛䚸出
前授業用䛸䛧䛶土偶䛾䝺䝥䝸
䜹䜢作〇

○遺跡見学会䚷㻤᭶䞉㻝㻜᭶䚷㻠
回䚷㻞㻡㻞人䠄堀越城跡䜋䛛㻠ヶ
ᡤ䠅
○大森勝山遺跡䝅ン䝫䝆䜴
䝮䚷㻥᭶䚷㻝回䚷㻥㻠人䠄ᕷ民文
交流館䝩䞊䝹䠅
○遺跡ㄝ明ᯈ整備䚷㻝ᇶ䠄如
来瀬石ษ場跡䠅
○学習支援䠄体験Ⓨ掘䠅䚷㻢᭶
㻝回䚷㻝㻟人䠄東目屋ᑠ学校䠅
○出前授業䚷㻣᭶～㻞᭶䚷㻝㻞
回䚷㻞㻢㻜人䠄堀越ᑠ学校䚸第
中学校䠅
○䝟䝛䝹展䚷㻝㻝᭶～㻟᭶䚷㻢
回䚷㻢㻟㻡人䠄䝠䝻䝻䜋䛛㻞ヶᡤ䠅
○文㈈䝬䝑䝥作成調査䚷㻣
᭶～㻝㻜᭶䚷㻠回䚷㻞㻡㻝人䠄福ᮧ
ᑠ学校䜋䛛㻞校䠅

䚷ྐ跡等䛾整備業䛾ᮏ᱁
等䛻伴う䚸文㈈䜈䛾㛵心
䛾高䜎䜚䛻䜘䜚䚸後䜒参ຍ
者䛾増ຍ䛜見込䜎䜜䜎䛩䚹䜲
䝧ン䝖䛾ᐃ着䛸䛸䜒䛻䚸多様
䛺要望䛻応え䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛
体ไ䛵䛟䜚䜒含䜑䛯䚸業䛾
ᣑ充䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩䚹

2,000

䚾文㈈課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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䚾施策シート䚿

算
式

状
況

算
式

状
況

無形文㈈䞉無形民俗文㈈ 後⥅者足䛛䜙活動䜢ఇṆ䛧䛶䛔䜛団体䛜䛒䜚䜎䛩䚹

評
䚷
価

H28

成
果

䚷ᖹ成㻞㻢ᖺᗘ䛛䜙進䜑䜛ᢏ法䛾再現䛻䛴䛔䛶䛿䚸再現䛧䛯ᢏ法䛻䛴䛔䛶䛥䜙䛻精ᗘ䜢高䜑䜛䛯䜑䚸再現῭ᢏ法
䜢深䜑䜛ไ作䜢進䜑䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䚸䛭䜜䛻併䛫䛶䚸後⥅者育成業䜒⥅⥆䛧䛶䛚䜚䚸現在䚸研修生䛿塗䠏人䚸
木地䠐人䛷行わ䜜䛶䛔䜎䛩䚹

課
㢟

䚷津軽塗䛾伝ᢎ業䛻䛴䛔䛶䛿䚸再現ᢏ法䛻䜘䜛ᢏ術䛾研鑽䜢進䜑䛺䛜䜙䚸後⥅者育成䜒⥅⥆䛧䛶進䜑䛶䛔䜎
䛩䛜䚸䛭䜒䛭䜒研修䜢ཷ䛡䜘う䛸䛩䜛䚸୍ᐃ程ᗘᢏ術䜢修䜑䛯ⱝ手䛾ᢏ術䛜少䛺䛔状態䛷䛩䚹㛵ಀ機㛵䛸連携
䛧䚸後⥅者䛾育成䜢図䛳䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹伝統芸能䛻䛴䛔䛶䛿䚸後⥅者足䛺䛹䛻䜘䜛活動ఇṆ中䛾団
体䛜䛒䜚䜎䛩䚹活動中䛾団体䜈䛾用ල確保䛾䛯䜑䛾補ຓ䜢進䜑䛺䛜䜙䚸後⥅者䛾〈㔝䜢広䛢䜛䛯䜑䛾公開活
動䛺䛹䜈䛾支援䜒進䜑䜛必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

H29


中
評
価

䚷ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ䜒引䛝⥆䛝䚸津軽塗䛾国䛾㔜要無形文㈈指ᐃ䜢含䜑䛯津軽塗䛾ᢏ術保存ཬ䜃伝ᢎ䜢図䜛䛸䛸
䜒䛻䚸ᕷ᭷漆林ୗ草ส䜢行䛔䚸適ษ䛺原ᮦ料確保䞉維持管理体ไ䜢構築䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹
䚷 ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䛿䚸ᯇ森⏫獅子舞保存会䛸鬼沢公民館䛾䠎団体䛻䚸用ල䛾修理や更新䛾経費䛾୍部䜢補ຓ䛩
䜛䛣䛸䛷䚸適ṇ䛺活動䛾⥅⥆䛸後⥅者育成䜢行䛔䜎䛩䚹

改
善
ෆ
容
等

䚷無形文㈈䛾保持団体ṇ会員䛾人数䛿䚸わ䛪䛛䛻減少䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸୍方䛷䚸後⥅者育成䛻䛴䛔䛶䛿䚸国䛸
連携䛧䛺䛜䜙䚸着実䛻進䜑䛶䛔䜎䛩䚹䛧䛛䛧䚸後⥅者育成研修䛾ᑐ象䛷䛒䜛୍ᐃ程ᗘᢏ術䜢修䜑䛯ⱝ手䛾ᢏ術
者自体䛜少䛺䛔䛯䜑䚸㛵ಀ機㛵䛸䛾連携䜢強䛧䛶䚸研修体ไ䜢整備䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷䛩䚹
䚷無形民俗文㈈䛾伝ᢎ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ẖᖺ୍ᐃ数業䛥䜜䛶䛔䜛䛸䛣䜝䛷䛩䚹後䜒䚸用ල䜢確保䛩䜛䛯䜑
䛾支援䜢⥅⥆䛧䚸後⥅者䛾育成䛸䚸後⥅者䛾〈㔝䜢広䛢䜛䛯䜑䛾公開活動䜢行え䜛䜘う䛻䝃䝫䞊䝖䛧䛶䛔䛟必要
䛜䛒䜚䜎䛩䚹

㻝㻤団体

H22 H24 H26 H27 H28

㻝㻤団体 㻝㻤団体 㻝㻤団体 㻝㻢団体

全㻡㻠㻤種䛾う䛱復元数 過去䛻再現䛧䛯ᢏ法䛾精ᗘ䜢䛥䜙䛻高䜑䜛䛯䜑複数ᖺ䛷作品䜢ไ作䛧䛶䛔䜎䛩䚹

指
䚷
標

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

目標値
H26 H27 H28

指
䚷
標

目標値

H29

ྡ
称

伝統芸能䛾活動団体数
㻝㻤団体

㻞㻞㻜種

H22 H24 H26 H27 H28

H26 H27 H28 H29

ྡ
称

津軽塗手ᯈ䛾ᢏ法復元数
㻝㻤㻝種  㻞㻜㻜種 㻞㻝㻟種 㻞㻝㻟種

指標ྡཬ䜃算式 過去䛾状況
実績値䠄ୗ段䠖ྲྀ得ᖺᗘ䠅

㻞㻝㻟種

施䚷策 3 地域䛻根䛦䛧䛯文遺産䛾保存䛸伝ᢎ

ྲྀ
組
䜏
ෆ
容

䚷地域䛻根䛦䛧䛯伝統芸能や伝統行䛾保存䞉伝ᢎ䜢図䜛䛯䜑䚸活動団体䛾支援䜢進䜑䚸各種媒体䛻䜘䜛グ録保存䛻ດ
䜑䜎䛩䚹
䚷䜎䛯䚸地域䛻伝わ䜛伝統ᢏ術䛾保存䞉伝ᢎ䜢図䜛䛯䜑䚸保存団体䜈䛾支援䜢進䜑䚸伝統ᢏ法䛻䜘䜛作品〇作䚸ྂ䛔ᢏ
術䛾研䛥䜣䛻ດ䜑䜎䛩䚹

施策䛾ᇶᮏ方向 䊣 郷土弘前䜢愛䛧䚸自然やṔྐ䞉文㈈䜢Ᏺ䜛心䛾醸成

目䚷標 2 文㈈䛾公開活用䛸伝ᢎ
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䚾事業シート䚿

䠍　施策を構成する主䛺事業

䠎　施策䛻関連する事業

䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ䚷
䚷䚷業䚷䚷概䚷䚷要

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿

民俗文㈈指ᐃ文㈈候補団体補ຓ業
䚷無形文㈈指ᐃ䜢ཷ䛡䜛ྍ能性䛾䛒䜛団体䛾保存育成
䛻ಀ䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

0

<文㈈課>

無形民俗文㈈用ල
修理業補ຓ

䚷無形文㈈䛾保存䞉振興䜢
図䜛䛯䜑䚸┴ཬ䜃ᕷ䛾指ᐃ
無形民俗文㈈用ල修理䛻
要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

○用ල修理件数䚷㻠件

䚷保存団体䛾㈈ᨻ的㈇担䜢
軽減䛧䚸適ṇ䛺状態䛷伝ᢎ
活動䜢実施䛩䜛䛯䜑䛻䜒䚸⥅
⥆䛧䛶ຓ成䛧䛶䛔䛟必要䛜䛒
䜚䜎䛩䚹

279

䚾文㈈課䚿

津軽塗ᢏ術保存伝ᢎ
業 䚷津軽塗ᢏ術䛾保存伝ᢎ䛾

䛯䜑䚸漆᥇ྲྀ䚸ᢏ術育成研修
䛻要䛩䜛経費䛻ᑐ䛧補ຓ

○津軽塗ᢏ術保存伝ᢎ業
費補ຓ金交付䚷㻝団体䚷㻝㻜㻜
千䠄津軽塗ᢏ術保存会䠅
○ᕷ᭷漆林ୗ草ส業務䚷㻝回

䚷津軽塗ᢏ術䛾伝ᢎ䛿着実
䛻進䜣䛷䛔䜎䛩䚹後䜒⥅⥆
䛧䛶伝ᢎ業䛻ᑐ䛧䛶ຓ成䛧
䛶䛔䛟必要䛜䛒䜚䜎䛩䚹

910

䚾文㈈課䚿

業ྡ
業概要 㻴㻞㻤業実績 評価䞉改善ෆ容

H28

決算㢠
㻔千㻕䚾ᡤ管課ྡ䚿
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㸱 学識経験者ࡿࡼ意見 

 

 

मगめप 

 

 ᖹᡂ 24ᖺᗘࠊ弘前大学教育学部ࡣ初࡚ࡵ弘前市教育委員会㸦以ୗࠕࠊ弘前市教委 㸧ࠖ
ᖹᡂࡽ 23ᖺᗘ自己評価ࡢ意見ࢆ求ࠋࡓࢀࡽࡵᖹᡂ 18ᖺ改定ࡓࢀࡉ教育基ᮏ法第 17条
2 㡯ࠕࠊࡣ当ヱ地方公共団体ࡿࡅ࠾教育ࡢ振興ࡢࡵࡓࡢ施策関ࡿࡍ基ᮏ的࡞計⏬ࢆ定ࡵ
࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵうດࡼࡿ ࡋດ力義務化ࢆ策定ࡢ地方版ࡢ⏬教育振興基ᮏ計ࠊࡋ規定ࠖ

ᖹᡂࠊࡣ弘前市教委ࠋࡿ࠸࡚ 26ᖺ 6᭶ࠊᖹᡂ 26ᖺᗘࡽᖹᡂ 29ᖺᗘࡢ࡛ࡲ 4ᖺ間ࡢ教
育振興基ᮏ計⏬ࢆ新ࡓ策定ࠋࡓࡋ 

方࡛地方教育行ᨻࡢ組織及ࡧ運営関ࡿࡍ法ᚊ第 26条ࠕࡣ教育関ࡿࡍ事務ࡢ管理及
評価等ࡧ点検及ࡢ状況ࡢ執行ࡧ ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ規定࡚࠸ࡘࠖ 1㡯࡛ࠊࡣ評価報告書ࡢ作ᡂ

ࡢࡑࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡅ義務付ࢆ公表ࡧ提出及ࡢ議会 2㡯࡛ࡣ評価㝿ࡋ 学ࡋ関教育ࠕ࡚

識経験ࢆ᭷ࡿࡍ者ࡢ知見ࡢ活用ࢆ図ࡿࡍࡢࡶࡿ ᖹࠊࡾࡼ規定ࡓࡋうࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࠖ

ᡂ 24ᖺᗘࡽ弘前大学教育学部ࡣ弘前市教委ࡢࡑࡽ自己評価対ࡿࡍ意見書ࡢ提出ࢆ求

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࢀࡽࡵ

担当執筆者ࡣ以ୗࡢ通ࡿ࠶࡛ࡾ㸦執筆㡰㸧࠾࡞ࠋᮏ意見書ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ担当者ࡀ独立ࡋ

࡚執筆ࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋ体裁ࡀ異ࡿ࡞場合ࡈࢆࡇࡿ࠶ࡀ了解ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸ 

 

 森ᮏ洋࠙学校教育講ᗙ㸦教育方法㸧ࠚ㸦基ᮏ方向Ϩ㸧 

 瀧ᮏ壽ྐ࠙教職大学院ࠚ㸦基ᮏ方向ϩ 目標 1࣭3㸧 

 福島裕敏࠙学校教育講ᗙ㸦教育ྐ࣭教育社会学㸧ࠚ㸦基ᮏ方向ϩ 目標 2㸧 

 ᯇᮏ 大࠙学校教育講ᗙ㸦社会教育㸧ࠚ㸦基ᮏ方向Ϫ㸧 

 塚ᮏ悦雄࠙美術教育講ᗙ㸦彫刻㸧ࠚ㸦基ᮏ方向ϫ㸧 
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施策ごとभ取組状況पणいथभ意見 

 

1. 基本方向⋛ 社会を生き抜き、未来をणくॊ弘前ढ子भ育成 

 

 目標1 豊ऊऩ心と健やऊऩ体भ育成 كڭق

施策㸯関ࡿࡍ事業ࡣ現代ࡶࢀ࡚࠸࠾㔜要࡞事業࡛ࠊࡾ࠶数値ࡢ多少ࡢ変動ࡽ

わ࡞ࡇࡿࢀくࠊ⥅⥆的行うࡇ意義ࡿ࠶ࡀ考えࠋࡿ特ࣞࣇン࣒࣮ࣝࣉࢵࢩࢻ事業

指ᑟࠊࡽࡇࡿ࠸ࡶࡶ子࠸࡞えࢆࡿࡊࡏ㸭ࡿ࠸࡚ࡋ理由࡛利用࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡣ࡚࠸ࡘ

体制ࡢ充実ࢆᚋࡶ図࠸࡚ࡗくࡀࡇ求ࠕࠊࡀࡿࢀࡽࡵ評価ࠖࡶグ載ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉう

Ⓩ校児童ࡢ数Ꮠࡀᖺ々増え࡚ࡣࡇࡿ࠸注意ࡿࡍ必要ࠋࡿ࠶ࡀ調査研究ࡽ早急背景

ࡣ࡚࠸ࡘࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ関食生活ࠊࡕうࡢ施策㸰ࠋࡿ࠶ࡀ必要ࡿ練ࢆ対策ࠊࡋࡽ明ࢆ

୍定ࡢᡂ果ࡀ見ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿࢀࡽᚋࡢࡇࡣ数値ࢆ維持ࡋ࠸࡞ࠊ ࡢࡵࡓࡿࡅ近࡙100%

込ࡁ巻ࡶ大人ࡢく保護者や地域࡞࡛ࡅࡔࡶ子ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉ期待ࡀࡇࡿࡵ進ࢆࡳ組ࡾྲྀ

ࡅ⥆ࡋ意識ࢆ食や健康ࡁࡓࡗ࡞大人ࡀࡶ子ࡢ現在ࠊࡀࡇࡿࡵ進ࢆࡳ組ࡾྲྀ࡛ࢇ

ࠋ୍ࡿࢀࡽ考えࡿࡀ࡞ࡘࡇࡿ 方࡛運動関ࠊ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿࡍ実績値ࡢ改善傾向ࡀ見

ࡓࡿ࠶ࡶ部ศ࠸࡞ࡁ対応࡛ࡣ࡛ࡅࡔ学校教育ࠊ࡞変化ࡢ人ཱྀ減少や気候ࠊࡣࡇ࠸࡞ࢀࡽ

ࠊࡎࡵ問㢟ࡢࡅࡔ学校ࠊࡣ࡚ࡋ関施策ࡢࡇࠋࡿࢀ思わࡿ࠶ࡀ部ศ࠸ࡋ難ࡀ解決ࡵ

保護者ࢆ含ࡓࡵ弘前市民ࡢ࡚ࡋ問㢟ࠊ་療や街࡙くࡓࡗ࠸ࡾ弘前市ࡢ行ᨻ全体ࡢ問㢟

考えࡿ࠶ࡀ必要ࡿࡌ講ࢆ対策総合的ࠊࡾ募ࢆࢹ広く࡚ࡗ持ࢆう意識࠸ࡿ࠶࡛

日常的ࠊく࡞ࡣ方࡛ࡢ運動࡞うࡼࡿࡏࡉ運動ࡅࡔや部活動所属者ࡁࡢ行事ࠊࡓࡲࠋࡿ

 ࠋࡿ࠶ࡀ必要ࡿ募ࡶࡽࡶ子ࢆࢹ࡞うࡼࡿ࡞くࡓࡋࢆ運動

冒頭ࡢ全国学力࣭学習状況調査ࡢンࢺ࣮ࢣ結果ࠊ࡚࠸ࡘンࡢࢺ࣮ࢣ聞ࡁ方ࡾࡲ࠶ࡀ

回答ࡢࡑ࡚ࡋࢪ࣮࣓ࢆ何ࡀࡶ子ࡿࡍ回答実㝿ࠊࡵࡓࡿ࠶質問㡯目࡛ࡓࡋ漠然ࡶ

 ࠋ࠸ࡓࢀࡉ留意ࡣࡇࡿ࠶ࡀ問㢟࠸くࡾわࡀࡢࡓࡋ

 

 目標2 確ऊऩ学力भ定着と向上 كڮق

施策㸯ࠊ࡚࠸ࡘICTࢆ活用ࡓࡋ教育ࢆ前提ࡿࡍ以ୖࠊICT支援員ࢆ配備ࡢࡵࡓࡿࡍ予
算୍ࡣ定程ᗘ必要࡛ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠶ᮏ施策ྡࡢ称࡛ࡼࠕࡿ࠶くわࡿ授業࡙くࡢࡾ推進ࠖࡀ

必ࠕࡶࡋࡎICT教育ࡢ推進ࠖコ࣮ࣝࡿ࡞わࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅICT教育ࡢ推進୍ࡣ過性ࡢ効

果࡛子ࡢࡶ授業対ࡿࡍ興味࣭関心ࢆ呼ࡧ起ࠊࡀ࠸࡞ࢀࡋࡶࡍࡇ中長期的見࡚学力向

ࡤࢀࡍ活用ࢆICTࠋ࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡔࡲࡣ実証࡞科学的ࠊࡾ࠶明࡛ࡣうࡿࡀ࡞ࡘୖ
自然子ࡢࡶ興味関心ࡀ高ࠊࡾࡓࡗࡲ学力ࡀ向ୖ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍくࠊ問㢟ࡣ使࠸方࡛ࡿ࠶

校ෆ研修ࡿࡅ࠾各校ࠊ࡚ࡋ関連ࡶ施策㸯ࠊࡣ࡚ࡋ関施策㸰ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ認識ࢆࡇ

や指ᑟ主事ࢆ交え࡚ࡢ研究授業ࢆ地㐨行࠸࡚ࡗくࠊࡀࡇ子ࡢࡶ学力ࡢ底ୖ࡚࠸ࡦࠊࡆ
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把握ࢆ学習状況ࡢࡾࡦ人୍ࡶ子ࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿࡀ࡞ࡘ解消ࡢ࣮ࣂ࣮ࢳ࣮ࢲンࡣ

新大学入試共通ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࢀࡽ考えࡿ࠸࡚ࡁ見え࡚ࡀᡂ果ࡿ࠸࡚ࡋく対応細ࡵࡁࠊࡋ

試験ࡢヰ㢟見ࡼࡿࢀࡽうࠊ日ᮏ࡛育ᡂࠕࡿࡍ学力 念頭ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋ変化ࡀ質ࡢࠖ

学ࠕࠋࡿࢀࡽࡵ求ࡀࡇく࠸࡚ࡋᚋ実現ࢆࡾ授業࡙くࡿࡍ対応変化ࡢࡑࡀ教員ࠊࡁ࠾

力 ᮏࠊࡵࡓࡿࢀࡉ予想ࡀࡇࡿ出࡚くࡶ教員࣭ࡶ子࠸࡞ࡁ対応࡛࡞࡞変化ࡢ質ࡢࠖ

施策ࡣ中長期的見ࡀࡇࡿ㔜要࡛ࠊࡾ࠶㸯ᖺࡢࡈ結果捕ࡽわࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡁࡿࢀ施策

㸱関ࠊ࡚ࡋ中学校ࡿࡅ࠾実績値ࡀ半数以ୖࢆ㐩ᡂࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋ評価࡛ࠋࡿࡁえ࡚࡚ࡋ

英語嫌ࡢ࠸中学生ࡀ出࡚くࡿ原因ࡣ文法や語彙ࡢ習得ࢆ㔜視ࡓࡋ授業方法ࡿ࠶言わࢀ

ALTࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ ྲྀࢆョンࢩ࣮ࢣュニ࣑コࡶ࡚ࡗ࠶ࡀ࠸間㐪࡞文法的ࡢ多少ࠊ࡚ࡋ活用ࢆ

ࡋ理解ࢆࡇ࠸ࡋ楽ࡀョン自体ࢩ࣮ࢣュニ࣑コࡢࡑࠊࡾࡓࡏࡉ意識ࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࢩ࣮ࢣュニ࣑コࡢࡑࠊࡣ習得ࡢ語彙࡞文法や多様࡞正確ࠋࡿ࠶㔜要࡛ࡀࡇうࡽࡶ࡚ࡋࡾࡓ

ョンࡾࡼࢆ確実ࠊ豊富ࠊࡔࡢࡿ࠶ࡵࡓࡿࡍࡢࡶ࡞子ࡶ理解ࡽࡶ࡚ࡋうࠊ࡛ࡇ

英語科ࡢ学習目標ࡢ㐩ᡂࡀࡇࡿࡀ࡞ࡘࡶ期待ࠋࡿࢀࡉ特ᑠ学校関ࠊࡣ࡚ࡋALT ࡢ
常駐ࢆ進ࡁࡿࡵ考えࡓࡲࠋࡿࢀࡽᑠ学校ࡢ場合ࡣ教員ࡢ英語ࡢ研修ࢆ充実ࡇࡿࡍ

時ྠࠊࡀࡿ࠶ࡶ࡛ࡵࡓࡢ授業ࠋ࠸ࡋࡲ望ࡀ ALT 日常会ヰࡶࡵࡓࡢ意思疎通࡞滑ࡢ

ࣞベࣝࡢ英語能力ࡢ習得ࡀ求ࡢࡑࠋࡿࢀࡽࡵࡢ事業ࡶ必要性ࡢ高ࡣࡢࡶ࠸多ࠊࡵࡓ࠸⥅⥆

的行う必要ࡿ࠶ࡀ考えࠋࡿࢀࡽ 

 

 目標し 夢を抱き未来をऱैく青少年भ育成 كگق

施策㸯ࠕࠊ࡚࠸ࡘ課㢟ࠖやࠕ事中評価ࠖࡼࡿ࠶うࠊ社会教育事業関ࡣ࡚ࡋ保護者

ࡿࡍ対 PRࡀ鍵ࢆ握ࡿ࠸࡚ࡗ考えࠋࡿࢀࡽ家族ࡢ࡚ࡋ過ࡋࡈ方ࡀ多様ࡿ࠸࡚ࡗ࡞状
況ࡢࡑࠊ࡚࠸࠾事業ࡀ子ࡋ࠸࡞ࡶ家族ࡼࡢ࡚ࡗう࡞意味ࢆ持ࡀࡢࡘ明確࡛࠶

や保ࡶ子ࡓࡋ参ຍ事業ࠊ࡚࠸ࡘ施策㸰ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ࡍやࢀࡽࢀ入ࡅཷ事業ࡿ

護者ࡢࡽ意見ࢆ参考ࠊࡽࡀ࡞ࡋ興味ࡼࡿࢀࡓࡶࢆうࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞調整࠸࡚ࡋく必要

ࡇࡿࡍ経験࣭ࡿ知ࡀや保護者ࡶ子ࠊ࡚࠸ࡘศ㔝࡞多様ࡾࡼࡣᚋࠋࡿࢀࡽ考えࡿ࠶ࡀ

 ࠋࡿࢀࡽ考えࡿ࡞必要ࡶࡾく࡙࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ
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2. 基本方向⋜ 学लと育ちभ環境भ充実 

 

 目標1 連携・協働पेॊ学लभ保障 كڭق

 施策 1 義務教育ࠕࠊ࡚࠸ࡘࡳ組ࡾྲྀࡢ 9 ᖺ間ࢆ㈏く”学ࡧ育ࡢ”ࡕ環境࡙くࠖࡾ

実現ࡢ学校ࡿ࠶ࡶ地域ࠕ 推ࢆࡽࢀࡑ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶妥当࡛ࡣࡇࡿ࠸据え࡚基ᮏࠖࢆ

進࠸࡚ࡋく事業ࡋ 教育自立圏構築推進事業ࠕ࡚ 学ࠕࠋࡿࡁ評価࡛ࡣࡇࡓࡋく前進ࡁ大ࡀࠖ

 ࠋ࠸ࡓࡋ期待構築ࡢ教育自立圏ࠖࠕࡓࡋ強く意識ࢆࠖࡕ育ࡧ

 ᑠ中連携ࡢ指標関ࡿࡍ実績値ࡣ目標値ࡣ㐩ࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸࡚ࡋ着実増ຍࡿ࠸࡚ࡋ

推進事業࣒ࢸࢫࢩᑠ中୍㈏教育ࠕࡣࡢ ࠶࡛ࡽࡓࡁ࡛ࢇ結ࢆ実ࡀࡿ࠶ࡣ࡛徐々ࡀᡂ果ࡢࠖ

意識࡞࡞ࡣ教育ෆ容や実態ࡢ校種ࡿ࡞異ࠊࡾ࠶ࡶ多忙感ࡢ教員ࡣ現実ࠊࡋࡔࡓࠋうࢁ

や時間ࡀ向࠸࡞状況ࠋࡿ࠶意識変革ࡣ時間ࠊࡀࡿࡀ教育ࡢ連⥆性ࡣ大ษ࡞視点࡛

ࡓ࠸࡚ࡋ推進ࡁ⥆ࡁ引ࡽࡀ࡞ࡋ増やࢆ場面設定ࡢ協働ࡢᑠ中学生ࡧᑠ中学校教員及ࠊࡾ࠶

見通ࢆ中学校卒業ᚋࡣࠖࡕ育ࡧ学ࠕࡢ児童生ᚐࡿࡅ࠾教育自立圏ࠖࠕࠊ࠾࡞ࠋ࠸ࡓࡁࡔ

く力࠸࡚ࡁ中࡛生ࡢ世界࡚ࡋ社会人ࡣࡽࡉࠊ高校࣭大学ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣく࡚࡞࡛ࡢࡶࡓࡋ

ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚࠸置念頭常ࢆく࠸࡚ࡏࡉࡅࡘ身うࡼࡢ中࡛ࡢ教育自立圏ࠖࠕࢆ

組織ࡢ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸュニ࣑制ᗘ設計やコࡢ࣒ࢸࢫࢩᑠ中୍㈏教育ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡢࡇࠋ࠸

編ᡂ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡀ側面ࢆ持ࢆࡇࡿ࡞ࡢࡶࡓࡗ期待ࠋ࠸ࡓࡋ 

面ࠖࠕࠊࡀࡔࡕࡀࢀࡽ捉えࡀ活動ࡢࡑ࡚ࡋ点ࠖࠕ見୍ࠊࡣ教室事業ࠖࡶᨺ課ᚋ子ࠕ 

大ࠊࡤࡽ࡞く࠸考え࡚࡚ࡋ事業ࡢࡵࡓく࠸࡚ࡏࡉ向ୖࢆ全体ࡢ教育力ࡢ弘前市ࠊ捉え࡚ࡋ

ࡽ教室ࠖࠕ࡞ࡉᑠࢆ学都弘前ࠖࠕࠋうࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡽ図ࡀᣑ大充実ࡢくෆ容ࡁ

支え࡚࠸く事業࡛ࠋࡿ࠶ 

 ᖹᡂ 30ᖺᗘࡢࡇࡣ施策 緻ࡘ大胆ࡢ࡚ࡅ向ࢀࡑࠊࡾ࠶くᖺᗘ࡛࠸࡚ࡋく展開ࡁ大ࡀ1

密ࡾྲྀ࡞組ࡳ期待ࠋ࠸ࡓࡋ 

 施策 ᖹᡂࡣ2 25ᖺᗘࡢࡽ 3ᖺ間ࠕࡢンࣈࢩ࣮ࣝࢡ教育࣒ࢸࢫࢩ構築ࣔࣝࢹ事業 㸦ࠖ文

科省委ク事業㸧ࡢᡂ果ࢆ基盤ࠊ引ࡁ⥆ࡁ弘前市教委ࡀ積極的ࡾྲྀ組ࡿ࠸࡛ࢇ様子ࡀ見࡚

ࡅ向共生社会ࡽࡀ࡞ࡋ大ษࢆࡧ学࡞多様ࡶ全国的ࡾࡼࡶࡣ県ෆࠊࡀ弘前市ࠋࡿࢀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ期待ࢆࡇࡿ࡞ඛ進地域ࡢ教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡンࡓ

 少子化ࡢ中ࠊࡶ࡚ࡗ࠶特ู支援学級在籍者数ࡣ増ຍ傾向࠸ࡿ࠶うࠋ特ู支援教育支

援員ࡢ配置人数ࡣ目標値ࢆ㐩ᡂࡿ࡞ࡽࡉࠊࡀࡿ࠸ࡣ࡚ࡋ増員ࢆ図ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ

多様࡞学ࡣࡵࡓࡢࡧ ICT 機器ࡢ活用ࡀ期待ࠊࢀࡉᡂ果ࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆୖࡶ

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ要求ࡁ⥆ࡁ引ࢆ人的࣭㈈ᨻ的措置ࡿ

施策ࠊ࠾࡞  構築事業࣒ࢸࢫࢩ教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡンࠕࡿ࡞中心ࡢ2 学校教育改ࡀ所管ࡢࠖ

革室ࡽ教育ࢭン࣮ࢱ移管ࠋࡓࢀࡉ学校現場ࡾࡼ近ࡢ࡛ࢁࡇ࠸事業ࡢ推進ࢆ図ࢁう

ࠊ୍ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ 層ࡢ充実広ࢆࡾࡀ期待ࠋྠࡿ࠸࡚ࡋ 時教育ࢭンࡢ࣮ࢱ機能強化ࢆ

望ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡴ 
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 目標2 教員भ資質भ向上 كڮق

育ᡂࡢ教員ࡿࡍ実現ࢆ自己目標ࠊࡵ高ࢆ施策㸯 指ᑟ力ࠕ 講ࡀ講ᗙཷ講者ࠊࡣ࡚࠸ࡘࠖ

ᗙෆ容ࢆ授業活用ࡿࡍ࠸ࡓࡋ割合ࡣ ࡰࠊ98.6％ 昨ᖺࠊࡾ࠾࡚ࡋ㐩値࠸近100％
ᗘྠ様ཱྀྲࠊ 講者ࡢ活用意欲ࢆ喚起ࡿࡍ講ᗙࢆ提供ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋうࡁ࡞わ࡚ࡵ高࠸ᡂ果ࢆ

ࡓࡵ要因ࠕࠊ࡚ࡋ課㢟࡚ࠖࡋ示ࠕࠊࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉ研修ෆ容や実施時期ࠊ回数等ࡢ見

極ࡵ企⏬運営ࡿࡍ指ᑟ主事等ࡢ工夫 ᡂ果ࠖࠕࡣ࡚࠸ࡘ具体例ࡢࡑࠋࡿࢀ思わࡓࡗ࠶ࡀࠖ

欄具体的グ載ࠊࡢࡢࡶ࠸࡞࠸ࡣ࡚ࢀࡉ要請訪問ࢆ࡞通ࡓࡌ学校࣭教員ࡢニ࣮ࢬ把握や

ᨺ課ᚋࡢ時間ᖏ࡛ࡢ実施ࡓࡗ࠶ࡀ࡞推測ࡢࡇࠋࡿࢀࡉ要請訪問ࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺ 100回件

以ୖ実施ࠕࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ各校ࠊ࡚࠸࠾校ෆ研修計⏬基࡙ࡓ࠸改善や教職員ࡢ資質向ୖ

向ྲྀࡓࡅ組ࠖࡢ計⏬的࣭⥅⥆的実施大ࡁく㈉献ࡿ࠸࡚ࡋ思わ୍ࠋࡿࢀ方࡛ࠊ要請訪問ࡢ

回数ࠊࡀᖹᡂ 26ᖺᗘ 145件ࠊᖹᡂ 27ᖺᗘ 125件比ࠊ࡚ࡋᖹᡂ 28ᖺᗘࡣ 109件減少傾
向ࠕࠊࡀࡿ࠶要請ࡿࡍ必要ࢆ明確ࠊࡋ計⏬的ࠊ⥅⥆的࡞研究ࡼࡿ࡞うࠊ要請訪問ࢆ㸯

ᖺ間ࡢ研修ࡢ流ࡢࢀ中効果的置࡙ࡀࡇࡿࡅ㔜要ࠖ࠸う教育委員会ࡢ方向性ࡀ各

学校浸透ࡢࡇࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋ表ࢀ推測ࠊ࡛ࢁࡇࠋࡿࢀࡉ校ෆ研修ࠊࡣ࡚࠸ࡘ各学校

2015ࠊࡀࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡛ࢇ組ࡾྲྀ熱心計⏬的ࡀ ᖺ中央教育審議会答申࡛ࡣ校ෆ研
修ࡢ充実ࡀ謳わࡓࡲࠊࢀ多忙化ࡾࡼ学እ研修ࡢ参ຍࡀ困難ࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞状況ୗ

各学校ࠕࠊࡣᚋࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ࡞くࡁ大以ୖ࡛ࡲࢀࡇࡣ役割ࡍࡓ果ࡢ校ෆ研修ࠊ࡚࠸࠾

工夫ࡢ࡞行うࢆ紹ࡢ派遣事業ࡢ弘前市教委指ᑟ主事以እࠊࡵࡓ࠸ࡋ難ࡀ調整ࡢ 積極ࠖࢆ

的推ࡋ進ࠊࡶࡿࡵ研修主任ࢆ対象ࡓࡋ研修࣭支援ࡢ充実ࢆ図࠸࡚ࡗくࡶࡇ㔜要

 ࠋࡿ考え

学校教ࡢ研究指定校ࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ推進ࠖࡢ研究活動ࡍ目指ࢆ解決ࡢ施策㸰 教育課㢟ࠕ

育課㢟対ࡿࡍ解決ࡢ自己評価ࠖࡣ㸲段階評価࡛ᖹ均 3.8 ࡚比前ᖺᗘࠊࢺン࣏ 0.4
ࢆ目標値ࠊ昇ୖࡢࢺン࣏ ࠊࡣ各研究指定校࡛ࠕࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞結果ࡿ回ୖࢺン࣏0.1
ࠗ教科ࡀ好ࡁ 設ࠊ࡞ࡿࡍࡾࡓࡋ減少ࡀ人数ࡢ࣮ࣂ࣮ࢳ࣮ࢲンࠊࡾࡓࡋ増ຍࡀ割合ࡢ࠘

定࣐࣮ࢸࡓࡋ関࡚ࡋᡂ果ࡀ挙ࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡗ 寄学校改善࡞効果的ࡀ研究指定ࠊࢀࡉࠖ

ࡶ把握࡞的確ࡢ࡚࠸ࡘ実状ࡢ各学校ࡀ弘前市教委ࠊࡣᡂ果ࡓࡋうࡇࠋࡿえ࠸ࡿ࠸࡚ࡋ

⥆⥅ࡶᚋࠋࡿࢀ思わࡿࡼࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ研究指定ࠊࡋ設定ࢆ研究課㢟ࠊࡁ࡙

ࠊ方向࡛࡞うࡼࡿࡍ資解決ࡢ課㢟ࡿ抱えࡀ学校現場ࠊく࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡌ感㈇担ࢆ指定ࠊ࡚ࡋ

研究指定ࠕࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ学校運営研修会ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘ市ࡀ H30ᖺᗘ
教育自立圏ࠕࡿࡵ進ࡽ ࠋ࠸ࡓࡋ評価࠸大ࢆ点ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ෆ容ࡓࡋࢡンࣜ組ྲྀࡢࠖ

ᚋࠕࡶ学校ࡣ何୍ࢆ番大事ࢆࡢࡿ࠸࡚ࡋ捉えࡓ研修会  ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ࠸࡚ࡋ⏬企ࠖࢆ

 

 目標し 良好ऩ教育環境भ確保 كگق

  施策 学習意欲ࠕࡣ1 向ࠖୖ࠸ࡢࡵࡓࡢわࡤእ堀ࢆう埋࠸࡚ࡵく࠸ࡢうྲྀࡾ組࡛ࡳ

学習意欲ࠖࠕࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵ求ࡀ対費用効果ࡢࡑࠊࡽࡇ࠸ࡁ大ࡀ事業費ࠋࡿ࠶

 ࠋࡿ࠶問㢟࡛࠸ࡋ難ࡣࡿࡍ何ࢆ指標ࡍ示ࢆ向ୖࡢ
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 例ᖺ指摘ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉうࠊᑠ学 5ᖺ生中学 2ᖺ生ࠕࡢ勉強ࡀ好ࡔࡁ う児童生ᚐ࠸ࠖ

ࡀく必要࠸࡚ࡡ㔜ࢆくศ析ࡋヲࡶᚋࠊࡣ࡚࠸ࡘ妥当性ࡢࡇࡿࡍ指標ࡢࡑࢆ割合ࡢ

目標ࠋうࢁ࠶ 1 ᑠ学ࡓࡋ調査対象ࠊࡀࡿく࡚ࡋ関連ࡶ推進ࡢᑠ中୍㈏教育ࡢ 5 ᖺ生ࡀ

中学 2 ᖺ生ࠕࡢࡁࡓࡗ࡞勉強ࡀ好࠸ࠖࡔࡁう割合ࡢ変化୍ྠࠊ࡞集団ࡢ学習意欲
㸦勉強好ࡢࡁ割合㸧ࡢ変化ࠊࢆ例えࠕࡤ教育自立圏ࠖ単࡛ศ析࠸࡚ࡋくࠕࠊ࡛ࡇ学習意

欲ࠖ向ୖࡢ要因ࢆ具体的見࠸出࠸࡚ࡋくࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇうࠋ 

学習意欲ࠕ  う生涯学࠸ࡿࡅ⥆ࡧ学ࠋ࠸࡞ࡣ問㢟࡛ࡢࡅࡔう学校教育࠸幼ᑠ中高大ࡣࠖ

習ࡢ観点ࡶࡽ問わࡿࢀ必要ࠕࠋࡿ࠶ࡀ主体的࣭対ヰ的࡛深࠸学ࡣࠖࡧ学࠸࡚ࡅ⥆ࡧくࡵࡓ

ࡋ࡚ࡗ࠸࡚ࡵ進࡚࠸置念頭ࢆ点ࡢࡇࠊࡶ整備ࡢ図書や教材࣭教具ࠋࡿ࠶ࡶ教育活動࡛ࡢ

 ࠋ࠸

多忙化対策㸦学校事ࡢ教員ࠕࠋࡿ࠸࡚ࡋ深く関係うࡼࡾ在ࡢ教員ࡣ問㢟ࡢ学習意欲ࠖࠕ 

務ࡢ効率化㸧事業 充ࡢ授業ࡣ確保ࡢ合う時間ࡁ向児童生ᚐࡀ教員ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ掲ࡀࠖ

実や児童生ᚐ୍人୍人ࡢ理解直結ࠊࡽࡇࡿࡍᚋࡶ᰿気強くྲྀࡾ組ࡓࡁࡔࡓ࠸࡛ࢇ

確ࡢ学習支援員常勤臨時講師ࡿࡅ࠾ᑠ学校少人数学級ᣑ充事業ࠖࠕࠊࡶࡵࡓࡢࡑࠋ࠸

保増員࡚ࡋ⥆⥅ࢆ要求࠸࡚ࡋくࡀࡇ望ࠋ࠸ࡋࡲ 

 施策 ࡍࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋ底通問㢟ࡢ教育格差貧困ࡢ子供ࡢ近ᖺࠊࡣ支援ࠖࡢ就学等ࠕࡢ2
機会均ࡢ教育ࠊࡀうࢁ࠶ࡶ問㢟࡞㈈ᨻ的ࠋࡿ࠶ࡀく必要࠸࡚ࡅ置࡙࡚ࡋ施策࡞㔜要ࡍࡲ

等ࡢ理念ࠊࡶࡢ積極的進ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵ弘前市教委ࡢ就学支援事業ࡣ多岐わࡗࡓ

高く࡞ࡿ࠶ࡶ費目ࡿ࠸࡚ࡋ超え࡚支給ࢆ基準㢠ࡍ示ࡀ国࡞修学旅行費用ࡓࡲࠊࡾ࠾࡚

評価࡛ࠋࡿࡁᚋࠊࡶ国ࡀ追ຍࡓࡋ 3費目ࡶ含ࡿ࡞ࡽࡉࠊࡵᣑ充ດࡲࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵ
ࠋ࠸ࡋ࡚ࡗ行ࡁ⥆ࡁ引ࡣ軽減ࡢ経済的㈇担ࡢ保護者ࡢ児童生ᚐࡿࡅཷࢆ特ู支援教育ࠊࡓ

目標 共生社会ࠕࡓࡆ掲1 ࡚࠸࠾弘前市ࡿ࠸࡚ࡋ邁進実現ࡢࡑࠊࡾ࠶施策࡛ࡿࡌ通ࠖ

 ࠋ࠸ࡓࡋ期待ࢆ対応ࡢ自治体以ୖࡢࠊࡣ
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3. 基本方向⋝ 学ल合い支え合う生涯学習活भ推進 

 

 目標1 生涯学習भ基盤整備と充実 كڭق

施策ࠕ  1㸬生涯学習推進体制ࡢ充実ࠖࠊࡣ社会教育関係職員研修ࡢ事業ࡀ主࠶࡛ࡢࡶࡿࡓ
参ຍ者数㸦職員࣭市民㸧300ࡢ社会教育講習ࠕ࡚ࡋ目標値ࠋࡿ 人ࠖࡀ定ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ
ᖹᡂ 28ᖺᗘ初ࡢࡇ࡚ࡵ目標値ࡀ㐩ᡂࡓࢀࡉ㸦ᖹᡂ 28ᖺᗘࡣ 315人㸧ࡢࡇࠋ数ᖺࡑࡶࡑࠊ
研修ࡲࡲࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡽࡔࡅわࡿ࠶࡛࠸ࡤ横ࡰࡣ人数自体ࡢ社会教育関係職員ࡢࡶ

参ຍࡿࡍ職員ࡢ割合ࡀ増えࢆࡇࡓ意味ࢇࢁࡕࡶࠋࡿࡍ参ຍ者数ࡀ全࡚࡛ࡣࡎࡲࠊࡀ࠸࡞ࡣ

やࡅࡁ働ࡢ関係機関࣭施設ࡿࡼ教育委員会ࠋ࠸ࡓࡋ評価࠸大ࢆ増ຍࡢ参ຍ者数ࡢࡇ

職員自身ࡢ意識ࡢ変化ࡓࡗ࠶ࡀ推察ࠋࡿࢀࡉᚋࡢ⥅⥆的ࡾྲྀ࡞組ࢆࡳ期待ࡶࡿࡍ

 ࠋ࠸ࡓࡳ望ࢆ向ୖࡿ࡞ࡽࡉࡢ質ࡢ研修ࡿࡼ連携ࡢ大学や県等ࠊ

施策ࠕ 2㸬社会教育施設等ࡢ整備効果的࡞運営࡛ࠖࠕࠊࡣ公民館ࡢ利用者数 ࡢ図書館ࠕࠖ
図書貸出冊数 数࠸ప࡚ࡋ決ࡶࢀࡎ࠸ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞指標ࡢ目標㐩ᡂࡀ博物館観覧者数ࠖࠕࠖ

値࡛ࠊࡀ࠸࡞ࡣᖹᡂ 28ᖺᗘࡣ目標値ᒆࡓࡲࠊࡎ前ᖺᗘࡶࡽ微減ࠋࡿ࠸࡚ࡋ市民ࡢニ
関係者全員ࡓࡵ含ࡶࢸンࣛ࣎く利用者や࡞ࡣ࡛ࡅࡔ職員ࠊࡽࡀ࡞ࡅ傾ࢆ耳や声ࢬ࣮

ࡲࠋ࠸ࡓࡁ頂࡚ࡗ合ࡋ出ࢆ知恵࡚ࡵ改ࡢ࡞必要ࡀ何ࡣࡿࡍ施設ࡿࡲ多く集ࡀ市民ࠊ࡛

挙࡚ࡋ課㢟ࡀࡇう࠸ࡿ࠸࡚ࡗ࡞手薄ࠖࡀ業務ࠕࡋ足ࠖࡀ数ࡢ学芸員ࡢ専門ࠕࠊࡓ

市ࡣࡇࡑࠊࡽࡔࡅわࡿ࠶施設࡛ࡢ社会教育ࠖࠕࡾࡣやࡣ社会教育施設ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆ

民ࡢ学ࢆࡧ適ษ支援ࡿࡍ専門職員ࡀ必要可Ḟ࡛ࡽࡉࠋࡿ࠶昨ࠊࡣ労働者ࠕࡢ働ࡁ方ࠖ

社会教育施設職ࡓࡗ持ࢆ専門性࠸高ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࢀ問わ社会的ࡀ方ࡾ࠶ࡢࡑࡶ࡚࠸ࡘ

員ࡢࡑࡀ力㔞ࢆ十ศⓎ揮ࡋ活ࡁ活ࡁ働くࡿࡁ࡛ࡀࡇ体制࡙くࢆࡾ望ࠋ࠸ࡓࡳ 

 

 目標2 学習機会भ充実とコミュニティतくॉभ推進 كڮق

施策ࠕ 1㸬生涯学習社会ࢆ目指ࡍ多様࡞学習機会ࡢ創出提供ࠖࠕࠊࡣ公民館࡛実施࡚ࡋ

ᖹᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞指標ࡢ目標㐩ᡂࡀ参ຍ者数ࠖࡢ講ᗙࡿ࠸ 28ᖺᗘࡢ参ຍ者数ࡣ 51,568
人࡛ࠊ初࡚ࡵ目標値㸦50,000人㸧ࢆ㐩ᡂࠊࡾ࠾࡚ࡋ高く評価ྠࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ
時ࡢࡇࠊ現状ࡣ目標 施策ࡢ1 評ࠊࡿ考え࡚ࡏ合わ公民館利用者数ࠖࠕࡿ࠶指標࡛ࡢ2
価ࡀ難ࠕࡾࡲࡘࠋ࠸ࡋ公民館࡛実施ࡿ࠸࡚ࡋ講ᗙࡢ参ຍ者数ࠖࡣ増ຍ୍ࡓࡋ方࡛ࠕࠊ公民

館利用者数 ࠊࡕわ࡞ࡍࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ解釈࡛うࡼࡢḟࡣࡇࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ減少ࡣࠖ

参ຍ者数ࡢ講ᗙࠕ ࡢࡓࡋ尽力主催講ᗙࡀࢀࡒࢀࡑ中央公民館࣭地༊公民館ࠊࡣ増ຍࡢࠖ

講ᗙ࡚ࡋ連携機関や団体࡞多様ࡢ地域ࡀ公民館ࠊ講ᗙ等࠷ࡧ࡞ࡲ大学や学༊ࠊࢇࢁࡕࡶࡣ

ࠋࡿࡁ推測࡛࠸࡞ࡣ࡛ࡽࡓࡗࡀ広ࡀ㔝ࡑࡍࡢ参ຍ者ࡢ講ᗙࠊゆえࡀࡓࡋ実施ࢆ

方࡛ࠕ公民館利用者数ࠖࡀ減少ࡼࡢࢆࡇࡿ࠸࡚ࡋう考え࠸࡛ࡇࡇࠋࡢࡿうࠕ公民館

利用者 減ࡀࢀࡑࠊࡀࡿࢀ思わࡴ含ࡶ公民館利用者ࡢ講ᗙ以እ࡛ࡢ等ࡾࡘࡲ公民館ࠊࡣࠖ

少࠸ࡿ࠸࡚ࡋうࠋࡿ࠶࡛ࡇ言࠸換えࠊࡤࢀ講ᗙࡣ参ຍࠊࡀࡿࡍ地域や公民館ࡢ行事࡛
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来館ࡿࡍ市民ࡣ全体࡚ࡋ減少傾向࠸ࡿ࠶うࡢࡇࠋࡿ࡞ࡇ点ࡀᚋࡢ課㢟࠸え

ࡽ࠾ࠕࡶࡓ࠶ࠊࡣࡵࡓく࠸࡚ࡋᚋ機能࡚ࡋᣐ点ࡢࡾ地域࡙くࡀ公民館ࠋうࢁࡔࡿ

公民館ࡢ ࡀࡇࡿࡍ増ຍࡀ市民ࡿࡍ利用ࢆ公民館う意識࡛日常的࠸地域ࠖࡢࡽ࠾ࠕࠖ

必要࡛ࠋࡿ࠶現在ࡼࡢࡇう࡚ࡋ増ຍ傾向ࠕࡿ࠶講ᗙࡢ参ຍ者ࠖࠊࡀ日常的ࠕ࡞公民館

利用者ࡢ ࡓࡋ期待ࢆࡾく࡙ࡅ掛࡞うࡼく࠸࡚ࡋᡂ長主体ࡢࡾ地域࡙くࠊࡋ変化ࠖ

 ࠋ࠸

施策ࠕ 2㸬市民ࡢ自主的࡞学習活動ࡢ支援協働ࡿࡼコ࣑ュニ࡙ࢸくࠊࡣࠖࡾ市民ࡢ
自主的࡞活動ࢆ育ࡳ支援ࡿࡍ事業ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞目標㐩ᡂࡢ指標ࠕࡣ࡚ࡋ地域活動や行事

割合ࡢ市民ࡿ࠸࡚ࡋ参ຍ ࠶目標値࡛ࠊࡢࡢࡶࡓࡋ向ୖࡣࡾࡼ前ᖺᗘࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ設定ࡀࠖ

ࡿ 協働市民ࡽ段階ࡢ⏬企ࡶ各事業ࠊࡣ࡚ࡋෆ容ࡋࡋࠋ࠸࡞࠸࡚࠸ᒆࡣ34.0%
的実施ࠊ࡞ࡿࡍ教育委員会ࡀ市民ࡢᡂ長や学習寄ࡾ添ࡽࡀ࡞࠸市民ࡢ主体性や力㔞

ࡲ生ࡶࡾࡀ広ࡢ参ຍ者ࢸンࣛ࣎࠸ࡋ新ࠋࡿࡁ評価࡛ࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫ࡴ育ࢆ

広ࢆࢡワ࣮ࢺࢵ層ネ୍࡛ࡇࡿࡍ連携機関࣭団体࡞多様ࡶᚋࠊࡾ࠶う࡛ࡼࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࢀ

 ࠋうࢁ࠶࡛ࡿえ࠸ࡿ࠶㔜要࡛ࡀࡇࡿࡆ
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4. 基本方向⋞ 郷土弘前を愛ख、自然や歴史・文化財を守ॊ心भ醸成 

 

 目標1 文化財भ保存と整備 كڭق

  施策㸯ࠕ文化㈈ࡢ保Ꮡ管理ࠖࠋ࡚࠸ࡘ施策ࢺ࣮ࢩグ載ࡿ࠸࡚ࢀࡉ通ࠊࡾ弘前ࡢ⏫

並ࡢࡳ特徴ࡣ㔜層的ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶ࢁࡇ࡞うࠊ江戸ࡽ昭和ࡢ様々࡞時代ࡢṔྐ的建造

物ࡀ混在ࡿ࠸࡚ࡋ地域ࠊࡣ全国的見࡚ࡶ稀࡛ࢁ࠶うࡢࡇࠋ景観ࠊࡣ市民ࡀࡅࡶ࡚ࡗ

え࠸࡞ࡢ㈈産࡛ࢆࢀࡇࠋࡿ࠶維持ࠊࡵࡓࡿࡍ施策㸯ࡢ事業ࡶࢀࠊࡣ必要可Ḟ࡛ࠊࡾ࠶

 ࠋࡿࡁ評価࡛ࡣࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ実施着実ࡾ計⏬通ࡀࡽࢀࡇ

㔜要文化㈈ࠊ中࡛ࡢࡑࠋࡔうࡼࡿ࠶ࡶ課㢟ࠊうࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉグ載ࢺ࣮ࢩ施策ࠊࡋࡋ

等修理事業補ຓ指定文化㈈管理事業補ຓࠊ࡚࠸ࡘᚋࠊ所᭷者ࡢ経済的࡞㈇担ࢆう減

会ࡿᏲࢆ文化㈈ࠕࡤ例えࠊࡣ࡚ࡋ関う問㢟࠸ࡢく࠸࡚ࡋࡽ ࢸンࣛ࣎市民࡞うࡼࡢࠖ

提ࢆ労働力ࡿࡍ対補ຓ金㸦寄付金㸧や維持管理ࡽࡇࡑࠊ࡚ࡆୖࡕ立ࢆ࡞団体や基金

供ࡔࡓ࠸࡚ࡋく࠸うࡼう࡞形ࢆ考え࡚ࢁࡔࡀ࠸ࡣ࡚ࡳうࠋ実現ࠊࡤࢀࡍ㈈源や労働力

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡲ高ࡶ意識ࡿࡍ対文化㈈ࡢ市民ࠊく࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡁ確保࡛ࡶ

伝建地༊修理修景事業補ຓ࡛ࡢ課㢟ࠊࡣ地༊ෆࡢ少子高齢化や空家࣭空地ࡢ増ຍ࡛ࢁ࠶うࠋ

何ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸考え࡚ࢆ対策࡚ࡗ࡞体୍ࡀ行ᨻ地域ఫ民ࠊࡣ࡚࠸ࡘࡽࢀࡇ

ࡶࡿく࡚ࡗ࡞必要ࡀࡅ掛࡞うࡼࡴ込ࡧ呼ࢆ㸧人ࡓࡵ含ࢆ㸦移ఫ地༊ࡢࡇࠊࡼࡏࢀ

Ṕྐ文化ࡢ弘前ࠊࡤ例えࠊࡀࡿࢀ思わࡿ࠶必要࡛ࡀ連携ࡢ当ヱ部局ࠊࡣࢀࡇࠋ࠸࡞ࢀࡋ

 ࠋうࡣ࡚ࡳ方向࡛考え࡚࡞うࡼࡿࡍ優遇ࢆ転入ࡢ伝建築ࡢ世代࠸うⱝ࠸࠸ࡓࡾᏲࢆ

広域環状㐨路整備Ⓨ掘調査事業ࠊࡣ調査ࡀ終了ࠊࡋⓎ掘調査報告書ࡢ刊行୍ࡾࡼ༊ษࡾ

 ࠋ࠸ࡓࡆୖࡋ申ࡓࡋⱞ労様࡛ࡈ㸲ᖺ間ࡣ皆様ࡢ関係者ࠋࡓ࠸ࡘࡀ

 瑞楽園管理事業関ࠊ࡚ࡋ瑞楽園ࡣ大石武学流庭園ࡢ中心的࡞Ꮡ在࡛ࠊ࡛ࡢࡿ࠶力ࢆ入ࢀ

ࡓࡋ࠸願࠾ࢆ対応࡞早急ࠊࡇࡢࡿ࠸࡛ࢇ進ࡀ老朽化ࡢ主ᒇࠋࡿ࠶事業࡛࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚

津軽ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉ充実ࡽࡉࢆ事業ࡢࡽࢀࡇࠊࡵ含ࡶ大石武学流庭園調査࣭活用事業ࠋ࠸

地方独自ࡢ庭園様式ࡢ素晴ࢆࡉࡋࡽ全国Ⓨ信ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ 

 旧市立図書館管理事業関ࠊࡣ࡚ࡋ耐震補強ࠊ修理ࢆ含ࠊࡵᏳ全面ࢆ十ศ考慮ࡢ࡛ୖࡓࡋ

公開ࢆ引࠾ࡁ⥆ࡁ願ࠋ࠸ࡓࡋ࠸ 

 文化㈈ࡢ保Ꮡ整備事業ࠊࡣᚋࡍࡲࡍࡲࠊ㈈ᨻࡀ厳ࡋくࡀࡇࡿ࡞予想ࠋࡿࢀࡉ限ࢀࡽ

ࡢࡿく࡚ࡗ࡞必要ࡶࡇく࠸࡚ࡋࢆ集中選択ࠊࡵ見極ࢆ優ඛ㡰ࡢ中࡛事業ࡢ予算ࡓ

ࠊ࡚ࢀ入視㔝ࡶࡇࡿࡍ活用ࢆ力ࡢ市民ࠊうࡼࡓ述ࡶඛࠊࡓࡲࠋうࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛

文化㈈ࡢ保護ࢆ考え࡚ࡣ࡚ࡳうࠋ特ࠊ景観ࢆᏲ࠸ࡿう࠸うࡇ関ࠊࡣ࡚ࡋ多く

 ࠋうࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸高ࡶ関心ࡢ市民ࡢ

 施策㸰ࠕ文化㈈ࡢ整備推進ࠖࠋ࡚࠸ࡘ堀越城跡整備事業ࠊࡣ進捗状況ࡀ良好࡛ࡿ࠶

2020ࠋࡿࡁ評価࡛ࡣࡇう࠸ ᖺࡢ全面公開向ࠊࡅ着実事業ࢆ進ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵ昨
ᖺࡶ述ࠊࡀࡓ旧石戸谷家ఫ宅復元ࠊࡣ堀越城跡エࣜࡢガࢲンࢫ機能ࢆ兼ࡡ備えࡿ᰾

ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡵ進ࢆ事業寧ࠊ࡛ୖࡓࡋ検討慎㔜࡞活用法ࠊ࡛ࡢࡿ得ࡾ࡞施設ࡿ࡞
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30ࠊࡀࡿ࠶津軽Ṕྐ文化資料展示施設等整備事業࡛ࡓࡲࠋ࠸ ᖺ 4 ᭶ࡢ開館向ࠊࡅ事業ࡀ
予定通ࡾ進行ࡣࡇࡿ࠸࡚ࡋ評価࡛ࠋࡿࡁ学校教育ࠊ生涯教育ࡢ活用᭷効ࡿ࡞ࡢࡶ࡞

 ࠋ࠸ࡓࡋ期待ࢆࡇࡿ࡞展示空間ࡿ࠶ࡢ魅力ࡶ࡚ࡋ観ග施設ࠊࢇࢁࡕࡶࡣࡇ

 

 目標2 文化財भ公開活用と伝承 كڮق

 施策 ࡶ入場者数ࠊࡣ文化㈈施設公開事業ࠋ࡚࠸ࡘ充実ࠖࡢ公開࣭Ⓨ信ࡢ文化㈈情報ࠕ1
ྑ肩ୖࡾࡀ増ຍࠊࡋ目標値ࡶ超え࡚࠸ࡿ࠸うࡣࡇ喜ࠋࡿ࠶࡛ࡇ࠸ࡋࡤᚋࡶ指定管

理者共ࠊ保Ꮡ活用ࣛࣂࡢンࢆࢫ十ศ考慮ࠊࡽࡀ࡞ࡋ文化都市弘前ࡢ魅力ࢆⓎ信࠸࡚ࡋ

࡞観ග客ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢ࠸ࡋࡽ素晴ࠊࡣ施設自体ࡿ࠸࡚ࢀࡉ公開ࠊࡔࡓࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ

ࡢࡑࠊࡾ࠶࡛ࡢ抱くࢆ印象ࡢ࡛ࢁࡇࡓࡵ含ࡶ環境࣭景観ࡢ施設周辺ࡿࡍ訪問ࠊࡣ来場者ࡢ

 ࠋࡿ࠶ࡀ行く必要࡚ࡋ展開ࢆ事業࡚ࡋ連携事業ࡢ施策㸯ࠊ目標㸯ࡿ考えࢆࡇ

 施策 跡等公開活用事業࣭大森勝山遺跡ྐࠋ࡚࠸ࡘ充実ࠖࡢ学習等ࡓࡋ活用ࢆ文化㈈ࠕ2
公開活用事業ࠊࡣ࡚࠸ࡘ定期開催ࡢベンࡀࢺ定着ࠊࡾ࠶ࡘࡘࡋ参ຍ者ࡶ目標値ࢆ大幅

ୖ回ࠊ࡞ࡿ市民ࡢ文化㈈触ࡿࢀ機会ࡀ増ຍ࠸ࡿ࠸࡚ࡋうࡣࡇ評価࡛ࠊࡔࡓࠋࡿࡁ市

民ࡢࡽ要望࡛ࡿ࠶ベンࡢࢺ追ຍ開催やࠊ参ຍ者枠ࡢᣑ大ཱྀྲࠊ ࠊᚋࠊࡣ整備ࡢ環境ࢀ入ࡅ

可能࡞限ࡾ対応ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋ遺跡見学࡞ࡋ見ࠊࡣࡢࡶ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ図ࢆ充実ࡢ事業優ඛ的ࠊ࡛ࡢ࠸ࡓ࠸ࡽࡶ࡚ࡋ体験ࡕࡓࡶ子ࡢ多くࡾࡼ

経費ࠋうࢁ࠶࡛ࡿ࡞作業ࡢ中࡛ࡢ逆風࡞減㢠交付ࡢ国庫補ຓ金ࠊࡣ課㢟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸ࡓ

活性以ୖࢆ事業ࡢࡇࠊࡾ図ࢆ強化ࡢ連携ࡢᑠ࣭中学校ࡢ市ෆ特ࠊࡵ含ࢆ㈇担ࡢ࡞

化࠸࡚ࡏࡉく必要ࠋࡿ࠶ࡀ 

大森勝山遺跡関連ࡢベンࠊࡣࢺ世界遺産Ⓩ録ࡢ気運ࢆ高ࡿࡵ意味࡛ࡶ㔜要࡛ࠊࡾ࠶ࡀ

踏ࢇ張ࢁ࠶࡛ࢁࡇࡾうࠋ出前授業やࢩンࢪ࣏ュウࡶ࡞࣒含ࠊ࡚ࡵᚋࡢࡽࢀࡇࡶ事業ࡢ

更ࡿ࡞充実ࢆ図ࠊࡾ縄文遺跡世界遺産Ⓩ録推進ᮏ部共Ⓩ録向ࡅ積極的ࡾྲྀ࡞組ࢆࡳ

期待ࡣࢀࡇࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓࡋ筆者ࡢࡽ提案࡛ࠊࡀࡿ࠶大森勝山遺跡࡛ࠕࡢ㔝焼ࢆࠖࡁ企⏬ࡋ

 ࠋࡀ࠸ࡣ࡚

 施策 効ࡢ津軽塗ᢏ術保Ꮡ伝ᢎ事業ࠋ࡚࠸ࡘ伝ᢎࠖ保Ꮡࡢ文化遺産ࡓࡋࡊ᰿地域ࠕ3

果ࠊ࡚ࡗ࠶ࡶ昨ᖺࠊ津軽塗ᢏ術保Ꮡ会ࡀ㔜要無形文化㈈認定ࠊࡣࡇࡓࢀࡉ大変喜࠸ࡋࡤ

問ࡢᚋ⥅者足ࠊ࡛ࡇく࠸࡚ࡋⓎ展࡚ࡋ産業ࡀ津軽塗ࠊࡋ契機ࢆࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇ࠸

㢟ࡀ良࠸方向進ࢆࡇࡴ期待ࠋࡿࡍ 

民俗文化㈈ࡣ࡚࠸ࡘ深刻࡞ᚋ⥅者足ࢆう解消࡚ࡋ行くࡀ課㢟ࠋࡿ࡞昨ᖺᗘࡶ述

行ᨻ以ୖࠊࡋ創設ࢆࡢࡶ࡞うࡼࡢ࣮ࢱンࢭࡓࡋ目的ࢆ民俗文化㈈保Ꮡ࣭伝ᢎࠊࡀࡓ

ࡾ盛ࠊ࡚ࡋ連携࡞民俗文化㈈保Ꮡ会ࡢ県ࠊࡓࡲࠋうࡣ࡚ࡗ࠸࡚ࡗ関わ積極的ࡀ

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿうࡾ࠶࡚ࡋ解決策ࡢࡘ୍ࡶࡇ行く࡚ࡆୖ
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उわॉप 

 

 各執筆者ࡿࡼ担当部ศ関ࡿࡍ総括ࢆグ載࡚ࡋᮏ意見書ࠋ࠸ࡓࡋࡵࡲࡢ 

 

○森本洋介ق基本方向⋛ 社会を生き抜き、未来をणくॊ弘前ढ子भ育成ك 

基ᮏ方向Ϩ࡛ྲྀࡾ組ࡿ࠸࡚ࢀࡲ諸課㢟関ࠊࡣ࡚ࡋ弘前市ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ都市部ࡶ含ࡓࡵ全

国的࡞課㢟ࡿ࠸࡚ࡗ࡞事案ࡀ多ࠋ࠸例えࡤ教育ࡿࡅ࠾ ICT 活用や英語教育ࠊ子ࡀࡶ

将来ࡢ夢ࢆ持࡚ࡼࡿう࡞事業ࡢ企⏬ࡓࡗ࠸事案࡛ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶う࡞事案対ࡾྲྀࡿࡍ組

ᖺᗘࠊࡕ持ࢆ視点࡞中長期的ࠊࡵࡓ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿ出ࡀ結果朝୍ኤ୍ࡣ教育ࠊ࡚࠸ࡘࡳ

大ษࠋうࢁ࠶࡛ࡁࡴ組ࡾ据え࡚ྲྀࢆ腰うࡼ࠸࡞ࡢࡇࡿࢀࡉ回ࡾ振実績値ࡢࡈ

୍ࡣ問㢟解決࡞᰿ᮏ的ࠊ࡚ࡗ࠶要素࡛࡞補ຓ的࡛ࡲく࠶ࡣ充実ࡢࣛࣇンࠊࡣࡢ࠸ࡋ࡚ࡋ

人ࡢࡾࡦ教員ࡢ専門性ࢆ向ୖࡿࡏࡉ環境整備࠸ࡿ࠶うࠋ୍ࡿ࠶࡛ࡇ 方ࠊ実績値ࡢ改

善ࡀ見࠸࡞ࢀࡽ施策࣭事業ࡼࡢࡇࠊ࡚࠸ࡘう࡞事案対ࡣ࡚ࡋ学校教育ࡾྲྀࡿࡼ組ࡔࡳ

 ࠋࡿ࠶ࡀ行う必要ࢆ対策総合的࡛ࢇ込ࡁ巻ࢆ家庭や地域ࠊࡋ自覚ࢆࡇࡿ࠶ࡀ限界ࡣ࡛ࡅ

 

○瀧本壽史ق基本方向⋜ 学लと育ちभ環境भ充実ك 

㸦目標 1㸧ᖹᡂ 30 ᖺᗘࡢࢺ࣮ࢱࢫ教育自立圏構想ࠊᑠ中୍㈏教育ࡢ࣒ࢸࢫࢩᑟ入大࠸
期待ࠋࡿ࠸࡚ࡋ人ཱྀ減少࣭少子化ࠊ地域力࣭家庭力ࡢ脆弱化ࠊ等ࡢ課㢟正面ࡾྲྀࡽ組ࡴ

ຍࡀ準備࡚ࡅ向設置ࡶ࡚࠸ࡘ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸュニ࣑コࠋうࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࡞ࡇ

教育創生市民会議࡛ࠖࡁࡉࢁࡦࠕࡣ意味࡛ࡢࡑࠋࡿࢀࡽ考えࡢࡶく࠸࡚ࢀࡉ㏿ ࢸࡢ議論ࡢ

学ࠋ࠸ࡓ࠸ࡽࡶ࡚ࡗ層図୍ࢆ活用ࡢ学校評議員制ᗘࠊࡶ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸ຍえ࡚ࡶ࣐࣮

校評議員ࡿࡼ現実的࡞議論提案࡚ࡗࡼ教育自立圏構想ࡾࡼࡣෆ実ࡢࡶࡓࡗ࡞ࡶࡢ

ࢀ考えࡽ側面ࡢࠖࡕ育ࡧ学ࠕࠊࡶ推進ࡢ教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡンࠋࡿ࠸考え࡚ࡢࡶࡿ࡞

 ࠋうࢁࡔ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ見え࡚くࡀࡾ関わࡢ教育自立圏ࠊࡤ

 

㸦目標 3㸧施策 施策ࠊ1 ࡿ࠸࡚ࡗࡀୖࡶᡂ果ࡢࡑࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋ推進ࢆ事業着実ࡶ2
ࡢࠖࡧ学ࠕࠊࡾ࠶࡛ࡳ組ࡾྲྀࡢࡽ環境面ࠖࡢࡧ学ࠕࡣ事業ࡢࡽࢀࡇࡋࡔࡓࠋࡿࡁ評価࡛

在ࡼࡾう直結࡞࡛ࡢࡶࡿࡍく࡚ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣᚑ࡚ࡗ施策ࡢ基ᮏ方向Ϩࡢ関わࢆࡾ念頭

支援ࠕࢆࡧ学ࡢ児童生ᚐ࠸ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡿࢀࡽࡵ求ࡀࡳ組ࡾྲྀࡓ࠸置 評ࡀࡿ࠸࡚ࡋࠖ

価ࡢ指標࡚ࡗ࡞くࠋࡿ支援㡯目ࡢ調査研究ࢆ進ࠊࡶࡿࡵ支援ࡁࡍ対象者漏ࡀࢀ

ࡿ࠶ࡣ面࡛課㢟࡞㈈ᨻ的ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡗ行ࢆ情報確認࡚ࡗࡶࢆ注意ࡢ細心ࠊうࡼ࠸࡞

 ࠋ࠸ࡓࡋ期待教育行ᨻ࡞大胆ࡿࡍ支援ࢆ子ࡗ弘前ࡿ創ࢆᮍ来ࠊࡀうࢁࡔ

 

 



79 

 

○福島裕敏ق基本方向⋜ 学लと育ちभ環境भ充実ك 

㸦目標 2㸧2015ᖺ 12᭶ࡢ中教審答申ࡢࡽࢀࡇࠕ学校教育ࢆ担う教員ࡢ資質能力ࡢ向ୖ ࠊࠖ

学習指ᑟ要領ࠊ方୍࡛ࡿࢀわ࡞ࡇ࠾࡞ࡋ見直ࡢ研修体系ࠊ策定ࡢ伴う教員育ᡂ指標ࢀࡑ

必要ࡢ教員研修ࠊ近ᖺࠊ中࡛ࡿࢀࡽࡵ求ࡀ対応ࡢ࡞組ྲྀࡢ教育自立圏ࠖࠕ完全実施やࡢ

性࣭㔜要性ࡀ高ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡗࡲうࡓࡋ状況ୗࠊ࡚࠸࠾弘前市教委ࠕࡣ各校ࡢ学校課

㢟国࣭県࣭市ࡢ教育課㢟ࡢ解決ࠊ࡚࠸ࡘ指ᑟ力向ୖࡢ優ඛ㡰教員ࡢ実態応ࡓࡌ研

修ࡾ࠶ࡢ方ࢆ示࠸࡚ࡋくࠖࡀࡇ強く求ࠋࡿࢀࡽࡵ特ࠊ教員ࡢᖺ齢構ᡂࠊ各学校ࡀ抱えࡿ

教育課㢟ࠊ市ࡢ教育課㢟ࠊ࡞市ࡢ実状᰿ࡓࡋࡊ研修ෆ容࣭形態ࢆ計⏬࠸࡚ࡋくࡀࡇ㔜

要ࠋࡿ࡞実㝿ࠊ要請訪問ࢆ࡞通ࡓࡌ各校ࡢ実状࣭ニ࣮ࡢࢬ寧࡞把握や研究指定ࢆ通ࡌ

 ࠋ࠸ࡓࡋ期待ࢆ充実࣭Ⓨ展ࡿ࡞ࡽࡉᚋࠊࡾ࠾࡚ࢀわ࡞ࡇ࠾ࡀ࡞学校改善ࡓ

 

○松本大ق基本方向⋝ 学ल合い支え合う生涯学習活भ推進ك 

社会教育ࢆ参ຍ者数や利用者数ࠕࡢ࡞数࡛ࠖ 評価ࡣࡢࡿࡍ難ࠋ࠸ࡋ学校ࡼࡢう࡞試験ࡶ

ࡇࡿࡍᡂ績࡛評価࡞うࡼࡢࢺࢫࢸ学力ࢆࡉ豊ࡢࡧ学ࡿࡅ࠾社会教育ࠊࡽࡔࡅわ࠸࡞

ᖹᡂࠊえ࠸ࡣࠋࡿ࠶可能࡛ࡶ 28ᖺᗘࡣ初ࠕࠊ࡚ࡵ講習ࡢ参ຍ者数 参ຍࡢ講ᗙࠕࠖ
者数ࠖࡀ目標㐩ᡂࡢ指標ୖࢆ回ࠋࡓࡗ社会教育ࠕࡣ数࡛ࠖࡣࢀࡇࠊࡀ࠸࡞ࡣ率直高く評価

ࡿࢀ思わ࠸࡞えࡾ࠶ࡣࡋ࡞ດ力ࡢ関係職員ࠊࡣ㐩ᡂࡢ数値目標ࡢࡇࠊࡽ࡞ࡐ࡞ࠋ࠸ࡓࡋ

自然Ⓨ生的ࠕࠋࡔࡽ 偶然ࠕࠖ 研ࠖ修や講ᗙ参ຍࡿࡍ職員や市民ࡀ増えࡓわ࠸࡞ࡣ࡛ࡅ

ࠋࡿ࠶ࡣ余地ࡿࡍ工夫ࡔࡲࡔࡲࡣ社会教育行ᨻや社会教育施設ࠊうࡼࡢࡇࠋࡿࢀ思わ

ᖹᡂࡐ࡞ࠊࡣ意味࡛ࡢࡇ 28ᖺᗘࠕ数ࠖࡀ増ຍࡢࡇࠊࡢࡓࡋᡂຌ要因ࢆ寧ศ析࣭検
証࡚ࡋ頂ࠋ࠸ࡓࡁ社会教育ࡘࢆくࠕࡣࡢࡿ人࡛ࠖࠋࡿ࠶教育委員会や職員ࡢ働࡛ࡅࡁ状況

社会࠸ࡼࡾࡼࠊࡋ改善ࡣ点ࡁࡍ改善ࠊࡽࡀ࡞ࡁ頂࡚ࡗࡶࢆ自信手応えࡇࡿࡍ好転ࡀ

教育行ᨻ࣭社会教育施設ࢆ目指࡚ࡋ頂ࡤࢀࡅ思うࠋ 

 

○塚本悦雄ق基本方向⋞ 郷土弘前を愛ख、自然や歴史・文化財を守ॊ心भ醸成ك 

市街地ࡢ景観ࠊ࡚࠸ࡘඛࡶ述ࡓ通ࠊࡾ弘前ࡢ㔜層的࡞⏫並ࢆࡳ形ᡂࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ

㔜要文化㈈࣭ 指定文化㈈建物ࢇࢁࡕࡶࡀ᰿ᖿࠕࡢࡢࡑࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡿ࡞趣ࡿ࠶ࡢ建物ࠖ

ఫ宅や店ࡢ般୍̓ࡿ࠶ࡢ味ࡶࢀࡅ࠸ྂ͂ࡿ࠶ࡢ昭和感ࠊࡣࡽࡉࠊࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉ指定

舗ࡢ࡞Ꮡ在ࡾ࡞ࠊࡀ㔜要࡞要素ࡿ࠶ࡶ࡛ࡇࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞街並ࠊࡳ

ࠊୖࡣ࡛ࡇう࠸ࡿ࠶ࡀ文化㈈ࣜࢶ࣏ࣜࢶ࣏ 辺ࠊࡅࡔ作ࡾ物ࡢṔྐ文化都市ࡼࡢう࡞

弘前࡚ࡋ࠸ᖾࠊࡀ聞くࢆࡇ࡞うࡼう࠸ࠖࡔ風景ࡌྠࡶ࡚ࡗ࠸ࡇࡣ地方ࠕくࡼࠋࡿ

ࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ残ࡔࡲࡔࡲ㸧ࡢࡢࡶࡿ࠶ࡘࡘࡾ㸦減ࡀ景観࡞魅力的࠸࡞ࡋࡇࡇࠊࡣ

୍ࡢࡇ࡞㔜要ࡶ最ࠊࡵࡓࡿࡍṔྐ文化都市ࡿࢀ誇全国ࢆ弘前ࠊࡣࡇく࠸࡚ࡗᏲࢆ

振ࡢ商工ࠊ観ගや環境ࠊࡀࡿ࠶࡛ࢇࢁࡕࡶࡣ施策ࡢ基ᮏ方向ϫࠊࡣࡵࡓࡢࡑࠋうࢁ࠶࡛ࡘ

興関係ࡿࡍ市関連部局ࡢ࡞連携ࡀ可Ḟࡔ考えࠋࡿ 
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 以ୖࠊᮏ意見書ࠕࠊࡣ現在ࡢᡂ果ࢆ評価࠸ࠖࡿࡍうࠕࠊࢁࡋࡴࡶࡾࡼ現時点࡛ࡢ到㐩ᗘࢆ

示ࠊࡋ問㢟点ࢆ指摘ࠊࡋ改善ࡢ示唆ࢆ行うࠖࢆࡇ目的࡚ࡋ作ᡂࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡉ場

合ࡣ࡚ࡗࡼ弘前市教委職員ࡣ࡚ࡗ耳ࡢ痛ࠕ࠸批ุ ࢀࡑࡋࡋࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿ࠶ࠖࡶ

ࡋ提示ࢆ意見ࡿࡀ࡞ࡘ示唆ࠖࠕ࡞具体的ࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊく࡞ࡇࡿࡲ留批ุࠖࠕࡿ࡞単ࡣ

 ࠋࡴ望ࢆࡇࡿ࡞ຓ୍ࡢ改善ࡢ教育行ᨻࡢ弘前市ࡢᚋࠋࡿ࠶࡛ࡾࡶࡘࡓ

 

ᖹᡂ 30ᖺ 2᭶ 28日 

 

執筆者୍ྠ 
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○学識経験者पेॊ意見用語説明 

用語 説明 


ࣝ
ࣇ
ァ
ベ
ッ
 ࢺ

ALT㸦エ࣮エࣝࢸ

࣮㸧 

Assistant Language Teacher㸦እ国語指ᑟຓ手㸧ࡢ略ࠋ英

語ࢆ母語ࠊࡋ実㝿ࡢ英語やእ国ࡢ文化ࢆ子ࡕࡓࡶ伝

えࠊ日ᮏ人教師ࢆ補బࡿࡍእ国人ࠋࡇࡢ 

ICT㸦ࢸ࣮ࢩ

࣮㸧 

Information and Communication Technology㸦情報通信ᢏ

術㸧ࡢ略ࠋ情報࣭通信関ࡿࡍ総称࡛ࠊITྠࡰ義

使わࠋࡿࢀ教育現場ࣃࠊࡣ࡚࠸࠾ソコンやࢺࢵࣞࣈࢱ端

ᮎࠊ電子黒ᯈ等ࢆ指ࠋࡍ 

࠶
行 

 ࠋࡇࡢ児童生ᚐ࠸࡞࠸࡚ࡁⓎ揮࡛十ศࢆ力ࡿ࠸࡚ࡗࡶ ࣮ࣂ࣮ࢳ࣮ࢲン

身体ࡧ精神的及ࡀ者࠸ࡀ㞀ࠊ強化ࡢ尊㔜等ࡢ多様性ࡢ教育 人間ࣈࢩ࣮ࣝࢡン

的࡞能力等ࢆ可能࡞最大限ᗘ࡛ࡲⓎ㐩ࠊࡏࡉ自由࡞社会

効果的参ຍࢆࡇࡿࡍ可能ࡢࡿࡍ目的ࡢୗࠊ㞀࠸ࡀ

 ࠋࡇࡢ学ぶ組共ࡀ者࠸࡞者ࡿ࠶ࡢ


行 

学校評議員制ᗘ ᑠ࣭中学校ࡢ運営保護者や地域ఫ民ࡢ意向ࢆ幅広くྲྀࡾ

入ࡢࡑࠊࢀ協力ࢆ得ࡿ制ᗘࠋࡇࡢ 

教育自立圏 学校࣭家庭࣭地域ࡀ各々ࡢ役割㈐任ࠊ࡚ࡗࡶࢆ連携࣭協

働ࡋ子ࡢࡶ健や࡞ᡂ長向࡚ࡗ主体的関わ࠸࡚ࡗ

くࠊ自立的࣭持⥆的࡞教育機能ࢆ᭷ࡓࡋ圏域㸦中学校༊㸧

造語ࠕࡓࡗ作ࡀ市教育委員会ࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ意味ࢆ  ࠋࠖ

コ࣑ュニࢡࢫ࣭ࢸ

࣮ࣝ 

学校保護者や地域ఫ民ࡶࡀ知恵ࢆ出ࡋ合ࠊ࠸学校運

営意見ࢆ映ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉ協働ࡽࡀ࡞ࡋ地域ࡶ

学校運営協議会制ᗘࠋࡇࡢ制ᗘࡿࡵ進ࢆࡾ学校࡙くࡿ࠶

 ࠋࡿࢀ言わࡶ

ࡉ
行 

㔜要無形文化㈈ 

 

演劇ࠊ音楽ࠊ工芸ᢏ術ࡢࡑࠊࡢ無形ࡢ文化的所産࡛ᡃࡀ

国࡚ࡗṔྐୖࡣࡓࡲ芸術ୖ価値ࡢ高࠸文化㈈࡛ࡇࡢ

 ࠋࡢࡶࡿࡍ指定ࡀ国ࠊࡾ࠶

ᑠ中୍㈏教育ࢸࢫࢩ

 ࣒

ᑠ࣭中学校ࡀ目指ࡍ子ࡶ像(15ṓࡢ姿)ࢆ共᭷9ࠊࡋᖺ間

ࢸࢫࢩࡍ目指ࢆ教育࡞系統的ࠊࡋ編ᡂࢆ教育課程ࡓࡌ通ࢆ

 ࠋ࣒

ࡓ
行 

特ู支援学級 

 

ᑠ学校ࠊ中学校ࠊ義務教育学校ࠊ高等学校ࡧࡼ࠾中等教育

学校ࠊ教育ୖ特ู࡞支援ࢆ必要ࡿࡍ児童ࡧࡼ࠾生ᚐࡢ

 ࠋࡇࡢ学級ࡓࢀ置ࡵࡓ

ࡣ
行 

教育創生市ࡁࡉࢁࡦ

民会議 

弘前市ࡀ目指ࡁࡍ教育ࡢ姿や施策ࡢ方向性ࢆ࡞協議ࡍ

教育関係団体等ࠊ学識経験者ࠋ附属機関ࡢ教育委員会ࡿ

࡚ࡗࡼ公募市民等ࠊ関係行ᨻ機関職員ࠊ者ࡓࢀࡉ推薦ࡽ

構ᡂࠋࡿࢀࡉ 

࣮ࣝࣉࢵࢩࢻンࣞࣇ

 事業࣒

集団生活困難ࢆ感ࡣࡓࡲࠊࡿ࠸࡚ࡌⓏ校傾向ࡿ࠶児

童生ᚐࠊ࡚࠸ࡘ通室ࡿࡼ集団生活ࡢ復ᖐ向ࡓࡅ支

援ࢆ行う事業ࠋࡇࡢ 

ᨺ課ᚋ子ࡶ教室 ᑠ学校ࡢ余裕教室等ࢆ活用ࠊ࡚ࡋ地域ࡢ多様࡞方々ࡢ参⏬

文化活࣭ࢶ࣮࣏ࢫ行う学習やࡶࡕࡓࡶ子ࠊ得࡚ࢆ

動等ྲྀࡢ組ࠋࡇࡢ 

 


